
このたびは弊社自動販売機をお買い上げいただきありがとうございました。

● 技術マニュアル  リモコン編【ＶＣＣＳリモコン】……………… ＭＥ０７－０３７

お読みになったあとは，必ず保管してください。

ＭＥ０７－０３１ａ

製造国  日本

コカ・コーラ様向け

F7CRU3537NBSC3

技術マニュアル 本体編

富士電機缶自動販売機

形名

F7CRU3537NBSC3
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１．安全上のご注意

安全に関する重要な内容です。お読みいただき必ずお守りください。
「    警告」は，取扱いを誤った場合に，人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。

「    注意」は，取扱いを誤った場合に，人が障害を負う危険が想定される場合および，物的損害のみ

 の発生が想定される内容です。

警 告
● 設置に際しては，道路法や道路交通法，消防法，食品衛生法，電気事業法などを

遵守してください。

違法な設置は，事故発生の恐れがあります。

● ＪＩＳ基準や業界自主基準に準拠した設置をしてください。

不完全な設置は，転倒事故，感電，火災，火傷，水漏れの恐れがあります。

● 商品が出たことを確認してから取り出してください。

確認せずに商品取出口へ手を入れると，けがの恐れがあります。

● 水槽や冷却ユニットを取り外した場合は，扉を閉めてください。

扉を開けておくと転倒事故の恐れがあります。

● 製品が災害等で水没した場合，電気部品･配線は，必ず新しいものと交換してくだ

さい。

交換しないと火災，感電の恐れがあります。

● 安全のため，アースを必ず接続してください。

アースが不完全な場合は，感電の恐れがあります。

● アースは，ガス管や水道管，電話回線のアース，避雷針などに接続しないでくだ

さい。

不完全なアースは感電の恐れがあります。

● オーバーホールの際，電気部品･配線は，絶対に水洗い再使用しないでください。

火災や感電の恐れがあります。

● 転倒事故を防ぐために，上に乗らない，揺さぶらない，傾けないようにしてくだ

さい。

● 屋内専用製品は，水をかけたり，水洗いしたりしないでください。

感電や故障の恐れがあります。

● 製品内部の電気部品は，雨水や清掃時の水などで濡れないようにしてください。

水に濡れると，感電の恐れがあります。

● 濡れた手で電源プラグやスイッチを操作しないでください。

感電の恐れがあります。

● 修理や製品内部の点検は必ず電源を切ってから作業してください。

感電や動作部によるけが，高温部による火傷などの原因になります。

● シンナーなどの可燃物や可燃性ガス，揮発性の高い物を製品の近傍で使用しない

でください。

爆発や火災の恐れがあります。

● 庫内には，シンナーなどの可燃物や揮発性の高い物を入れないでください。

爆発や火災の恐れがあります。

１－０１
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１. 安全上のご注意

安全上のご注意

注 意
● 設置場所の据付面のガタツキや固定金具のゆるみなどを定期的に点検してくださ

い。異常がある場合は，専門の自動販売機設置業者またはお買上先へ修繕を依頼

してください。

不完全な設置状態のまま使用すると，転倒事故の原因になります｡

● 製品は指定された周波数で使用してください。

指定外の周波数で使用すると事故の発生原因になります。

● 指定された方法で確実に設定してください。事故の発生原因になります。

● 中身商品を庫内に補充する際は，開いたドアを固定してください。

固定しないと不意にドアが閉じて，けがの原因になります。

● 製品のドアを開く際は，通行車両や通行人の妨げにならないようにしてください｡

注意して開かないと通行人のけがや車両による人身事故の原因になります。

● 中身商品は，食品衛生法に従った日常衛生管理をしてください。

不適正な日常衛生管理は，事故の発生の原因になります。

● 中身商品や貨幣の詰まり除去などの場合は，取扱説明書等の記載内容に従って操

作してください。

記載内容以外の操作をすると事故の発生原因になります。

● 製品本体の警告表示類は，常に正しく読めるように清掃や貼り替えをしてくださ

い。見にくくなると事故の発生原因になります。

● 冷却器部の蒸発皿やドリップトレイの日常点検をしてください。

ドレンホースが確実に排水するか，排水が容器からあふれないかなどを確認して

ください。容器に溜まった水は捨ててください。

容器から水があふれると事故の発生原因になります。

● 長期間使用しない時は，電源プラグを必ずコンセントから抜いておいてください｡

事故の発生原因になります。

● 電源コードは，重い物につぶされる，他の物とこすれて傷付いている，強い力で

引っ張られて無理な力が加わっている，などの無いようにしてください｡

傷付いた電源コードは，感電や火災の原因になることがあります。

● この製品はフロン回収・破壊法第一種特定製品です。

(1) フロン類をみだりに大気中に放出することは禁じられています。

(2) この製品を廃棄する場合にはフロン類の回収が必要です。

(3) フロン回収時には専門の回収業者またはお買い上げ先へ依頼してください。

● 取扱説明書等記載の設置スペースを確保するとともに，通風口をふさがないでく

ださい。通風が悪いと事故の発生原因になります。

● 製品の上に物を置かないでください。

水がこぼれたり落下することにより，火災，感電，けがの原因になります。

● 引出し部に他のものを乗せたり，よりかかったりしないでください。

事故の発生原因になります。

● 商品取出し位置より奥へ手を入れないでください。

けがの原因になります。

● 製品の汚れを取る時は，シンナー，ベンジンなどの化学薬品を使用しないでくだ

さい。事故の発生原因になります。

● 扉にぶらさがらないでください。転倒事故の原因になります。

１－０２
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１. 安全上のご注意

安全上のご注意

注 意
● 冷却ユニットのコンデンサを清掃する時は，厚手の手袋を着用し，柄の長いブラ

   シを使用してください。

   素手･素肌が触れるとけがの原因になります。

● 素手で庫内の低温部に触れないでください。けがの原因になります。

● ギア等に触れないでください。けがの原因になります。

● 製品内部の清掃および照明用管球類の交換などを行なう場合は，必ず電源スイッ

   チを切ってください。

   電源スイッチを切らずに作業すると感電，けがの原因になります。

● 蛍光管や庫内灯の管球を交換する場合は，必ず電源スイッチを切ってください。

   電源スイッチを切らずに作業すると感電，けがの原因になります。

● 漏電ブレーカーは，月に一回以上，テストボタンを押して作動確認をしてくださ

   い。正常に作動しないと，感電の原因になります。

● 内部に充電部があります。カバーを開ける時は，必ず電源スイッチを切ってくだ

   さい。電源スイッチを切らずにカバーを開けると感電の原因になります。

● 定格電圧１００Ｖの製品は，必ず単相１００Ｖで電流容量１５Ａ以上の専用コン

   セントを使用してください。

   延長コードの使用やタコ足配線は，火災の原因になります。

● 定格電圧三相２００Ｖの製品は，必ず三相２００Ｖで電流容量２０Ａ以上の専用

   コンセントを使用してください。

   延長コードの使用やタコ足配線は，火災の原因になります。

● 電源プラグの脱着は，プラグの部分を持って行なってください。

   火災の原因になります。

● 電源プラグ･コンセントは定期的に清掃してください。

   また，プラグの刃の部分は確実にコンセントに差し込んでください。

   汚れや差し込み不良は火災の原因になります。

● 指定された電源コードで使用してください。

   指定外の電源コードで使用すると，火災の原因になります。

● 扉を閉める時は指をはさまないように注意してください。

   けがの原因になります。

● 製品の可動部に触れないでください。

   けがの原因になります。

● 加熱器は高温になるので触れないでください。

   火傷の原因になります。

１－０３

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



２.製品の仕様

本体仕様  

 種          類  ７重サーペン型ホット＆コールド缶自動販売機（大量販売機能搭載機）

 形          名  Ｆ７ＣＲＵ３５３７ＮＢＳＣ３（単相機）

外 形 寸 法(㎜)  高さ １８３０ × 幅 １１６１ × 奥行 ８４２（最大寸法）＋背面スペーサ：１５

 質          量  ４０９kg

選  択  種  類  ３５セレクション（１４：７：１４）

販  売  装  置

《ラック構成》

ｺｰﾙﾄﾞ ｺｰﾙﾄﾞ
ｺｰﾙﾄﾞ /ﾎｯﾄ /ﾎｯﾄ

Ｂ 1 8 15 22 29

Ｍ５ 2 9 16 23 30

Ｍ４ 3 10 17 24 31

Ｍ３ 4 11 18 25 32

Ｍ２ 5 12 19 26 33

Ｍ１ 6 13 20 27 34

Ｆ 7 14 21 28 35

後ﾗｯｸ 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7B 7AS7BS
-R -R -R -R -R

中ﾗｯｸ 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7B 7AS7B
-M -M -M -M -M

前ﾗｯｸ 5AS7P1S 5AS7P1S 5AS7P1S 5AS7B 5AS7B
-F -F -F -F -F

《選択ボタン配置例》 ３ 段 仕 様（選択ボタン36個）

（６連） （６連）

選択ボタン 部品№ (図   面   番   号) 選択ボタンピッチ

６連 4984997 (YDA04X35230  C01) 72㎜

本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますので，ご了承ください。

１ ２ ３ ４ ５ ６

13 14 15 16 17 18

25 25 26 27 28 29

７ ８ ９ 10 11 12

19 20 21 22 23 24

30 31 32 33 34 35

２－０１
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２．製品の仕様

本体仕様  

 種          類  ７重サーペン型ホット＆コールド缶自動販売機（大量販売機能搭載機）

 形          名  Ｆ７ＣＲＵ４２Ｗ７ＰＢＳＣ３（単相機）

外 形 寸 法(㎜)  高さ １８３０ × 幅 １１８３ × 奥行 ８４２（最大寸法）＋背面スペーサ：１５

 質          量  ４３６ｋｇ

選  択  種  類  ４２セレクション（２１：７：１４)

販  売  装  置

《ラック構成》

ｺｰﾙﾄﾞ ｺｰﾙﾄﾞ
ｺｰﾙﾄﾞ /ﾎｯﾄ /ﾎｯﾄ

Ｂ 1 8 15 22 29 36

Ｍ５ 2 9 16 23 30 37

Ｍ４ 3 10 17 24 31 38

Ｍ３ 4 11 18 25 32 39

Ｍ２ 5 12 19 26 33 40

Ｍ１ 6 13 20 27 34 41

Ｆ 7 14 21 28 35 42

後ﾗｯｸ 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7B 7AS7B 7AS7B 7AS7BS
-R -R -R -R -R -R

中ﾗｯｸ 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7B 7AS7B 7AS7B 7AS7B
-M -M -M -M -M -M

前ﾗｯｸ 5AS7P1S 5AS7P1S 5AS7B 5AS7B 5AS7B 5AS7B
-F -F -F -F -F -F

《選択ボタン配置例》 ３ 段 仕 様（選択ボタン42個）

（６連） （４連） （４連）

選択ボタン 部品№ (図   面   番   号) 選択ボタンピッチ

６連 4984997 (YDA04X35230  C01) 72㎜

４連 4985179 (YDA04X35229  C01) 72㎜

本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますので，ご了承ください。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

２－０２

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



２．製品の仕様

本体仕様  

 種          類  ７重サーペン型ホット＆コールド缶自動販売機（大量販売機能搭載機）

 形          名  Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＳＣ４（単相機）  Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＴＣ４（三相機）

外 形 寸 法(㎜)  高さ １８３０ × 幅 １３７８ × 奥行 ８４２（最大寸法）＋背面スペーサ：１５

 質          量  ４７１ｋｇ

選  択  種  類  ４２セレクション（１４：７：７：１４)

販  売  装  置

《ラック構成》

 ｺｰﾙﾄﾞ  ｺｰﾙﾄﾞ  ｺｰﾙﾄﾞ
 ｺｰﾙﾄﾞ  /ﾎｯﾄ  /ﾎｯﾄ  /ﾎｯﾄ 

Ｂ 1 8 15 22 29 36

Ｍ５ 2 9 16 23 30 37

Ｍ４ 3 10 17 24 31 38

Ｍ３ 4 11 18 25 32 39

Ｍ２ 5 12 19 26 33 40

Ｍ１ 6 13 20 27 34 41

Ｆ 7 14 21 28 35 42

後ﾗｯｸ 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7B 7AS7B 7AS7BS
-R -R -R -R -R -R

中ﾗｯｸ 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7B 7AS7B 7AS7B
-M -M -M -M -M -M

前ﾗｯｸ 5AS7P1S 5AS7P1S 5AS7P1S 5AS7B 5AS7B 5AS7B
-F -F -F -F -F -F

《選択ボタン配置例》 ３ 段 仕 様（選択ボタン42個）

（６連） （４連） （４連）

選択ボタン 部品№ (図   面   番   号) 選択ボタンピッチ

６連 4984997 (YDA04X35230  C01) 72㎜

４連 4985179 (YDA04X35229  C01) 72㎜

本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますので，ご了承ください。

７ ８ ９ 10

15 16 17 18 19 20

１ ２ ３ ４ ５ ６ 11 12 13 14

21 22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42
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２．製品の仕様

本体仕様  

 種          類  ７重サーペン型ホット＆コールド缶自動販売機（大量販売機能搭載機）

 形          名  Ｆ７ＣＲＵ４９Ｆ７ＮＢＳＣ３（単相機）

外 形 寸 法(㎜)  高さ １８３０ × 幅 １４５７ × 奥行 ８４２（最大寸法）＋背面スペーサ：１５

 質          量  ５０３ｋｇ

選  択  種  類  ４９セレクション（２８：７：１４)

販  売  装  置

《ラック構成》

ｺｰﾙﾄﾞ ｺｰﾙﾄﾞ
ｺｰﾙﾄﾞ /ﾎｯﾄ /ﾎｯﾄ

Ｂ 1 8 15 22 29 36 43

Ｍ５ 2 9 16 23 30 37 44

Ｍ４ 3 10 17 24 31 38 45

Ｍ３ 4 11 18 25 32 39 46

Ｍ２ 5 12 19 26 33 40 47

Ｍ１ 6 13 20 27 34 41 48

Ｆ 7 14 21 28 35 42 49

後ﾗｯｸ 7AS7B 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7B 7AS7B 7AS7BS
-R -R -R -R -R -R -R

中ﾗｯｸ 7AS7B 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7P1S 7AS7B 7AS7B 7AS7B
-M -M -M -M -M -M -M

前ﾗｯｸ 5AS7B 5AS7P1S 5AS7P1S 5AS7P1S 5AS7B 5AS7B 5AS7B
-F -F -F -F -F -F -F

《選択ボタン配置例》 ３ 段 仕 様（選択ボタン54個）

（６連） （６連） （６連）

選択ボタン 部品№ (図   面   番   号) 選択ボタンピッチ

６連 4984997 (YDA04X35230  C01) 72㎜

本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますので，ご了承ください。

８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 29 29 30 31 32 33 34 35

36 36 37 37 38 39 40 41 42 43 43 44 44 45 46 47 48 49
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２．製品の仕様

本体仕様

販　　　売　　　商　　　品

缶　　　商　　　品 びん商品 ペット商品

160 190 250 280 350 500 ﾘｱﾙ 丸 型 丸 型

ラックの種類   mL   mL   mL   mL   mL   mL ｺﾞｰﾙﾄﾞ 〔Ⅰ〕 〔Ⅱ〕

細缶 細缶 細缶 太缶 太缶 太缶 120mL 500mL 500mL

Ｂ 28 28 28 21 21 － － － －

7AS7BS-R Ｍ５ 26 26 26 19 19 － － － －

（後） Ｍ４ 23 23 23 18 18 － － － －

Ｂ － 28 28 21 21 － － － －

7AS7B-R Ｍ５ － 26 26 19 19 － － － －

（後） Ｍ４ － 23 23 18 18 － － － －

7AS7B-M Ｍ３ － 21 21 16 16 － － － －

（中） Ｍ２ － 18 18 14 14 － － － －

5AS7B-F Ｍ１ － 16 16 11 11 － 16 － －

（前） Ｆ － 12 12 9 9 － 12 － －

Ｂ － 28 28 21 21 21 － 21 21

7AS7P1S-R Ｍ５ － 26 26 19 19 19 － 19 19

（後） Ｍ４ － 23 23 18 18 18 － 17 18

7AS7P1S-M Ｍ３ － 21 21 16 16 16 － 16 16

（中） Ｍ２ － 18 18 14 14 14 － 13 13

5AS7P1S-F Ｍ１ 16 16 16 11 11 11 16 11 11

（前） Ｆ 12 12 12 9 9 9 12 9 9

《びん商品およびペット商品の容量と寸法》

販    売    商    品 びん商品 ペ ッ ト 商 品

キ ャ ッ プ 付 き 商 品  リアル 丸  型 丸  型

280 300 400 500   ゴールド 〔Ⅰ〕 〔Ⅱ〕

ラックの種類  mL  mL  mL  mL 容   量 １２０mL ５００mL ５００mL 

丸ﾍﾟｯﾄ ﾎﾞﾄﾙ缶 ﾎﾞﾄﾙ缶 ﾎﾞﾄﾙ缶 胴   径 φ５０.７ φ６９.２ φ６８.５

Ｂ 21 21 － － 高   さ １３６.７ ２２６.７ ２１０.０

7AS7BS-R Ｍ５ 19 19 － － 対   角 １４２.０ ２２８.５ ２１３.５

（後） Ｍ４ 18 18 － －

Ｂ 21 21 － － 【ご注意】 商品寸法は参考値です。

7AS7B-R Ｍ５ 19 19 － －

（後） Ｍ４ 18 18 － －

7AS7B-M Ｍ３ 16 16 － －

（中） Ｍ２ 14 14 － －

5AS7B-F Ｍ１ 11 11 － －

（前） Ｆ 9 9 － －

Ｂ 21 21 21 21

7AS7P1S-R Ｍ５ 19 19 19 19

（後） Ｍ４ 18 18 18 18

7AS7P1S-M Ｍ３ 16 16 16 16

（中） Ｍ２ 14 14 14 14

5AS7P1S-F Ｍ１ 11 11 11 11

（前） Ｆ 9 9 9 9

本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますので，ご了承ください。

【ご注意】 販売商品は認定試験によります。

収 容 本 数 一 覧

ラック
位置

収 容 本 数 一 覧

ラック
位置
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２．製品の仕様

本体仕様

形         名  Ｆ７ＣＲＵ３５３７ＮＢＳＣ３（単相機）

 制御方式  ＶＣＣＳ

 コインメカニズム  形    名：｢ＣＬＸ－１０－ＲＣ」

 使用貨幣  １０・５０・１００・５００円硬貨（千円紙幣はビルバリデータ付きで使用可能）

制  価格範囲  １０円～９,９９０円（１０円単位で設定可能）

 価格設定数  セレクションマルチプライス（３５価格）

 ・価格設定・テスト機能・まとめ買い機能・交互販売機能・故障診断機能

 <売上集計機能>

 ・トータル売上金額・トータル売上本数・累計売上本数

 ・コラム別売上金額・コラム別売上本数・プライス別売上本数

御  ビルバリ  形    名：｢ＮＢＸ－１２２０Ｃ－ＢＣ」

      データ  受入枚数：千円紙幣  １枚（１枚エスクロ）

 収納枚数：千円紙幣  約１００枚

 構造モード番号  ０３２３３５０

 単相  １００Ｖ±１０Ｖ  ５０／６０Ｈｚ

定  （コンセント容量：１５Ａ）

格  消費電力  ６０５／６２０Ｗ

 電熱装置  ７００Ｗ

 １９６１Ｌ

 年間消費電力量  １７４０ｋＷ・ｈ

 運  転  種  類  ４種類  ・Ｃ－Ｃ－Ｃ ・Ｃ－Ｃ－Ｈ ・Ｃ－Ｈ－Ｃ ・Ｃ－Ｈ－Ｈ

 圧    縮    機  ロータリー７㎝3

 ヒ    ー    タ  （Ｃ専）＋３１０Ｗ＋３９０Ｗ

 ● インバータ点灯方式  

 直管蛍光灯  （選択ボタン３段）

 電  照  板  部 ： ３２Ｗ×１本

 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ商品部 ： ３２Ｗ×３本

 ﾒｲﾝﾄﾞｱ     ：フラット電照板デザイン

              メインドアストッパ付(６５° ９０°１０５°１２５°４段調整可能)

 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾄﾞｱ：フック固定式

扉  内  扉     ：分割型

外               (1) 内扉(上)：ウレタン発泡剤(ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾝ)

              (2) 内扉(下)：ウレタン発泡剤(ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾝ),メインドア分離開放方式

 ロック     ：ワンタッチドアロック方式

扉  長円形選択ボタン×３６個（１２個×３段）

 表示ランプ（販売可能ランプ・売切ランプ・準備中ランプ）

 販売可能・売切・釣り切れ（１０円／１００円）・販売中（緑）

 デジタル表示（ビルバリデータ付き時，千円札受入中止ランプ付）

 取  出  口  下段中央取出口

 漏電遮断器・デジタル表示器(蛍光灯自動点滅器内蔵)・取扱説明書

 電源リセットスイッチ・アース線・銘板一式

 オ プ シ ョ ン  防犯ブザー・ビルバリデータ・２重キー

 本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますので，ご了承ください。

 電  源

 機  能

 標 準 付 属 品

 表   示

 選択ボタン

 蛍    光    灯

調整庫内容積
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２．製品の仕様

本体仕様

形         名  Ｆ７ＣＲＵ４２Ｗ７ＰＢＳＣ３（単相機）

 制御方式  ＶＣＣＳ

 コインメカニズム  形    名：｢ＣＬＸ－１０－ＲＣ」

 使用貨幣  １０・５０・１００・５００円硬貨（千円紙幣はビルバリデータ付きで使用可能）

制  価格範囲  １０円～９,９９０円（１０円単位で設定可能）

 価格設定数  セレクションマルチプライス（４２価格）

 ・価格設定・テスト機能・まとめ買い機能・交互販売機能・故障診断機能

 <売上集計機能>

 ・トータル売上金額・トータル売上本数・累計売上本数

 ・コラム別売上金額・コラム別売上本数・プライス別売上本数

御  ビルバリ  形    名：｢ＮＢＸ－１２２０Ｃ－ＢＣ」

      データ  受入枚数：千円紙幣  １枚（１枚エスクロ）

 収納枚数：千円紙幣  約１００枚

 構造モード番号  ０３２３４２４

 単相  １００Ｖ±１０Ｖ  ５０／６０Ｈｚ

定  （コンセント容量：１５Ａ）

格  消費電力  ６０５／６２０Ｗ

 電熱装置  ７００Ｗ

 ２０１７Ｌ

 年間消費電力量  ２０３６ｋＷ・ｈ

 運  転  種  類  ４種類  ・Ｃ－Ｃ－Ｃ ・Ｃ－Ｃ－Ｈ ・Ｃ－Ｈ－Ｃ ・Ｃ－Ｈ－Ｈ

 圧    縮    機  ロータリー７㎝3

 ヒ    ー    タ  （Ｃ専）＋３１０Ｗ＋３９０Ｗ

 ● インバータ点灯方式  

 直管蛍光灯  （選択ボタン３段）

 電  照  板  部 ： ３５Ｗ×１本

 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ商品部 ： ３５Ｗ×３本

 ﾒｲﾝﾄﾞｱ     ：フラット電照板デザイン

              メインドアストッパ付(６５° ９０°１０５°１２５°４段調整可能)

 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾄﾞｱ：フック固定式

扉  内  扉     ：分割型

外               (1) 内扉(上)：ウレタン発泡剤(ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾝ)

              (2) 内扉(下)：ウレタン発泡剤(ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾝ),メインドア分離開放方式

 ロック     ：ワンタッチドアロック方式

扉  長円形選択ボタン×３６個（１４個×３段）

 表示ランプ（販売可能ランプ・売切ランプ・準備中ランプ）

 販売可能・売切・釣り切れ（１０円／１００円）・販売中（緑）

 デジタル表示（ビルバリデータ付き時，千円札受入中止ランプ付）

 取  出  口  下段中央取出口

 漏電遮断器・デジタル表示器(蛍光灯自動点滅器内蔵)・取扱説明書

 電源リセットスイッチ・アース線・銘板一式

 オ プ シ ョ ン  防犯ブザー・ビルバリデータ・２重キー

 本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますので，ご了承ください。

 表   示

 標 準 付 属 品

 機  能

 電  源

 蛍    光    灯

 選択ボタン

調整庫内容積
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２．製品の仕様

本体仕様

形         名  Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＳＣ４（単相機）  Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＴＣ４（三相機）

 制御方式  ＶＣＣＳ

 コインメカニズム  形    名：｢ＣＬＸ－１０－ＲＣ」

 使用貨幣  １０・５０・１００・５００円硬貨（千円紙幣はビルバリデータ付きで使用可能）

制  価格範囲  １０円～９,９９０円（１０円単位で設定可能）

 価格設定数  セレクションマルチプライス（４２価格）

 ・価格設定・テスト機能・まとめ買い機能・交互販売機能・故障診断機能

 <売上集計機能>

 ・トータル売上金額・トータル売上本数・累計売上本数

 ・コラム別売上金額・コラム別売上本数・プライス別売上本数

御  ビルバリ  形    名：｢ＮＢＸ－１２２０Ｃ－ＢＣ」

      データ  受入枚数：千円紙幣  １枚（１枚エスクロ）

 収納枚数：千円紙幣  約１００枚

 構造モード番号  ０３２４４２５

 単相  １００Ｖ±１０Ｖ  ５０／６０Ｈｚ  単相  １００Ｖ±１０Ｖ  ５０／６０Ｈｚ

定  電  源  （コンセント容量：１５Ａ）  三相  ２００Ｖ±１０Ｖ  ５０／６０Ｈｚ

 （コンセント容量：２０Ａ）

格  消費電力  ６０５／６２０Ｗ

 電熱装置  ９３０Ｗ

 ２５６４Ｌ

 年間消費電力量  ２２４２ｋＷ・ｈ

 ６種類  ・Ｃ－Ｃ－Ｃ－Ｃ ・Ｃ－Ｃ－Ｃ－Ｈ ・Ｃ－Ｃ－Ｈ－Ｈ

         ・Ｃ－Ｈ－Ｈ－Ｈ ・Ｃ－Ｈ－Ｃ－Ｃ ・Ｃ－Ｃ－Ｈ－Ｃ

 圧    縮    機  ロータリー７㎝3

 ヒ    ー    タ  （Ｃ専）＋３１０Ｗ＋３１０Ｗ＋３１０Ｗ

 ● インバータ点灯方式  

 直管蛍光灯  （選択ボタン３段）

 電  照  板  部 ： ３５Ｗ×１本

 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ商品部 ： ３５Ｗ×３本

 ﾒｲﾝﾄﾞｱ     ：フラット電照板デザイン

              メインドアストッパ付(６５° ９０°１０５°１２５°４段調整可能)

 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾄﾞｱ：フック固定式

扉  内  扉     ：分割型

外               (1) 内扉(上)：ウレタン発泡剤(ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾝ)

              (2) 内扉(下)：ウレタン発泡剤(ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾝ),メインドア分離開放方式

 ロック     ：ワンタッチドアロック方式

扉  長円形選択ボタン×４２個（１４個×３段）

 表示ランプ（販売可能ランプ・売切ランプ・準備中ランプ）

 販売可能・売切・釣り切れ（１０円／１００円）・販売中（緑）

 デジタル表示（ビルバリデータ付き時，千円札受入中止ランプ付）

 取  出  口  下段中央取出口

 漏電遮断器・デジタル表示器(蛍光灯自動点滅器内蔵)・取扱説明書

 電源リセットスイッチ・アース線・銘板一式

 オ プ シ ョ ン  防犯ブザー・ビルバリデータ・２重キー

 本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますので，ご了承ください。

 表   示

 標 準 付 属 品

 運  転  種  類

 機  能

 蛍    光    灯

 選択ボタン

調整庫内容積
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２．製品の仕様

本体仕様

形         名  Ｆ７ＣＲＵ４９Ｆ７ＮＢＳＣ３（単相機）

 制御方式  ＶＣＣＳ

 コインメカニズム  形    名：｢ＣＬＸ－１０－ＲＣ」

 使用貨幣  １０・５０・１００・５００円硬貨（千円紙幣はビルバリデータ付きで使用可能）

制  価格範囲  １０円～９,９９０円（１０円単位で設定可能）

 価格設定数  セレクションマルチプライス（４９価格）

 ・価格設定・テスト機能・まとめ買い機能・交互販売機能・故障診断機能

 <売上集計機能>

 ・トータル売上金額・トータル売上本数・累計売上本数

 ・コラム別売上金額・コラム別売上本数・プライス別売上本数

御  ビルバリ  形    名：｢ＮＢＸ－１２２０Ｃ－ＢＣ」

      データ  受入枚数：千円紙幣  １枚（１枚エスクロ）

 収納枚数：千円紙幣  約１００枚

 構造モード番号  ０３２３４９１

 単相  １００Ｖ±１０Ｖ  ５０／６０Ｈｚ

定  （コンセント容量：１５Ａ）

格  消費電力  ６０５／６２０Ｗ

 電熱装置  ７００Ｗ

 ２２９２Ｌ

 年間消費電力量  ２３１５ｋＷ・ｈ

 運  転  種  類  ４種類  ・Ｃ－Ｃ－Ｃ ・Ｃ－Ｃ－Ｈ ・Ｃ－Ｈ－Ｃ ・Ｃ－Ｈ－Ｈ

 圧    縮    機  ロータリー７㎝3

 ヒ    ー    タ  （Ｃ専）＋３１０Ｗ＋３９０Ｗ

 ● インバータ点灯方式  

 直管蛍光灯  （選択ボタン３段）

 電  照  板  部 ： ４０Ｗ×１本

 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ商品部 ： ４０Ｗ×３本

 ﾒｲﾝﾄﾞｱ     ：フラット電照板デザイン

              メインドアストッパ付(６５° ９０°１０５°１２５°４段調整可能)

 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾄﾞｱ：フック固定式

扉  内  扉     ：分割型

外               (1) 内扉(上)：ウレタン発泡剤(ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾝ)

              (2) 内扉(下)：ウレタン発泡剤(ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾝ),メインドア分離開放方式

 ロック     ：ワンタッチドアロック方式

扉  長円形選択ボタン×５４個（１８個×３段）

 表示ランプ（販売可能ランプ・売切ランプ・準備中ランプ）

 販売可能・売切・釣り切れ（１０円／１００円）・販売中（緑）

 デジタル表示（ビルバリデータ付き時，千円札受入中止ランプ付）

 取  出  口  下段中央取出口

 漏電遮断器・デジタル表示器(蛍光灯自動点滅器内蔵)・取扱説明書

 電源リセットスイッチ・アース線・銘板一式

 オ プ シ ョ ン  防犯ブザー・ビルバリデータ・２重キー

 本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますので，ご了承ください。

 標 準 付 属 品

 機  能

 蛍    光    灯

 選択ボタン

 表   示

 電  源
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２．製品の仕様

制御仕様

項       目 内             容

 ボックス銘板 「マスタ  ＨＧ７」

 ＜３室機＞

 版数管理 「ＢＡ４２１４」

 図面番号 「ＹＤＡ５１Ｘ４５７０７  Ｃ０２」(Ｄｏｐａ／ＰＨＳ統合)

 ＜４室機＞

 版数管理 「ＢＡ４２１８」

 図面番号 「ＹＤＡ５１Ｘ４５７０７  Ｃ１２」(Ｄｏｐａ／ＰＨＳ統合)

 メインコントロール  ＜３室・４室共通内容＞

            ボックス  プログラム仕様図番

「ＹＤＡ５１Ｚ４５７０６  Ｃ０２」 ﾌｧｲﾙ名称 (０７ＣＭＤ)

・３２ビット化 ・サービスナビ搭載

・ソフトプログラム書き換え用のメモリ ・冷温フルパワースイッチ搭載

  カード差し込み端子搭載 ・蛍光灯スイッチ搭載

・オンラインＶＡＣＳ内蔵 ・調光スイッチ搭載

 図面番号 「ＹＤＡ５１Ｘ３４６５４  Ｃ０１」

・キャラクタディスプレイ ・バックライト搭載

 リ  モ  コ  ン   （ドットマトリックス，１６桁×４行）・交互販売設定機能搭載

・カールコード付 ・ＩＳＳ通信方式

・簡易操作モードキー（ドア２ＷＡＹ方式）

 コインメカニズム  形    名 「ＣＬＸ－１０－ＲＣ」

 ビルバリデータ  形    名 「ＮＢＸ－１２２０Ｃ－ＢＣ」

 （オプション）

 形    名 「ＤＨ－５Ｌ－５ｉ」(一体型表示器，ＶＡＣＳ有)

 図面番号 「ＹＤＡ５１Ｘ３４３００  Ｃ０１」

 デジタル表示器 ・デジタル表示器 ・お札中止表示

・販売中表示 ・蛍光灯自動点滅器

・１０円／１００円釣り切れ表示 ・光アダプタ内蔵

 省エネタイマ ・２回路（圧縮機，蛍光灯）

・庫内ファンコントロール：リモコンの操作による設定

 省エネ制御 ・深夜停止（蛍光灯，圧縮機，蛍光灯＋圧縮機）

・学習省エネ

形     名 内             容

 ● 電源・インバータボックス

 F7CRU3537NBSC3  形    名 「ＳＰ－２９１」

 F7CRU42W7PBSC3  版数管理 「ＢＫ４３６９」

 F7CRU4237NBS(T)C4  図面番号 「ＹＤＡ５１Ｘ２４８０２  Ｃ０２」

 ● インバータ

 図面番号 「ＹＤＡ５１Ｘ３４８３１  Ｃ０１」

 ● 電源・インバータボックス

 形    名 「ＳＰ－２９１」

 版数管理 「ＢＫ４３７１」

 図面番号 「ＹＤＡ５１Ｘ２４８０２  Ｃ０６」

 ● インバータ

 図面番号 「ＹＤＡ５１Ｘ３２４５２  Ｃ０１」

全
機
種
共
通
項
目
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２．製品の仕様

制御仕様

三相リレーボックス

形     名 版数管理 図面番号

 F7CRU4237NBTC4

形     名 版数管理 図面番号 備考

 F7CRU3537NBSC3 ＢＡ４２３７ ＹＤＡ５１Ｘ３４２３５  Ｃ０５ 缶専３６セレ

 F7CRU42W7PBSC3 ＢＡ４２３４ ＹＤＡ５１Ｘ３４２３５  Ｃ０２ 缶専４２セレ

 F7CRU4237NBS(T)C4 ＢＡ４２８０ ＹＤＡ５１Ｘ３４３６９  Ｃ０４ 缶専４２セレ

 F7CRU49F7NBSC3 ＢＡ４２８３ ＹＤＡ５１Ｘ３４３６９  Ｃ０７ 缶専５０セレ

・冷却／加温の制御 ・ＰＳ／ＰＣの制御

共 通 仕 様 ・冷却／加温の故障検知 ・売切検知

・搬出機構の制御 ・蛍光灯のＯＮ／ＯＦＦ制御

単相機 単相ＥＬＢ：ＦＶ２２Ｙ／０１４４４(富士) または ＮＶ－Ｌ２０Ｍ(三菱)

単相ＥＬＢ：ＦＶ２２Ｙ／０１４４４(富士) または ＮＶ－Ｌ２０Ｍ(三菱)

三相機 三相ＥＬＢ：ＳＶ３３Ｒ／３０－１５－０３４(富士)

            またはＢＪＪ ３３０２０(松下)または ＮＶ－Ｇ４ＮＡ(三菱)

※   上記仕様表は，オプション部品を含みます。

     本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますので，ご了承ください。
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２．製品の仕様

冷却・加温系仕様

項目 形名  Ｆ７ＣＲＵ３５３７ＮＢＳＣ３(単相機)  Ｆ７ＣＲＵ４２Ｗ７ＰＢＳＣ３(単相機)

 電             源  単相 １００Ｖ±１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ １５Ａ

 形       名  Ｒ７０Ｕ２６ＴＧ－ＢＯＱＰ

 ユニットコード  ４２６３５  ４２３９２

 呼 称 出 力  ３５０Ｗ相当（ロータリー７cm３）

 起 動 方 式  コンデンサ始動

 起動コンデンサ  ８０μＦ，１２５ＶＡＣ

 運転コンデンサ  ２０μＦ・２５μＦ×各１個，１８０ＶＡＣ

 起 動 リ レ ー  ＰＴＨ７Ｍ１００ＭＢ３

 モータプロテクタ  ５ＴＭ８０１ＲＦＢ ＺＺ

冷  制  御  方  式  キャピラリ制御方式

媒  封    入    量  ２３０ｇ（ＨＦＣ Ｒ４０７Ｃ）  ２５０ｇ（ＨＦＣ Ｒ４０７Ｃ）

 直流電動機（ＤＣ２４Ｖ）×１個

 凝縮器用モータ  ・出力  ７Ｗ

 ・形名  ＤＲ－７３８－５１９

 ＤＣ軸流ファンモータ×３個

 ・形名  ３６１０ＫＬ－０５Ｗ－Ｂ５７－ＥＱ２

冷温モード 左庫内 中庫内 右庫内 

Ｃ－Ｃ－Ｃ ３℃ ３℃ ３℃

Ｃ－Ｃ－Ｈ ３℃ ３℃ ５５℃

Ｃ－Ｈ－Ｃ ３℃ ５５℃ ３℃

Ｃ－Ｈ－Ｈ ３℃ ５５℃ ５５℃

 温度ヒューズ  溶断式  ９９℃

 過昇防止サーモ  動作温度：８９±４℃

本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますので，ご了承ください。

● 冷却・加温システム

圧縮機による冷却方式は，１圧縮機３蒸発器方
式を採用しており，次のような特長があります。

① 省エネルギー

電気代を大幅に節約します。

② 操作性が良い

冷温切替スイッチのみの操作により簡
単にホットとコールドの切り替えがで
きます。

１圧縮機３蒸発器方式概略図
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２．製品の仕様

冷却・加温系仕様

項目 形名  Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＳＣ４(単相機)  Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＴＣ４(三相機）

 電             源  単相 100V±10V 50/60Hz 15A  三相 200V±10V 50/60Hz 20A

 形       名  Ｒ７０Ｕ２６ＴＧ－ＢＯＱＰ  Ｒ７０Ｕ２８ＭＡ－ＢＯＱＰ

 ユニットコード  ４２６１５  ４２６１７

 呼 称 出 力  ３５０Ｗ相当（ロータリー７cm３）  ３５０Ｗ相当（ロータリー７cm３）

 起 動 方 式  コンデンサ始動  直入れ始動

 起動コンデンサ  80μＦ，125ＶＡＣ

 運転コンデンサ  20μＦ・25μＦ×各１個，180ＶＡＣ

 起 動 リ レ ー  ＰＴＨ７Ｍ１００ＭＢ３  ＦＭＣａ－ＯＴ，ＡＣ２００Ｖ

 逆転防止リレー  ＲＤＲ－Ｓ－１，ＡＣ２００Ｖ

 モータプロテクタ  ５ＴＭ８０１ＲＦＢ ＺＺ  ＭＲＡ９８０９８

冷  制  御  方  式  キャピラリ制御方式  キャピラリ制御方式

媒  封    入    量  ２３０ｇ（ＨＦＣ Ｒ４０７Ｃ）  ２３０ｇ（ＨＦＣ Ｒ４０７Ｃ）

 直流電動機（ＤＣ２４Ｖ）×２個

 凝縮器用モータ  ・出力  ７Ｗ

 ・形名  ＤＲ－７３８－５１９Ｂ，ＤＲ－７３８－５１９

 ＤＣ軸流ファンモータ×３個

 ・形名  ３６１０ＫＬ－０５Ｗ－Ｂ５７－ＥＱ２

冷温モード 左庫内 中左庫内 中右庫内 右庫内 

Ｃ－Ｃ－Ｃ－Ｃ ３℃ ３℃ ３℃ ３℃

Ｃ－Ｃ－Ｃ－Ｈ ３℃ ３℃ ３℃ ５５℃

Ｃ－Ｃ－Ｈ－Ｈ ３℃ ３℃ ５５℃ ５５℃

Ｃ－Ｈ－Ｈ－Ｈ ３℃ ５５℃ ５５℃ ５５℃

Ｃ－Ｈ－Ｃ－Ｃ ３℃ ５５℃ ３℃ ３℃

Ｃ－Ｃ－Ｈ－Ｃ ３℃ ３℃ ５５℃ ３℃

 温度ヒューズ  溶断式  ９９℃

 過昇防止サーモ  動作温度：８９±４℃

本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますので，ご了承ください。

● 冷却・加温システム

圧縮機による冷却方式は，１圧縮機４蒸発器方
式を採用しており，次のような特長があります。

① 省エネルギー

電気代を大幅に節約します。

② 操作性が良い

冷温切替スイッチのみの操作により簡
単にホットとコールドの切り替えがで
きます。

１圧縮機４蒸発器方式概略図
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２．製品の仕様

冷却・加温系仕様

項目 形名  Ｆ７ＣＲＵ４９Ｆ７ＮＢＳＣ３(単相機)

 電             源  単相 １００Ｖ±１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ １５Ａ

 形       名  Ｒ７０Ｕ２６ＴＧ－ＢＯＱＰ

 ユニットコード  ４２４２４

 呼 称 出 力  ３５０Ｗ相当（ロータリー７cm３）

 起 動 方 式  コンデンサ始動

 起動コンデンサ  ８０μＦ，１２５ＶＡＣ

 運転コンデンサ  ２０μＦ・２５μＦ×各１個，１８０ＶＡＣ

 起 動 リ レ ー  ＰＴＨ７Ｍ１００ＭＢ３

 モータプロテクタ  ５ＴＭ８０１ＲＦＢ ＺＺ

冷  制  御  方  式  キャピラリ制御方式

媒  封    入    量  ２５０ｇ（ＨＦＣ Ｒ４０７Ｃ）

 直流電動機（ＤＣ２４Ｖ）×１個

 凝縮器用モータ  ・出力  ７Ｗ

 ・形名  ＤＲ－７３８－５１９

 ＤＣ軸流ファンモータ×４個

 ・形名  ３６１０ＫＬ－０５Ｗ－Ｂ５７－ＥＱ２

冷温モード 左庫内 中庫内 右庫内 

Ｃ－Ｃ－Ｃ ３℃ ３℃ ３℃

Ｃ－Ｃ－Ｈ ３℃ ３℃ ５５℃

Ｃ－Ｈ－Ｃ ３℃ ５５℃ ３℃

Ｃ－Ｈ－Ｈ ３℃ ５５℃ ５５℃

 温度ヒューズ  溶断式  ９９℃

 過昇防止サーモ  動作温度：８９±４℃

本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますので，ご了承ください。

● 冷却・加温システム

圧縮機による冷却方式は，１圧縮機３蒸発器方
式を採用しており，次のような特長があります。

① 省エネルギー

電気代を大幅に節約します。

② 操作性が良い

冷温切替スイッチのみの操作により簡
単にホットとコールドの切り替えがで
きます。

１圧縮機３蒸発器方式概略図
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２．製品の仕様

外形寸法

形式 F7CRU3537NBSC3

後

前

正 面 図

側 面 図

レベリングスクリュー位置

〈パネル部〉

442.0
3
0
1
.
0

〈パネル部詳細〉
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２．製品の仕様

外形寸法

形名 F7CRU42W7PBSC3

後

前

正 面 図

側 面 図

レベリングスクリュー位置

〈パネル部〉

442.0
3
0
1
.
0

〈パネル部詳細〉
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２．製品の仕様

外形寸法

形名 F7CRU4237NBS(T)C4

〔仕様〕
防水型 普通型
品番：MP2526(明工社製)
20A,250V,接地3P(JISC8303)

正 面 図

側 面 図

〈パネル部〉

後

前

レベリングスクリュー位置

442.0

3
0
1
.
0

〈パネル部詳細〉

三相電源プラグ
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２．製品の仕様

外形寸法

形名 F7CRU49F7NBSC3

後

前

正 面 図

側 面 図

レベリングスクリュー位置

〈パネル部〉

442.0
3
0
1
.
0

〈パネル部詳細〉
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２．製品の仕様

内部構造図

形名 F7CRU3537NBSC3

電照板
ﾒｲﾝﾄﾞｱ 投入金額

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示器 販売中
冷温表示板 釣り切れ
価格表示板 お札中止

蛍光灯自動点滅器
選択ﾎﾞﾀﾝ

返却ﾚﾊﾞｰ
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ商品

ｺｲﾝ投入口

ﾒｲﾝﾄﾞｱﾛｯｸ
※紙幣挿入口

※２重ｷｰ

ｺｲﾝ返却口
取出口

正  面  図

内扉(上) ﾘﾓｺﾝ ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ 商品投入口

ﾒｲﾝﾄﾞｱ
ｺﾗﾑﾗﾍﾞﾙ

ｸﾗﾝﾌﾟ
ｻｰﾍﾟﾝﾗｯｸ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾄﾞｱ

内扉(下)

※ﾋﾞﾙﾊﾞﾘﾃﾞｰﾀ 内扉ﾛｯｸ

ｺｲﾝﾒｶﾆｽﾞﾑ
商品ｼｭｰﾄ

千両箱

電源･ｲﾝﾊﾞｰﾀﾎﾞｯｸｽ
蒸発皿

ｷｬｯｼｭﾎﾞｯｸｽ
凝縮器

電装ﾎﾞｯｸｽ
電源ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ ﾒｲﾝﾄﾞｱｽﾄｯﾊﾟ 漏電遮断器

ﾋｭｰｽﾞ
本体ｽﾚｰﾌﾞ

扉  開  放  図

※印はオプション部品です。
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２．製品の仕様

内部構造図

形名 F7CRU42W7PBSC3

電照板
ﾒｲﾝﾄﾞｱ 投入金額

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示器 販売中
冷温表示板 釣り切れ
価格表示板 お札中止

蛍光灯自動点滅器
選択ﾎﾞﾀﾝ

返却ﾚﾊﾞｰ
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ商品

ｺｲﾝ投入口

ﾒｲﾝﾄﾞｱﾛｯｸ
※紙幣挿入口

※２重ｷｰ

ｺｲﾝ返却口
取出口

正  面  図

内扉(上) ﾘﾓｺﾝ ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ 商品投入口

ﾒｲﾝﾄﾞｱ
ｺﾗﾑﾗﾍﾞﾙ

ｸﾗﾝﾌﾟ ｻｰﾍﾟﾝﾗｯｸ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾄﾞｱ
内扉(下)

※ﾋﾞﾙﾊﾞﾘﾃﾞｰﾀ 内扉ﾛｯｸ

ｺｲﾝﾒｶﾆｽﾞﾑ
商品ｼｭｰﾄ

千両箱

電源･ｲﾝﾊﾞｰﾀﾎﾞｯｸｽ
蒸発皿

ｷｬｯｼｭﾎﾞｯｸｽ
凝縮器

電装ﾎﾞｯｸｽ
電源ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ ﾒｲﾝﾄﾞｱｽﾄｯﾊﾟ 漏電遮断器

ﾋｭｰｽﾞ
本体ｽﾚｰﾌﾞ

扉  開  放  図

※印はオプション部品です。
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２．製品の仕様

内部構造図

形名 F7CRU4237NBS(T)C4

電照板
ﾒｲﾝﾄﾞｱ 投入金額

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示器 販売中
冷温表示板 釣り切れ
価格表示板 お札中止

蛍光灯自動点滅器
選択ﾎﾞﾀﾝ

返却ﾚﾊﾞｰ
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ商品

ｺｲﾝ投入口

ﾒｲﾝﾄﾞｱﾛｯｸ
※紙幣挿入口

※２重ｷｰ

ｺｲﾝ返却口
取出口

正  面  図

内扉(上) ﾘﾓｺﾝ ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ 商品投入口

ﾒｲﾝﾄﾞｱ
ｺﾗﾑﾗﾍﾞﾙ

ｸﾗﾝﾌﾟ ｻｰﾍﾟﾝﾗｯｸ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾄﾞｱ
内扉(下)

※ﾋﾞﾙﾊﾞﾘﾃﾞｰﾀ 内扉ﾛｯｸ

ｺｲﾝﾒｶﾆｽﾞﾑ
商品ｼｭｰﾄ

千両箱

蒸発皿
ｷｬｯｼｭﾎﾞｯｸｽ

凝縮器

電装ﾎﾞｯｸｽ
電源･ｲﾝﾊﾞｰﾀﾎﾞｯｸｽ 電源ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ ﾒｲﾝﾄﾞｱｽﾄｯﾊﾟ 漏電遮断器

ﾋｭｰｽﾞ
本体ｽﾚｰﾌﾞ

扉  開  放  図

※印はオプション部品です。
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２．製品の仕様

内部構造図

形名 F7CRU49F7NBSC3

電照板
ﾒｲﾝﾄﾞｱ 投入金額

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示器 販売中
冷温表示板 釣り切れ
価格表示板 お札中止

蛍光灯自動点滅器
選択ﾎﾞﾀﾝ

返却ﾚﾊﾞｰ
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ商品

ｺｲﾝ投入口

ﾒｲﾝﾄﾞｱﾛｯｸ
※紙幣挿入口

※２重ｷｰ

ｺｲﾝ返却口
取出口

正  面  図

内扉(上) ﾘﾓｺﾝ ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ ｺﾗﾑﾗﾍﾞﾙ 商品投入口

ﾒｲﾝﾄﾞｱ

ｸﾗﾝﾌﾟ
ｻｰﾍﾟﾝﾗｯｸ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾄﾞｱ
内扉(下)

※ﾋﾞﾙﾊﾞﾘﾃﾞｰﾀ 内扉ﾛｯｸ

ｺｲﾝﾒｶﾆｽﾞﾑ
商品ｼｭｰﾄ

千両箱

蒸発皿

ｷｬｯｼｭﾎﾞｯｸｽ 凝縮器

電装ﾎﾞｯｸｽ
電源･ｲﾝﾊﾞｰﾀﾎﾞｯｸｽ 電源ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ ﾒｲﾝﾄﾞｱｽﾄｯﾊﾟ 漏電遮断器

ﾋｭｰｽﾞ
本体ｽﾚｰﾌﾞ

扉  開  放  図

※印はオプション部品です。
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３.据付け

設置スペース

(１) 単体設置の場合

(２) 併設の場合

Ｆ Ｆ

形         名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

 Ｆ７ＣＲＵ３５３７ＮＢＳＣ３ 1858 697 1161 15 2003 30

 Ｆ７ＣＲＵ４２Ｗ７ＰＢＳＣ３ 1893 710 1183 15 2025 30

 Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＳ(Ｔ)Ｃ４ 2205 827 1378 15 2220 30

 Ｆ７ＣＲＵ４９Ｆ７ＮＢＳＣ３ 2331 874 1457 15 2299 30

125°

125°

90°

（125°開時）

Ａ

Ｄ
Ｅ

ＣＢ

最
大
軌

跡
寸

法
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３. 据付け

機械の据付け

(１) 転倒防止鉄板を使用する場合

①  自動販売機の前脚から転倒防止用鉄板端面までの寸法（Ａ寸法）は下記を参照ください。

②  転倒防止用鉄板は裏表紙に掲載してある最寄りの弊社サービス機関窓口にご用命ください。

(２) 据付け仕様 形名：F7CRU3537NBSC3

商品なし 商品満載 Ａ寸法（㎜）

Ｇ ： 製品質量 ㎏ 前転倒角度１５度

ｈ ： 重心高さ ㎜ を満足するための
ＣＤ ： 重心から前側の脚の 寸法　Ａ0

中心部までの距離 ㎜ 地階および１階
ＣＷ ： 重心から左側の脚の Ａ１＝0.5ｈ－Ｃ

中心部までの距離 ㎜ ２階以上
ＤＰＤ ： 前後の脚の距離 ㎜ Ａ２＝0.86ｈ－Ｃ

ＤＰＷ ： 左右の脚の距離 ㎜ 最上階および屋上

ｈ’ ： 面中心の高さ ㎜ ＡＵ＝２ｈ－Ｃ

Ｈ×Ｗ×Ｄ ：　外形寸法 ㎜ ●Ｃは前倒れに対するＡ寸法としてＣ＝ＣＤで

Ｈ１ ： 突起部を含む高さ ㎜   算出しています。

●Ａ，ｈ，ｈ'は最大高さとなるﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｽｸﾘｭの高さを   後倒れ・横倒れによる危険が想定される場合

　６５mmにしたときの値です｡   は別途計算するか，当社にご相談ください。

　また商品満載時の質量は，最大質量の商品を装填した ●Ｗ＞Ｄの場合，ＣＷおよびＤＰＷは省略，

　ものです。ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｽｸﾘｭを縮めた場合や転倒防止用鉄 　またＡ1≧Ａ0の場合，Ａ0は省略する場合が

　板(おもりの搭載)を使用した場合は重心高さが改善さ 　あります。

　れるため別途計算してください。Ａ寸法は設置条件に ●鉄板型式の記号は据付基準マニュアル参照。

  合せて別途計算し，適切な設置をしてください。 Ａ0は，扉開，ラック引出しなどの最悪条件下で

●自販機内におもり等を用いてＡ寸法を改善する際には， の電安法の前転倒角度を満足するためのＡ寸法

　扉を開いたときの前倒れには十分な注意をしてくださ です。

  い。

※下記は上表の“商品満載”時のデータにて算出しています。

必要となる据付の概要（地震力により自販機脚部に生じる地上面における引張荷重について）
後側脚部について（前方転倒への対応）

・固定金具：E型× 1 枚
（固定金具の引張荷重 ⇒　１枚　： 1098 [N]，２枚： [N]）
・M10あと施工アンカー　： 1 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 40 ㎜以上
　M12あと施工アンカー　： 1 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 50 ㎜以上
（アンカーの引張荷重　⇒　１本　： 2197 [N]，２本： [N]）

前側脚部について（後方転倒への対応）
・固定金具：E型× 1 枚
（固定金具の引張荷重 ⇒　１枚　： 999 [N]，２枚： [N]）
・M10あと施工アンカー　： 1 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 40 ㎜以上
　M12あと施工アンカー　： 1 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 50 ㎜以上
（アンカーの引張荷重　⇒　１本　： 1998 [N]，２本： [N]）

　※固定金具とあと施工アンカーの必要数量が異なるときは多い方の数に合わせています。
基本的には4箇所固定を推奨します。

1830 X 1161 X 842
1837

774   鉄板型式：  1300型+補助固定

1123
　据付施工は別途協議

974

559 559
  鉄板型式：  1100型

  Ａ寸法  ：  560

  Ａ寸法  ：     -
992 1090

370 380
  鉄板型式：     -

  Ａ寸法  ：  170

409 656

ＤＰＷ

ＣＤ

ＤＰＤ

Ａ

設置面

重心
 Ｇ

Ｄ

後

側面

ｈ

Ｈ前Ｈ１

ヒンジ等の突起部

設置面

Ｗ

重心
 Ｇ

ＣＷ

正面

ｈ’

面中心
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３. 据付け

機械の据付け

(２) 据付け仕様(つづき) 形名：F7CRU42W7PBSC3

商品なし 商品満載 Ａ寸法（㎜）

Ｇ ： 製品質量 ㎏ 前転倒角度１５度

ｈ ： 重心高さ ㎜ を満足するための
ＣＤ ： 重心から前側の脚の 寸法　Ａ0

中心部までの距離 ㎜ 地階および１階
ＣＷ ： 重心から左側の脚の Ａ１＝0.5ｈ－Ｃ

中心部までの距離 ㎜ ２階以上
ＤＰＤ ： 前後の脚の距離 ㎜ Ａ２＝0.86ｈ－Ｃ

ＤＰＷ ： 左右の脚の距離 ㎜ 最上階および屋上

ｈ’ ： 面中心の高さ ㎜ ＡＵ＝２ｈ－Ｃ

Ｈ×Ｗ×Ｄ ：　外形寸法 ㎜ ●Ｃは前倒れに対するＡ寸法としてＣ＝ＣＤで

Ｈ１ ： 突起部を含む高さ ㎜   算出しています。

●Ａ，ｈ，ｈ'は最大高さとなるﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｽｸﾘｭの高さを   後倒れ・横倒れによる危険が想定される場合

　６５mmにしたときの値です｡   は別途計算するか，当社にご相談ください。

　また商品満載時の質量は，最大質量の商品を装填した ●Ｗ＞Ｄの場合，ＣＷおよびＤＰＷは省略，

　ものです。ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｽｸﾘｭを縮めた場合や転倒防止用鉄 　またＡ1≧Ａ0の場合，Ａ0は省略する場合が

　板(おもりの搭載)を使用した場合は重心高さが改善さ 　あります。

　れるため別途計算してください。Ａ寸法は設置条件に ●鉄板型式の記号は据付基準マニュアル参照。

  合せて別途計算し，適切な設置をしてください。 Ａ0は，扉開，ラック引出しなどの最悪条件下で

●自販機内におもり等を用いてＡ寸法を改善する際には， の電安法の前転倒角度を満足するためのＡ寸法

　扉を開いたときの前倒れには十分な注意をしてくださ です。

  い。

※下記は上表の“商品満載”時のデータにて算出しています。

必要となる据付の概要（地震力により自販機脚部に生じる地上面における引張荷重について）
後側脚部について（前方転倒への対応）

・固定金具：E型× 1 枚
（固定金具の引張荷重 ⇒　１枚　： 1199 [N]，２枚： [N]）
・M10あと施工アンカー　： 1 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 40 ㎜以上
　M12あと施工アンカー　： 1 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 50 ㎜以上
（アンカーの引張荷重　⇒　１本　： 2397 [N]，２本： [N]）

前側脚部について（後方転倒への対応）
・固定金具：E型× 1 枚
（固定金具の引張荷重 ⇒　１枚　： 1106 [N]，２枚： [N]）
・M10あと施工アンカー　： 1 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 40 ㎜以上
　M12あと施工アンカー　： 1 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 50 ㎜以上
（アンカーの引張荷重　⇒　１本　： 2213 [N]，２本： [N]）

　※固定金具とあと施工アンカーの必要数量が異なるときは多い方の数に合わせています。
基本的には4箇所固定を推奨します。

436 702
  Ａ寸法  ：     -

992 1098

368 381
  鉄板型式：     -

  Ａ寸法  ：  170

565 565
  鉄板型式：  1100型

  Ａ寸法  ：  565

1830 X 1183 X 842
1837

774   鉄板型式：  1300型+補助固定

1140
　据付施工は別途協議

974

ＤＰＷ

ＣＤ

ＤＰＤ

Ａ

設置面

重心
 Ｇ

Ｄ

後

側面

ｈ

Ｈ前Ｈ１

ヒンジ等の突起部

設置面

Ｗ

重心
 Ｇ

ＣＷ

正面

ｈ’

面中心
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３. 据付け

機械の据付け

(２) 据付け仕様(つづき) 形名：F7CRU4237NBS(T)C4

商品なし 商品満載 Ａ寸法（㎜）

Ｇ ： 製品質量 ㎏ 前転倒角度１５度

ｈ ： 重心高さ ㎜ を満足するための
ＣＤ ： 重心から前側の脚の 寸法　Ａ0

中心部までの距離 ㎜ 地階および１階
ＣＷ ： 重心から左側の脚の Ａ１＝0.5ｈ－Ｃ

中心部までの距離 ㎜ ２階以上
ＤＰＤ ： 前後の脚の距離 ㎜ Ａ２＝0.86ｈ－Ｃ

ＤＰＷ ： 左右の脚の距離 ㎜ 最上階および屋上

ｈ’ ： 面中心の高さ ㎜ ＡＵ＝２ｈ－Ｃ

Ｈ×Ｗ×Ｄ ：　外形寸法 ㎜ ●Ｃは前倒れに対するＡ寸法としてＣ＝ＣＤで

Ｈ１ ： 突起部を含む高さ ㎜   算出しています。

●Ａ，ｈ，ｈ'は最大高さとなるﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｽｸﾘｭの高さを   後倒れ・横倒れによる危険が想定される場合

　６５mmにしたときの値です｡   は別途計算するか，当社にご相談ください。

　また商品満載時の質量は，最大質量の商品を装填した ●Ｗ＞Ｄの場合，ＣＷおよびＤＰＷは省略，

　ものです。ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｽｸﾘｭを縮めた場合や転倒防止用鉄 　またＡ1≧Ａ0の場合，Ａ0は省略する場合が

　板(おもりの搭載)を使用した場合は重心高さが改善さ 　あります。

　れるため別途計算してください。Ａ寸法は設置条件に ●鉄板型式の記号は据付基準マニュアル参照。

  合せて別途計算し，適切な設置をしてください。 Ａ0は，扉開，ラック引出しなどの最悪条件下で

●自販機内におもり等を用いてＡ寸法を改善する際には， の電安法の前転倒角度を満足するためのＡ寸法

　扉を開いたときの前倒れには十分な注意をしてくださ です。

  い。

※下記は上表の“商品満載”時のデータにて算出しています。

必要となる据付の概要（地震力により自販機脚部に生じる地上面における引張荷重について）
後側脚部について（前方転倒への対応）

・固定金具：E型× 2 枚
（固定金具の引張荷重 ⇒　１枚　： [N]，２枚： 696 [N]）
・M10あと施工アンカー　： 2 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 40 ㎜以上
　M12あと施工アンカー　： 2 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 50 ㎜以上
（アンカーの引張荷重　⇒　１本　： [N]，２本： 1393 [N]）

前側脚部について（後方転倒への対応）
・固定金具：E型× 1 枚
（固定金具の引張荷重 ⇒　１枚　： 1243 [N]，２枚： [N]）
・M10あと施工アンカー　： 1 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 40 ㎜以上
　M12あと施工アンカー　： 1 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 50 ㎜以上
（アンカーの引張荷重　⇒　１本　： 2485 [N]，２本： [N]）

　※固定金具とあと施工アンカーの必要数量が異なるときは多い方の数に合わせています。
基本的には4箇所固定を推奨します。

471 756
  Ａ寸法  ：     -

1013 1118

363 377
  鉄板型式：     -

  Ａ寸法  ：  185

667 667
  鉄板型式：  1100型

  Ａ寸法  ：  585

1830 X 1378 X 842
1837

774   鉄板型式：  1300型+補助固定

1340
　据付施工は別途協議

974

ＤＰＷ

ＣＤ

ＤＰＤ

Ａ

設置面

重心
 Ｇ

Ｄ

後

側面

ｈ

Ｈ前Ｈ１

ヒンジ等の突起部

設置面

Ｗ

重心
 Ｇ

ＣＷ

正面

ｈ’

面中心

３－０４

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



３. 据付け

機械の据付け

(２) 据付け仕様(つづき) 形名：F7CRU49F7NBSC3

商品なし 商品満載 Ａ寸法（㎜）

Ｇ ： 製品質量 ㎏ 前転倒角度１５度

ｈ ： 重心高さ ㎜ を満足するための
ＣＤ ： 重心から前側の脚の 寸法　Ａ0

中心部までの距離 ㎜ 地階および１階
ＣＷ ： 重心から左側の脚の Ａ１＝0.5ｈ－Ｃ

中心部までの距離 ㎜ ２階以上
ＤＰＤ ： 前後の脚の距離 ㎜ Ａ２＝0.86ｈ－Ｃ

ＤＰＷ ： 左右の脚の距離 ㎜ 最上階および屋上

ｈ’ ： 面中心の高さ ㎜ ＡＵ＝２ｈ－Ｃ

Ｈ×Ｗ×Ｄ ：　外形寸法 ㎜ ●Ｃは前倒れに対するＡ寸法としてＣ＝ＣＤで

Ｈ１ ： 突起部を含む高さ ㎜   算出しています。

●Ａ，ｈ，ｈ'は最大高さとなるﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｽｸﾘｭの高さを   後倒れ・横倒れによる危険が想定される場合

　６５mmにしたときの値です｡   は別途計算するか，当社にご相談ください。

　また商品満載時の質量は，最大質量の商品を装填した ●Ｗ＞Ｄの場合，ＣＷおよびＤＰＷは省略，

　ものです。ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｽｸﾘｭを縮めた場合や転倒防止用鉄 　またＡ1≧Ａ0の場合，Ａ0は省略する場合が

　板(おもりの搭載)を使用した場合は重心高さが改善さ 　あります。

　れるため別途計算してください。Ａ寸法は設置条件に ●鉄板型式の記号は据付基準マニュアル参照。

  合せて別途計算し，適切な設置をしてください。 Ａ0は，扉開，ラック引出しなどの最悪条件下で

●自販機内におもり等を用いてＡ寸法を改善する際には， の電安法の前転倒角度を満足するためのＡ寸法

　扉を開いたときの前倒れには十分な注意をしてくださ です。

  い。

※下記は上表の“商品満載”時のデータにて算出しています。

必要となる据付の概要（地震力により自販機脚部に生じる地上面における引張荷重について）
後側脚部について（前方転倒への対応）

・固定金具：E型× 2 枚
（固定金具の引張荷重 ⇒　１枚　： [N]，２枚： 796 [N]）
・M10あと施工アンカー　： 2 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 40 ㎜以上
　M12あと施工アンカー　： 2 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 50 ㎜以上
（アンカーの引張荷重　⇒　１本　： [N]，２本： 1592 [N]）

前側脚部について（後方転倒への対応）
・固定金具：E型× 2 枚
（固定金具の引張荷重 ⇒　１枚　： [N]，２枚： 721 [N]）
・M10あと施工アンカー　： 2 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 40 ㎜以上
　M12あと施工アンカー　： 2 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 50 ㎜以上
（アンカーの引張荷重　⇒　１本　： [N]，２本： 1443 [N]）

　※固定金具とあと施工アンカーの必要数量が異なるときは多い方の数に合わせています。
基本的には4箇所固定を推奨します。

503 835
  Ａ寸法  ：     -

987 1133

366 378
  鉄板型式：     -

  Ａ寸法  ：  190

707 707
  鉄板型式：  1100型

  Ａ寸法  ：  600

1830 X 1457 X 842
1837

774   鉄板型式：  1300型+補助固定

1419
　据付施工は別途協議

974

ＤＰＷ

ＣＤ

ＤＰＤ

Ａ

設置面

重心
 Ｇ

Ｄ

後

側面

ｈ

Ｈ前Ｈ１

ヒンジ等の突起部

設置面

Ｗ

重心
 Ｇ

ＣＷ

正面

ｈ’

面中心
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３．据付け

三相電源の逆相対応

形名 F7CRU4237NBTC4

三相の電源が逆相になっている場合は，次の処置を行ってください。

① 三相リレーボックスの逆相ランプが点灯
   している時は，三相の電源が逆相となっ
   ています。

この時は圧縮機は停止したままで動作しま
せん。

逆相ﾗﾝﾌﾟ（点灯）

＜三相電源の極性例＞

【正】 【誤】
Ｕ相 Ｕ相

Ｗ相 Ｖ相 Ｖ相 Ｗ相

漏電遮断器
② 三相リレーボックスの漏電遮断器をＯＦＦ
   してカプラを入れ替えてください。
  （Ａ部のカプラ）

③ カプラを入れ替えた後，再度漏電遮断器を
   ＯＮして，逆相ランプが消灯することを確
   認してください。

逆相ﾗﾝﾌﾟ（消灯） ｶﾌﾟﾗ

Ａ部
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４．ラックの取扱い

商品サイズの変更方法(４～７重サーペンラック)

● 薄型 缶ラックでの商品変更時の設定のしかた(B系列ﾗｯｸ)
● ３列目 ～ 最奥列 コラムの幅ガイドの調整方法

商品は幅ガイドの右に入れてください。
幅ガイド

① 奥を持ち上げつめをはずす
入口プレート

② 左右に動かす
③ つめをセットする

幅ガイドの調整 入口プレートの調整 出口ガイドの調整

３列目～最奥列 最前列・２列目 ３列目～最奥列 ２列目 最前列 ３列目～最奥列 最前列・２列目

160細缶

190細缶

250細缶

280太缶

350太缶

280
丸ﾍﾟｯﾄ

300
ﾎﾞﾄﾙ 缶

(注１) １６０細缶は可動側板付コラムでのみ販売できます。

 キャップ付き商品の取り扱いについて  同一コラムで連続・高速連続テスト販売を２回以上行う場合
入口： キャップを左側にして，１本づつ  は，必ずテスト販売と次のテスト販売の間を１５分程度あけ

順に入れてください。  てください。

出口： １本目が必ず水平になっているこ  出口ガイドの設定が不十分な場合，故障の原因となります。
とを確認してください。  確実に設定されているかを確認してください。

販売商品

(ﾘｱﾙｺﾞｰﾙﾄﾞ)
120びん

(注1)

不要

不要

不要

奥

奥

不要

不要

不要

不要

不要

不要

３列目

２列目

出口ガイド

最奥列

最前列

手前

手前

手前
手前

上

不要

または

上

幅ガイド
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４．ラックの取扱い

商品サイズの変更方法(４～７重サーペンラック)

● 薄型 ペットラックでの商品変更時の設定のしかた(P1系列ﾗｯｸ)
● ３列目 ～ 最奥列 コラムの ● 最前列 ２列目 コラムの

幅ガイドの調整方法 幅ガイドの調整方法

幅ガイド(左) 商品は幅ガイドの右に入れて 商品は幅ガイドの右に入れて
ください。 ください。

入口プレート
① 奥を持ち上げつめをはずす ① 持ち上げつめをはずす

幅ガイド

出口ガイド ２列目は，幅ガイド手前と奥に
② 左右に動かす スリットがあります
③ つめをセットする

幅ガイドの調整 入口プレートの調整 出口ガイドの調整

３列目～最奥列 最前列・２列目 ３列目～最奥列 ２列目 最前列 ３列目～最奥列 最前列・２列目

160細缶

190細缶

250細缶

280太缶

350太缶

500太缶

500ﾍﾟｯﾄ
(丸Ⅰ)

500ﾍﾟｯﾄ
(丸Ⅱ)

280
丸ﾍﾟｯﾄ

300
ﾎﾞﾄﾙ 缶

400
ﾎﾞﾄﾙ缶

500
ﾎﾞﾄﾙ缶

 キャップ付き商品の取り扱いについて  同一コラムで連続・高速連続テスト販売を２回以上行う場合
入口： キャップを左側にして，１本づつ  は，必ずテスト販売と次のテスト販売の間を１５分程度あけ

順に入れてください。  てください。

出口： １本目が必ず水平になっているこ  出口ガイドの設定が不十分な場合，故障の原因となります。
とを確認してください。  確実に設定されているかを確認してください。

販売商品

最前列

２列目 ② 左右に動かす

３列目

手前

手前

奥

上

不要

または

上

最奥列

不要

不要 不要

不要

不要 不要

(ﾘｱﾙｺﾞｰﾙﾄﾞ)
120びん 奥

手前

手前

幅ガイド(左)

幅ガイド(右)
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４．ラックの取扱い

商品サイズの変更方法(４～７重サーペンラック)

● 薄型 ペットラックでの商品変更時の設定のしかた(P2系列ﾗｯｸ)
● ３列目 ～ 最奥列 コラムの ● 最前列 ２列目 コラムの

幅ガイドの調整方法 幅ガイドの調整方法

幅ガイド(左) 商品は幅ガイドの右に入れて 商品は幅ガイドの右に入れて
ください。 ください。

入口プレート
① 奥を持ち上げつめをはずす ① 持ち上げつめをはずす

幅ガイド

出口ガイド ２列目は，幅ガイド手前と奥に
② 左右に動かす スリットがあります
③ つめをセットする

幅ガイドの調整 入口プレートの調整 出口ガイドの調整

３列目～最奥列 最前列・２列目 ３列目～最奥列 ２列目 最前列 ３列目～最奥列 最前列・２列目

160細缶

190細缶

250細缶

280太缶

350太缶

500太缶

500ﾍﾟｯﾄ
(丸Ⅱ)

280
丸ﾍﾟｯﾄ

300
ﾎﾞﾄﾙ 缶

400
ﾎﾞﾄﾙ缶

500
ﾎﾞﾄﾙ缶

 キャップ付き商品の取り扱いについて  同一コラムで連続・高速連続テスト販売を２回以上行う場合
入口： キャップを左側にして，１本づつ  は，必ずテスト販売と次のテスト販売の間を１５分程度あけ

順に入れてください。  てください。

出口： １本目が必ず水平になっているこ  出口ガイドの設定が不十分な場合，故障の原因となります。
とを確認してください。  確実に設定されているかを確認してください。

販売商品

② 左右に動かす

最前列

２列目

３列目

最奥列

(ﾘｱﾙｺﾞｰﾙﾄﾞ)
120びん

奥
不要

手前

手前

不要 不要

不要

不要 不要

奥

手前

手前

上

不要

または

上

幅ガイド(左)

幅ガイド(右)
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４．ラックの取扱い

売上集計運用時の商品収容数の管理要領

● 売上集計運用時の商品収容数のバラツキの管理要領

細径の商品の場合，ラック内の商品整列のバラツキ
により収容数が変化することがあります。 ﾄｯﾌﾟﾄﾚｲ
そのため，特に３列目以降において売上集計データ
に基づいて補充される際，販売数と同数の装てんが
できないことがあります。 目印線
このような場合の対応として，初期ローディング時
に満杯充てん数より１本減らして装てんしていただ
くことをお勧めします。
３列目以降のトップトレイ左ガイド板に，そのため
の目印線を設けました。

（初期ローディング時）
①設置の直後
②商品入替時
③売切残数の０本設定で売切になった時

【初期ローディングの場合】
目印線から出ないところまで装てんしてください。

目印線

   

【２回目以降の商品補充の場合】
目印線にとらわれることなく，売上集計データに基づき，販売同数を補充してください。
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４．ラックの取扱い

ラック内商品詰まり解除手順

［！］ ラック内で商品が詰まりを生じた場合は以下の手順で解除してください。

【最前列コラムの場合】
詰まりが最前列コラムで発生した場合は，ラックを
降ろす必要がありません。 ｾｸﾞﾒﾝﾄ

① 商品が目視できる場合は，セグメントの穴や隙
   間から，細い棒などを差し入れて，商品を水平
   に戻し引っ掛かりを解除してください。
   この時，商品を傷付けないように，またラック
   通路内の姿勢制御用ダンパーを損傷させないよ
   う，十分注意してください。

② 詰まりがベンドメック付近で発生し，棒などに
   よる解除が困難な場合は，一番下の段のセグメ 矢印の刻印
   ントを取り外してください。
   このセグメントには，上部両側面付近に矢印の
   刻印があります。

③ 矢印の指し示すラック側板との隙間にドライバ
   の先を差し込み，横にこじる要領でセグメント
   上部のカール部をラック側板の穴から外します。

ｶｰﾙ

④ 左右とも穴から外すことでセグメントを手前に
   開くことができますので，ここから詰まった商
   品を解除してください。
   取り付けは，逆の手順でカール部を穴にはめ込
   んでください。

【最前列コラム以外の場合】
詰まりが最前列コラム以外で発生した場合は，自
販機からラックを降ろした後，同様の手順で商品
詰まりを解除してください。 ｾｸﾞﾒﾝﾄ

ﾄﾞﾗｲﾊﾞ

ﾗｯｸ側板
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４．ラックの取扱い

ラック着脱手順

ラックの着脱は以下の手順にて行ってください。

(１）メインドア・内扉の開放

① メインドアを最大開放位置まで開いてストッパで固定し，内扉のヒンジを外して，内扉を取り外し
   ます。

ﾋﾝｼﾞ

(２）配線カバーの開放と配線の切り離し

① ベンドメックの配線カバーを外し，配線のカプ ② つめは配線カバーを正面から見て左右両端付近
   ラを抜きます。配線カバーは樹脂製で弾力があ    にあります。中央付近を押しても外れにくいの
   り，右図のようにつめの部分で閉じた状態に保    でご注意ください。
   持されています。つめの下方を押し込むことで
   つめを外し，フタを開くことができます。

配線ｶﾊﾞｰ

③ フタを開けたら，中の配線カプラーを外してください。
   閉じるときは逆の手順で，左右のつめを確実に引掛けてください。

配線ｶﾌﾟﾗ

ﾄﾞｱｽﾄｯﾊﾟ

内扉

ﾍﾞﾝﾄﾞﾒｯｸ

配線ｶﾊﾞｰ本体

ﾌﾀ
つめ押

開

配線カバー付近側面
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４．ラックの取扱い

ラック着脱手順

(３）トップトレイの取り外し

【左端列以外のラックの場合】

① 手前から３列目以降のコラムのトップトレイは脱着式になっています。
   トップトレイを太細切り替えの「太側」に設定します。

② 取付シャフトの位置が，「太側」からずれないよう注意して，トップトレイ本体を手前上方に
   引き，左右の固定クリップを取付シャフトから外します。
※ そのまま，トップトレイ本体を手前に引き抜いてください。

［！］ 「太側」以外の位置で作業しますと，不意に取付シャフトが脱落することがありますので
ご注意ください。

固定ｸﾘｯﾌﾟ

取付ｼｬﾌﾄ
取付ｼｬﾌﾄ ｶﾞｲﾄﾞ穴

【左端列のラックの場合】

※ 左端列のラックでは，トップトレイが開いたドアに当たって，容易に引き抜けないことがあります。
   その場合は，次の手順に従がって外してください。

① トップトレイの固定クリップを外した後，トップトレイ前端を上に持ち上げながら，取付シャフト
   をガイド穴の最上部まで移動し，左右片方ずつガイド穴から抜いて取り外します。

固定ｸﾘｯﾌﾟ

ｶﾞｲﾄﾞ穴

② トップトレイ前端を下に向け，ドアに当たらないようにラックより取り外します。

［！］ この方法でのトップトレイの取り外しは，手前から３列目のコラムから始め，順次奥の列
に移行して取り外してください。
取り付けは，最奥列のコラムから始め，順次手前の列に移行して取り付けてください。

ﾄｯﾌﾟﾄﾚｲ ﾄｯﾌﾟﾄﾚｲ

太側 細側

抜き位置

取付ｼｬﾌﾄ
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４．ラックの取扱い

ラック着脱手順

(４）トップトレイの取り付け

① 取り付けの際には，トップトレイ下面奥のフ ② 可動側板を備えたコラムでは，トップトレイ
   ック部を奥側の取付シャフトに引掛けてから，    左ガイド板の奥側先端部の切り込みに可動側
   手前の取付シャフトに固定クリップを押し込    板が挟まるように組み込んでください。
   みます。    可動側板，左ガイド板とも，一旦左端に移動

   してから組み込むと容易です。

ﾄｯﾌﾟﾄﾚｲ
ﾌｯｸ

 

奥側取付ｼｬﾌﾄ

(５）ラック本体の取り外し

① ラック下部の固定ネジを外し，固定金具を取り ② ラック上部の固定ネジを外します。
   外します。

ﾈｼﾞ
ﾈｼﾞ

下部固定金具

③ ラックを少し上に持ち上げて，手前に引き出し
   ます。

④ 続いて奥側のラックを外す場合は，奥側ベンド
   メックの配線カバーを外して配線カプラーを抜
   き，ラック上部固定ビスを外してから，同様に
   引き出します。

⑤ メインドア開放角度の制約などにより，左端列
   のラックが引き出し難い場合は，右隣の手前側 ﾗｯｸ
   ラックを一旦先に外すことで容易となります。

⑥ 取り付けは，逆の手順で行ないます。

左ｶﾞｲﾄﾞ板 可動側板
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５．冷却・加温の変更

冷却(コールド)／加温(ホット)の変更

庫内を冷却あるいは加温にする場合は，次の操作をしてください。

(1) 冷却・加温切替操作 (2) 冷温切替スイッチの操作 (3) 冷温表示板の変更

(１) 冷却・加温切替操作

形名：F7CRU3537NBSC3/F7CRU42W7PBSC3/F7CRU49F7NBSC3

① 冷却・加温の組合せの種類

右図の４種類の組合せができます。

[注] 右図の組合せ以外はできません。

② 左庫内は冷却専用です。

③ 切替方法

中庫内，右庫内は冷却と加温が出来ます。
冷温切替スイッチはメインコントロールボックスに内蔵されています。

形名：F7CRU4237NBS(T)C4

① 冷却・加温の組合せの種類

右図の６種類の組合せができます。

[注] 右図の組合せ以外はできません。

② 左庫内は冷却専用です。

③ 切替方法

中左庫内，中右庫内，右庫内は冷却
と加温が出来ます。
冷温切替スイッチはメインコントロ
ールボックスに内蔵されています。

冷温切替ｽｲｯﾁ

※本図は F7CRU3537NBSC3 を示します。

１ 冷  却 冷  却 冷  却

２ 冷  却 冷  却 加  温

３ 冷  却 冷  却

４ 冷  却 加  温加  温

加  温

左庫内 中庫内

加  温

右庫内

加  温

加  温

加  温

冷  却冷  却

冷  却

１ 冷  却冷  却冷  却

２ 冷  却

３ 冷  却

４ 加  温 加  温

加  温

左庫内 中左庫内 中右庫内

冷  却

冷  却

右庫内

５ 冷  却冷  却 冷  却加  温

６ 冷  却冷  却 冷  却加  温
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５．冷却・加温の変更

冷却(コールド)／加温(ホット)の変更

形名：F7CRU3537NBSC3/F7CRU42W7PBSC3/F7CRU49F7NBSC3

(２) 冷温切替スイッチの操作

中庫内用，右庫内用のそれぞれのスイッチを加
温にするときはＨＯＴ側（ランプ点灯）に，庫
内を冷却にするときはスイッチをＣＯＬＤ側
（ランプ点灯）にしてください。

お 願 い

加温から冷却に切替えるときには，電源を切
って扉を開放し，庫内を周温になじませてか
ら切替操作をしていただくと，早く適温にな 冷温切替ｽｲｯﾁ
ります。

① 加温にするとき

スイッチを押して「ＨＯＴ」側にしてください。
ランプが点灯します。

ﾗﾝﾌﾟ点灯

〔！〕 左庫内は冷却専用です。
スイッチを操作しても，加温運転しま 冷温切替ｽｲｯﾁ

せん。ランプは点灯のままです。

スイッチを押して「ＨＯＴ」側にしてください。

② 冷却にするとき

スイッチを押して「ＣＯＬＤ」側にしてください。
ランプが点灯します。

ﾗﾝﾌﾟ点灯

スイッチを押して「ＣＯＬＤ」側にしてください。

(３) 冷温表示板の変更

冷却・加温の切替えが終わりましたら，冷温表 ■ 手動くるっとチェンジャー
示ベルトを回して変更してください。

① ディスプレイドアを開けて，冷温表示ベル
   トを庫内の冷却・加温設定に合わせ，手動
   で廻して変更します。

② 冷温表示ベルトの設定が終わりましたら，
   メインドアを確実に閉めてください。

冷温表示ﾍﾞﾙﾄ 価格表示板

加温にするとき

冷却にするとき冷却にするとき

５－０２

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



５．冷却・加温の変更

冷却(コールド)／加温(ホット)の変更

形名：F7CRU4237NBS(T)C4

(２) 冷温切替スイッチの操作

中左庫内用，中右庫内用，右庫内用のそれぞれの
スイッチを加温にするときはＨＯＴ側（ランプ点
灯）に，庫内を冷却にするときはスイッチを
ＣＯＬＤ側（ランプ点灯）にしてください。

お 願 い

加温から冷却に切替えるときには，電源を切
って扉を開放し，庫内を周温になじませてか
ら切替操作をしていただくと，早く適温にな 冷温切替ｽｲｯﾁ
ります。

① 加温にするとき

スイッチを押して「ＨＯＴ」側にしてください。
ランプが点灯します。 ﾗﾝﾌﾟ点灯

冷温切替ｽｲｯﾁ

スイッチを押して「ＨＯＴ」側にしてください。

② 冷却にするとき

スイッチを押して「ＣＯＬＤ」側にしてください。
ランプが点灯します。 ﾗﾝﾌﾟ点灯

スイッチを押して「ＣＯＬＤ」側にしてください。

(３) 冷温表示板の変更

冷却・加温の切替えが終わりましたら，冷温表 ■ 手動くるっとチェンジャー
示ベルトを回して変更してください。

① ディスプレイドアを開けて，冷温表示ベル
   トを庫内の冷却・加温設定に合わせ，手動
   で廻して変更します。

② 冷温表示ベルトの設定が終わりましたら，
   メインドアを確実に閉めてください。

冷温表示ﾍﾞﾙﾄ 価格表示板

加温にするとき

冷却にするとき
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６．主要機構

メインコントロールボックスの機能

(１) メインコントロールボックスの外観と各機能概要

● ３室および２室機

● ４室機（左Ｃ専機） ● ４室機（右Ｃ専機）

機 能 項 目 機     能     概     要 参照ページ

サービスナビ ● ナンセンスコールを減らし，簡単な故障はその場で対応してもらえる ６－０２

   ような，簡易ガイダンスを用意，そのため販売チャンスを逃しません｡

● 表示画面の番号を早見表で調べれば故障の対応のしかたがすぐわかり

   ます。

メモリーカード用 ● カードから自販機（メインコントロールボックス）へデータを書き込 ６－０２

スイッチ    むまたは書き換える場合に使用します。

   逆に自販機からカードへの書き込みも可能です。

冷温切替スイッチ ● 各庫内を冷却および加温にする場合, 各庫内のスイッチを押して切り ６－０３

　 替えます。

蛍光灯スイッチ ● 蛍光灯の点灯条件を切り替えます。 ６－０３

調光スイッチ ● 蛍光灯の調光を「する」「しない」を切り替えます。 ６－０３

冷温フルパワー ● 商品入替時，商品補充時の品温確保のため，フルパワー制御モードに ６－０４

スイッチ  　てフルパワー冷却・フルパワー加熱します。

サービスナビ メモリカード用スイッチ

冷温切替スイッチ

メモリーカード
挿入方向

蛍光灯スイッチ 調光スイッチ

冷温フルパワースイッチ
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６．主要機構

メインコントロールボックスの機能

(２) 各機能の操作方法

● サービスナビ

● メモリカードの挿入操作

① 電源をＯＦＦにしてから，カードを挿入して
　 ください。
　 カードは正しい方向で挿入してください。

② プログラムを書き換える場合は，カードを完

　 全に奥まで挿入後　　　　を押してください。

　 モニタが点滅します。

③ モニタが点灯し、ブザーが鳴ったら書き込み
　 終了です。 カードから自販機へ 自販機からカードへ

データを書き込みす データを書き込みす
④ 電源をＯＦＦして，カードを引き抜いてくだ る場合に使用します。 る場合に使用します。
   さい。

メモリーカード

カード

自販機 補給

通信端末異常自販機

オンライン通信

センター交信中

モニター

強制発呼

動作中

カード 自販機

カード

回収
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６．主要機構

メインコントロールボックスの機能

● 冷温切替スイッチの操作

冷却・加温切り替え方法については本文の「冷却（コールド）／加温（ホット）」の変更の項目を
参照ください。

● 蛍光灯・調光スイッチの操作

蛍光灯スイッチと調光スイッチを押して，蛍光灯の点灯・消灯および調光状態を切り替えます。

蛍光灯スイッチ

ｽｲｯﾁ種類

ＬＥＤ

｢点灯｣点灯 常時点灯 自動ﾗﾝﾌﾟ

蛍光灯自動点滅器と

タイマーに連動します 点灯ﾗﾝﾌﾟ 調光ﾗﾝﾌﾟ

｢点灯｣｢自動｣消灯 常時消灯

調光スイッチ 蛍光灯ｽｲｯﾁ 調光ｽｲｯﾁ

ｽｲｯﾁ種類

ＬＥＤ

｢調光｣点灯 調光する

｢調光｣消灯 調光しない

｢自動｣点灯

蛍光灯

蛍光灯

自動

点灯

蛍光灯 調光
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６．主要機構

冷温フルパワー制御

商品入替時・商品補充時には，品温をいち早く確保するために冷温フルパワー運転をお奨め
します。

(１) 冷温フルパワー運転の概要

冷温フルパワー開始 ５時間 通常運転（省エネ運転）

・省エネ運転を解除し，適正品温に達するまでの時間を短縮することができます。

・フルパワー運転は５時間継続し，その後は自動的に通常運転（省エネ運転）に戻ります。

(２) 冷温フルパワー運転の方法

① メインコントロールボックスの冷温フルパワースイッチを押してください。
   表示ランプが点滅します。

冷温ﾌﾙﾊﾟﾜｰｽｲｯﾁ

表示ﾗﾝﾌﾟ
※ 本図は３室および２室の場合を示します。

ＷＡ／ＷＢ制御

設置時(電源ＯＮ時)，品温をいち早く確保するため，次の制御運転を行います。

電源ＯＮ
２４時間 ２４時間

ＷＡ制御（パワー運転）急速冷却／急速加温

ＷＡ１制御 ＷＡ２制御

（パワー１運転） （パワー２運転）

・急速冷却／急速加温   ・品温維持運転 ・省エネ動作 ・学習省エネ 

・パワー1用ON/OFF設定温度動作 ・パワー2用ON/OFF設定温度動作

① ＷＡ１制御（パワー１運転）で冷却・加温 ＷＡ２制御（パワー２運転）で保温します。

② 省エネ制御を行います。

  （パワー運転で蓄熱した状態で大幅省エネを可能にします。）

③ 学習省エネで省エネを行います。

  （販売状況などの条件に応じて省エネ度合いを切替えます。）

ＷＢ制御
（省エネ運転）

学習省エネ
（通常省エネ運転）
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６．主要機構

学習省エネ制御

学習機能

販売状態や自販機の状態を検出し品温維持しながら自動的に効果的な
省エネを行う。

①販売数が増える前に最適本数を冷温する。
②庫内温度状態を確認しながら行う。

２本ゾーン学習省エネ 学習省エネ 通  常

設定値 省エネ設定内容

２  学習省エネ設定無時 × × ○

０  学習省エネ設定時 × ○ ○

１  ２本ゾーン学習省エネ設定時 ○ × ○

※注）学習機能により自動的に『○』印で切り替ります。
     （販売が増えそうな場合や増えた場合は通常運転になります。）

販売数などで切替え

販売数などで切替え

３ゾーン化の実現により
学習する機能は，そのままで更に省エネ効果の大きな
超学習省エネを実現しました。

リモコン操作でロケに合せた設定が可能です。
選択 １４０
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６．主要機構

学習省エネ制御

学習省エネ制御の設定・確認

操作 キーの押し方 表  　示　  内  　容 説　　　　  　明

手順

● ○
１ ｸﾞ ﾙ ｰ ﾌﾟ ｼ ｭ ｳ ｹ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ

選 択 選 択 キーを押すと，モニターランプが
ｺ ｳ ﾓ ｸ ｸ ﾙ゙ ｰ ﾌﾟ ｺ ﾗ ﾑ

モニターラン 1 1 1 1 点灯します。
プ点灯 表示部にグループ集計設定を表示します。

２ １ ４ ｶﾞ ｸ ｼ ｭ ｳ ｼ ｮ ｴ ﾈ １ ４ ０  の数字キーを押し，項目を
ｾ ｲ ｷﾞ ｮ ﾉ ｾ ｯ ﾃ ｲ

０ ｺ ｳ ﾓ ｸ ﾃﾞ ｰ ﾀ １４０にします。
1 4 0  0

学習省エネ時の省エネ制御の設定・確認項目に
なります。
前回設定したデータを表示します。

３ ｶﾞ ｸ ｼ ｭ ｳ ｼ ｮ ｴ ﾈ キーを押し，点滅表示をモード部
ｾ ｲ ｷﾞ ｮ ﾉ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ｺ ｳ ﾓ ｸ ﾃﾞ ｰ ﾀ に移動します。
1 4 0 0

４ ７ ｶﾞ ｸ ｼ ｭ ｳ ｼ ｮ ｴ ﾈ ７  の数字キーを押してください。
ｾ ｲ ｷﾞ ｮ ﾉ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ｺ ｳ ﾓ ｸ ﾃﾞ ｰ ﾀ ここで設定キーを押すと，設定範囲外のため，
1 4 0 7 アラーム音「ピピピッ」が鳴り受付されませ

ん。

５ １ ｶﾞ ｸ ｼ ｭ ｳ ｼ ｮ ｴ ﾈ １  の数字キーを押してください。
ｾ ｲ ｷﾞ ｮ ﾉ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ｺ ｳ ﾓ ｸ ﾃﾞ ｰ ﾀ
1 4 0 1

６ キーを押してください。

学習省エネ時の省エネ制御が設定されます。
（ここでは学習省エネ時は超学習省エネを行う
に設定されます）

７ 終 了 終 了 キーを押すことにより，待機状態

ｺ ｳ ﾓ ｸ ｺ ﾗ ﾑ ﾃﾞ ｰ ﾀ に戻ります。
この時モニターランプは消灯します。

(注) 設定範囲 ０：学習省エネ時は通常の学習省エネを行う
１：学習省エネ時は２本ゾーン学習省エネを行う
２：学習省エネを行わない

・設定データ”０”または“１”の場合でも，学習省エネ設定が「しない」の場合は，
  実行しない動作となります。

設　定

順送り

設　定

順送り
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６．主要機構

自己診断機能

自己診断機能とは，自動的に通信確認・内部動作チェックを行い，故障内容をサービスナビに
表示します。

（但し，制御的にフィードバックがある範囲の診断を行います。）

● 診断中の大項目を十の位に表示
● 診断中の小項目を一の位に表示
  （診断中は，２桁とも点滅）

診断結果＝ＯＫ】大項目点灯 スイッチを長押２回（３秒ＯＮ）すること
                小項目ｏ(小さい丸) により，自己診断モードを開始します。
診断結果＝ＮＧ】大項目点灯   ピッピーーーーッピッ！
                小項目はＮＧ項目点灯   再度ピッピーーーーッピッ！
（複数個の場合はオルタネート表示）

※ 本図は３室および２室の場合を示します。

(１) 診断開始操作

自己診断モードに入った後は， スイッチを１回押すごとに大項目(１０桁目の数字)を進めることが
できます。

診断大項目に数字を合わせて， スイッチを長押１回（３秒ＯＮ）することで診断開始になります。

メインコントローラ診断 チェックスタート 長押１回(３秒ＯＮ)

(ピッピ－－－－－ッピッ！)

● メイン内部部品機能確認：通信Ｉ／Ｆ，メモリ，ＲＴＣ等

ﾁｮﾝ押で 接続ボックス診断 チェックスタート 長押１回(３秒ＯＮ)

項目切替 (ピッピ－－－－－ッピッ！)

● 通信スレーブ確認：接続されているスレーブ番号を表示します。

商品選択ボタン診断 チェックスタート 長押１回(３秒ＯＮ)

(ピッピ－－－－－ッピッ！)

● 選択ボタン動作確認：６－０９ページの動作を行います。

  （リモコン，金額表示器が動かない場合でも確認可能）

※ 診断項目については６－０８ページを参照願います。

診断中は小項目の数字を１桁目に表示し，点滅させます。

小項目を１つ診断完了後，自動的に次の小項目のチェックを行います。

大項目の中に含まれる小項目を全て完了すると大項目診断完了となります。

自己診断モード操作

完了
次

完了
次

完了
次
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６．主要機構

自己診断機能

● 診断項目一覧

点灯 点灯 点滅 

小   項   目 小   項   目 小   項   目

大項目(10桁目

小項目 の表示)

(１桁目の表示)

０ ＳＲＡＭ 金額表示器 自己診断中

１ ＤＲＡＭ リモコン 未定義

２ Ｆｌａｓｈ 選択ボタン 未定義

３ ＲＣＴ(時計) 本体スレーブ(搬出) 未定義

４ 通信Ｉ／Ｆ 本体スレーブ(冷熱) 未定義

５ 未定義 ＬＥＤ表示器 未定義

６ 未定義 コインメカニズム 未定義

７ 未定義 ビルバリデータ 未定義

８ 未定義 プリンタ 未定義

９ 未定義 カードスレーブ 未定義

Ａ 未定義 ポイントカードスレーブ 未定義

ｂ 未定義 音声スレーブ 未定義

Ｃ 未定義 ＪＲＢ 未定義

ｄ 未定義 扉(左)スレーブ 未定義

Ｅ 未定義 扉(右)スレーブ 未定義

Ｆ 未定義 ルーレットスレーブ 未定義

Ｇ 未定義 搬出Ｃ 未定義

Ｈ 未定義 冷熱スレーブ 未定義

Ｊ 未定義 ＡＣＳスレーブ 未定義

Ｌ 未定義 Ｃ用ＬＥＤ表示器 未定義

ｎ 未定義 ＥＡ 未定義

Ｐ 未定義 第２本体 未定義

(２) 診断結果表示と処置

診  断  項  目 判  定 ｻｰﾋﾞｽﾅﾋﾞ表示 表    示    説    明

大項目点灯

小項目は小さい丸が点灯します。

大項目点灯，小項目はＮＧ項目数字を表示します。

複数個ある場合はオルタネート表示します。

ＯＫ 通信ＯＫのスレーブ項目数字を表示します。

ＮＧ 通信ＮＧのスレーブは表示されません。

販売可能ランプ，売切／準備中ランプ共

全て点灯します。

点滅 問題のある選択ボタンのランプは点灯しません。

※ サービスナビ表示は一例を示します。

● 診断結果でＮＧとなった場合は，下記処置をしてください。

① メインコントローラ「ＮＧ」時はメインコントロールボックス交換

② 接続ボックス「ＮＧ」時は接続ボックスの配線確認およびボックス交換

③ 商品選択ボタン「ＮＧ」時は商品選択ボタンの配線確認および商品選択ボタン交換

サービスナビ表示

接続ボックス
（通信チェック）

メインコントローラ

ＯＫ

ＮＧ

商品選択ボタン

点滅

メインコントローラ 商品選択ボタン

ＯＫ

ＮＧ

接続ボックス

６－０８

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



６．主要機構

自己診断機能

(３) 商品選択ボタンの動作確認(リモコン操作無しで確認可能)

デジタル
（外部）

１ ･･･

３秒間長押しを２回 （消灯）

２ ･･･

チョン押しで十の位を４ （点滅）
に設定後，３秒間長押し
で商品選択ボタン診断確
認開始

３ コラム１より順に１ボタ ･･･
ンづつランプ点灯させる

・販売可能ランプ （点滅） ･･･
・売切／準備中ランプ

・
・
・

４ ３秒間全販売可能ランプ ･･･
点灯

（点滅）

５ ３秒間全売切／準備中 ･･･
ランプ点灯

（点滅）

６ 金額表示器に８８８８８ ･･･
表示を行い全ランプ点灯

（点滅）
手動で任意のボタンＯＮ

７ にて押されたボタンのラ ･･･
ンプ点灯とコラム№表示
・販売可能ランプ
・売切／準備中ランプ （点滅）

８ ３０秒経過後 終了 ･･･

（消灯）

手順

：販売可

：売切／準備中

説     明 ｻｰﾋﾞｽﾅﾋﾞ表示 選択ボタン

完了
次

完了
次
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６．主要機構

自己診断機能

(４) デジタル表示器

治具挿入穴

・単独で動作確認ができます。

電源ＯＮ状態でデジタル表示器裏面の右上穴に治具を挿入し，短絡します。
 短絡回数によって下記動作を行います。
 短絡したら「ピッ！」と鳴ります。

回数 内容

１ 表示確認

① ② ③

７セグ「1.2.3.4.5.」点灯 ７セグ「8.8.8.8.8.」点灯 釣り切れ 10円 点灯

④ ⑤ ⑥

 釣り切れ 100円 点灯 お札中止 1000円 点灯 予備

⑦ ⑧ ⑨

円 点灯 販売中 点灯 予備

⑩ ブザー 小 で鳴る ⑪ ブザー 大 で鳴り
   続ける

※ ①～⑪を繰り返します。 全点灯（もう１回短絡）

２ フォトセンサ感度確認

フォトセンサ入力
アナログデータ表示

フォトセンサ感度部

フォトセンサ感度部を手などで覆い，徐々に
遠ざけるとデジタル表示の数字が増加します。
逆に近づけると数字が減少します。

３ 通信確認

デジタル表示器からメインコントロールボックスとの通信確認

※ 通信確認で「        」が表示されない場合は，配線確認およびデジタル表示器の交換を行って

   ください。

⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒

⇒

⇒ ⇒

メインコントロール
ボックス

通信確認

起動条件
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６．主要機構

自己診断機能

(５) リモコン

単独で動作確認ができます。

起動条件

キーを５秒長押ししてください。

●液晶表示確認

手順 キー入力 表　  示  　内　  容 説　　　　　   明

テストパッド ＯＮ

１ ｏｒ テストモードに入ります。
全ＬＥＤ点灯

ﾁ ｪ ｯ ｸ ﾓ ｰ ﾄﾞ ｽ ﾀ ｰ ﾄ ３行目に１秒間表示
バックライト点灯

５秒長押し

２ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ １秒間表示
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ バックライト消灯

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

３ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ １秒間表示
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ バックライト点灯

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

４ １秒間表示
バックライト消灯

５ ｷ ｰ ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ キー入力チェックになります。
ﾁ ｪ ｯ ｸ 全ＬＥＤ点灯

バックライト点灯

■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■
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６．主要機構

自己診断機能

●液晶表示確認(つづき)

手順 キー入力 表　  示  　内　  容 説　　　　　   明

６ 交互販売１ ＯＮ ｷ ｰ ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ 対応するＬＥＤがあれば点灯。
ﾁ ｪ ｯ ｸ それ以外のＬＥＤは消灯。

ｺ ｳ ｺﾞ 1 ４行目に表示

売上額 ＯＮ ｷ ｰ ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ
ﾁ ｪ ｯ ｸ

売上額
ｳ ﾘ ｱ ｹﾞ ｶﾞ ｸ ４行目に表示

テストパッド ＯＮ
７ ｏｒ テストモード終了。

ＬＣＤブランク
終了 ＯＮ後， 全ＬＥＤ消灯

待機状態に戻る。
 １０秒放置

ｏｒ
扉スイッチ(ｶﾊﾞｰ)

 ＯＮ後，１０秒放置
ｏｒ

３０秒放置

●スイッチ操作確認

ｽｲｯﾁ№ ボタン 表示 LED点灯 ｽｲｯﾁ№ ボタン 表示 LED点灯

SW4 売上額 ｳﾘｱｹﾞｶﾞｸ LED1 SW24 終了 ｼｭｳﾘｮｳ －

SW5 売上数 ｳﾘｱｹﾞｽｳ LED2 SW27 ←→ －

SW6 補給数 ﾎｷｭｳｽｳ LED3 SW28 扉ｽｲｯﾁ(ｶﾊﾞｰ) ｶﾊﾞｰ －

SW7 故 障 ｺｼｮｳ LED4 SW29 テストパッド ﾃｽﾄﾊﾟｯﾄﾞ －

SW8 テスト ﾃｽﾄ LED5 SW30 交互販売 １ ｺｳｺﾞ1 LED18

SW9 クリア ｸﾘｱ － SW31 交互販売 ２ ｺｳｺﾞ2 LED19

SW10 価 格 ｶｶｸ LED6 SW32 交互販売 ３ ｺｳｺﾞ3 LED20

SW11 選 択 ｾﾝﾀｸ LED7 SW33 交互販売 ４ ｺｳｺﾞ4 LED21

SW12 タイマー ﾀｲﾏｰ LED8 SW34 交互販売 ５ ｺｳｺﾞ5 LED22

SW13～22 ０ ～ ９ 0～9 － SW35 一括解除 ｲｯｶﾂ LED23

SW23 ｾｯﾃｲ/ｼﾞｭﾝｵｸﾘ －

１

設　定
順送り
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６．主要機構

大量販売の機能と設定

(１) 大量販売機能

ダクト内のフラッパを切替え庫内循環風の範囲を変化させ適温ゾーンを切り替えます。

適温ゾーンを約１.８倍に切り替えが可能ですが，消費電力量も約１０％アップすることになります。

循環風

ﾌﾗｯﾊﾟ
ﾌﾗｯﾊﾟ

(２) 切替え方法

大量販売（全体冷却・加温）と通常販売（ゾーン冷却・加温）を切り替える場合は各庫内に
ある切替部（商品シュータ左上箇所）を操作し，フラッパを切り替えます。

① 内扉（下）を開けて，切替穴に
   ドライバを差し込み，切り替え
   ます。 ﾀﾞｸﾄ

目印穴

標準設定 大量販売設定

切替

標準設定 大量販売設定

切替穴

ﾌﾗｯﾊﾟ

商品ｼｭｰﾀ
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６．主要機構

大量販売の機能と設定

(２) 切替え方法(つづき)

ドライバにて切替穴を下図位置に移動させ，切り替えてください。

● 切替穴が標準設定位置の時はフラッパが閉じ ● 切替穴斜め右上に移動させるとフラッパが開
   て空気の循環範囲が狭くなり，ゾーン冷却・    き，空気が全体を循環して大量販売モードに
   加温になります。    なります。

＜ダクト上部からは空気を吸わない＞ ＜ダクト上部からは空気を吸い込む＞

標準設定 大量販売設定

ﾌﾗｯﾊﾟ「開」

目印穴は隠れて
見えません

ﾀﾞｸﾄ

ﾌﾗｯﾊﾟ「閉」

ﾀﾞｸﾄ

目印穴が見える

切替穴
(ﾄﾞﾗｲﾊﾞ差込穴)

商品ｼｭｰﾀ
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６. 主要機構

リモコンによる構造モードの設定方法

(１) 構造モードについて

構造モードとは，自販機本体の部屋割り，セレクション数等を制御部に認識させる設定です。

［！］ 構造モード番号が正しく設定されていないと正常に動作しない可能性がありますので，
ボックスを交換するときは必ず構造モードを設定してください。
構造モード番号は，自動販売機内部に貼付表示してあります。

(２) 構造モード番号の見方

１）構造モード番号の意味

構造モードは７桁で構成されます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

ﾃﾞｰﾀ番号 項    目 桁数と設定値 説       明

① 仕向け １桁：０～９ 機種毎に仕向けを連番で決めています。

構造モード未設定時は仕向け「０」とみなします。

② 選択ボタン段数 １桁：１～９ 選択ボタン段数を示します。

③ 選択ボタンの種類 １桁：０～３ 表１による。

④ 庫内数 １桁：１～４,９ 庫内数を示します。

⑤⑥ セレクション数 ２桁：１～６４ セレクション数を示します。

⑦ 連番 １桁：１～９ （＊印）④庫内数，⑤⑥セレクション数の組み合わ

せ毎に構成が異なるものを連番で示します。

表１  選択ボタンの種類

設定値 赤青ランプ 準備中ランプ 選択ボタン種類

０ 無し 無し ノーマルボタン

１ 有り 無し 赤青ランプ付きボタン

２ 無し 有り 準備中ランプ付きボタン

３ 有り 有り 赤青準備中ランプ付きボタン

２）注意事項

① 構造モードが未設定の場合は，エラー(構造モード異常，故障コード２３６２)を表示します。
   動作上，搬出メカ未設定とし，部屋割りは１室として動作します。

② 登録されていない構造モードは，受付けしません。

③ 本体スレーブの部屋数と，リモコン設定による部屋数が不一致の場合，エラー(構造モード異常，
   故障コード２３６２)を表示します。

④ 構造モードが異常時の場合，

・冷熱出力は，全てＯＦＦになります。
・全売り切れとなります。

⑤ 構造モード変更によりコラム数が変更されても，コラム数に関連する設定，売上データは
   そのままとします。

＊
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６. 主要機構

リモコンによる構造モードの設定方法

(３) 構造モードの設定手順

● 構造モード番号「０３０３２５０」に設定する場合を示します。

操作

手順

● ○
１ ｸﾞ ﾙ ｰ ﾌﾟ ｼ ｭ ｳ ｹ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ

選 択 選 択 キーを押すと，モニターランプが
ｺ ｳ ﾓ ｸ ｸﾞ ﾙ ｰ ﾌﾟ ｺ ﾗ ﾑ

モニターラン 1 1 1 1 点灯します。
プ点灯 表示部にグループ集計設定を表示します。

２ １ １ ｺ ｳ ｿ ｳ゙ ﾓ - ﾄ ﾞ １ １ ３  の数字キーを押し，項目を
ﾉ ｾ ｯ ﾃ ｲ

３ ｺ ｳ ﾓ ｸ ﾃ ｰ゙ ﾀ １１３にします。
1 1 3 0 0 0 0 0 0 0

３ ｺ ｳ ｿ ｳ゙ ﾓ - ﾄ ﾞ キーを押し，点滅表示をデータ部
ﾉ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ｺ ｳ ﾓ ｸ ﾃ ｰ゙ ﾀ に移動します。
1 1 3 0 0 0 0 0 0 0

４ ０ ３ ｺ ｳ ｿ ｳ゙ ﾓ - ﾄ ﾞ ０ ３ ０ ３ ２ ５ ０  の順
ﾉ ｾ ｯ ﾃ ｲ

０ ３ ｺ ｳ ﾓ ｸ ﾃ ｰ゙ ﾀ
1 1 3 0 3 0 3 2 5 0 に数字キーを押してください。

２ ５

０

５ ｺ ｳ ｿ ｳ゙ ﾓ - ﾄ ﾞ キーを押してください。
ﾉ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ｺ ｳ ﾓ ｸ ﾃ ｰ゙ ﾀ 構造モードが「０３０３２５０」に設定され，
1 1 3 0 3 0 3 2 5 0 システムリセットがかかります。

･全桁設定後，データが不適当な場合は設定を変更しません。(システムリセットもかかりません)

キーの押し方 表  　示　  内  　容 説　　　　  　明

設　定

順送り

設　定

順送り
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７．制御関連

制御部構成図

各制御部概要

№ 制  御  部  名  称 内   容   概   要

1 メインコントロール ・各種の売上データ，自動販売機の設定データを記憶します。

            ボックス ・自動販売機全体をコントロールします。

2 リモコン ・各種の設定を行います。

3 本体スレーブ ・販売系，冷却系の制御を行います。

・ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽからの指示により，本体部位を動作させます。

4 電源ボックス ・ＤＣ電源（８Ｖ，２４Ｖ）を供給します。

5 コインメカニズム ・各種コインを識別します。

・ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽからの指示により，受付不可にすることもできます。

6 ビルバリデータ ・紙幣を識別します。

・ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽからの指示により，受付不可にすることもできます。
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７．制御関連

互換性一覧表

(１) メインコントロールボックス

項目 年度  '０６年機  '０７年機

ボックス銘板 マスタＨＧ７ マスタＨＧ７

版数管理捺印

3室機 ＢＡ４２１４ 同  左

4室機 ＢＡ４２１８ 同  左

図 面 番 号 ３室

3室機 ＹＤＡ５１Ｘ４５２２７  Ｃ０１ ＹＤＡ５１Ｘ４５７０７  Ｃ０１

（部品№　　　　) （部品№　　　　)

または または

ＹＤＡ５１Ｘ４５２２７  Ｃ０２ ＹＤＡ５１Ｘ４５７０７  Ｃ０２

（部品№4505259) （部品№4511027)

4室機 ＹＤＡ５１Ｘ４５２２７  Ｃ１４ ＹＤＡ５１Ｘ４５７０７  Ｃ１１

（部品№　　　　) （部品№　　　　)

または または

ＹＤＡ５１Ｘ４５２２７  Ｃ１５ ＹＤＡ５１Ｘ４５７０７  Ｃ１２

（部品№4506126) （部品№4511669)

P-ROM 図 番 プログラム仕様図番 プログラム仕様図番

(ﾌｧｲﾙ 名 称) ＹＤＡ５１Ｚ４５２２６  Ｃ０１（06CMS） ＹＤＡ５１Ｚ４５７０６  Ｃ０１（07CMS）

または または

ＹＤＡ５１Ｚ４５２２６  Ｃ０２（06CMD） ＹＤＡ５１Ｚ４５７０６  Ｃ０２（07CMD）

主な変更内容  冷却／加温制御の追加

互  換  性 無し

(２) リモコン

項目 年度  '０６年機  '０７年機

図 面 番 号 ＹＤＡ５１Ｘ３４６５４  Ｃ０１ 同  左

（部品№4839451)

主な変更内容  無し

互  換  性 有り

(３) 電源ボックス

項目 年度  '０６年機  '０７年機

形       名 ＳＰ－２９１ 同  左

版数管理捺印 下  記 同  左

図 面 番 号

下記以外の機種 ①電源：インバータボックス 同  左

YDA51X24802  C02（版数：BK4369）

②インバータ

YDA51X34831  C01

F7CRU49F7NBSC3 ①電源：インバータボックス 同  左

YDA51X24802  C06（版数：BK4371）

②インバータ

YDA51X32452  C01

主な変更内容  無し

互  換  性 有り
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７．制御関連

互換性一覧表

(４) 電装ボックス

項目 年度  '０６年機  '０７年機

版数管理捺印

3室35ｾﾚ ＢＡ４２３７ 同  左

3室42ｾﾚ ＢＡ４２３４ 同  左

4室42ｾﾚ ＢＡ４２８０ 同  左

3室49ｾﾚ ＢＡ４２８３ 同  左

図 面 番 号

3室35ｾﾚ ＹＤＡ５１Ｘ３４２３５  Ｃ０５ 同  左

（部品№4800027)

3室42ｾﾚ ＹＤＡ５１Ｘ３４２３５  Ｃ０２ 同  左

（部品№4801142)

4室42ｾﾚ ＹＤＡ５１Ｘ３４３６９  Ｃ０４ 同  左

（部品№4800715)

3室49ｾﾚ ＹＤＡ５１Ｘ３４３６９  Ｃ０７ 同  左

（部品№4506510)

主な変更内容  無し

互  換  性 有り

(５) 三相リレーボックス （三相機のみ）

項目 年度  '０６年機  '０７年機

版数管理捺印 ＢＺ４１５２ ＢＺ４７７３

図 面 番 号 ＹＤＡ５１Ｘ２４０２９  Ｃ０１ ＹＤＡ５１Ｘ２５６９４  Ｃ０１

（部品№4835872) （部品№4512793)

主な変更内容 無し

互  換  性 有り
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８．リモコン

リモコンは中扉裏側のケースに収納されていますので，操作時には引き出して操作してください。
操作方法には簡易操作と標準操作の２つの方法がありますので，項目により使い分けてください。
詳細は別冊の『技術マニュアル リモコン編（ＶＣＣＳリモコン）』をご参照ください。

リモコンの外観

スライドさせる
簡易操作

〔フタを閉じる〕

標準操作
〔フタを開ける〕

簡易操作と標準操作

リモコンの操作を始める前に，次項をご一読ください。

(１) 簡易操作と標準操作
本リモコンでは標準操作の他に，おもに外扉前面の選択ボタンを使用して，簡単に確認・クリア・
設定操作及び，テスト販売の行える簡易操作が出来ます。

(２) 切替方法
簡易操作と標準操作は，リモコンのフタの開閉で行います。

①　簡易操作は，リモコンのフタを閉じた状態で操作します。
②　標準操作は，リモコンのフタを開けた状態で操作します。
③　標準操作で操作が終了したら，フタを閉じて収納ケースに入れてください。
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８．リモコン

簡易操作

● リモコンの操作項目

リモコン部のデータ表示

範　　　囲

売上額 期間売上額の確認 0～999,999円 0～999,999円

コラム別売上額の確認(選択ﾎﾞﾀﾝ） 1～n 0～999,999円 0～999,999円

コラム別売上額の確認(ｱｯﾌﾟ,ﾀﾞｳﾝｷｰ) 1～n 0～999,999円 0～999,999円

売上数 期間売上数の確認 0～999,999本 0～999,999本

コラム別売上数の確認(選択ﾎﾞﾀﾝ） 1～n 0～  9,999本 0～  9,999本

コラム別売上数の確認(ｱｯﾌﾟ,ﾀﾞｳﾝｷｰ) 1～n 0～  9,999本 0～  9,999本

価格別売上数／累計売上数の確認 1～n 0～  9,999本 0～  9,999本

   　　　　　　　　（ｱｯﾌﾟ,ﾀﾞｳﾝｷｰ）

コラム確認 選択ボタンとコラム対応の確認 1～n 1～n（コラム）

   　　　　　　　　（選択ﾎﾞﾀﾝ）

選択ボタンとコラム対応の確認 1～n 1～n（コラム）

   　　　　　　　　（ｱｯﾌﾟ,ﾀﾞｳﾝｷｰ）
コラム設定

選択ボタンとコラム対応の設定 1～n 1～n（コラム）

連続テスト

連続テスト(約１.５秒／１本） (注)※ 1～n 1～n（コラム）

高速連続テスト

高速連続テスト(約０.３秒／１本） (注)※ 1～n 1～n（コラム）

単品テスト

単品テスト

補給数クリア

補給数，残数の一括クリア

　　　　　　　（２秒押しで有効）

0～24(時間)

コラム別設置休止の設定・クリア ｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝ:30分

きざみ

交互販売システム

交互販売グループの設定・クリア 1～30

一括解除

交互販売グループの一括解除 1～30

〔注意事項〕※

簡易操作および標準操作において
同一コラムで連続・高速連続テスト販売を２回以上行なう場合は，必ずテスト販売と
次のテスト販売の間を１５分程度あけてください。

金額表示部の
データ表示ｺﾗﾑ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

キ　　　ー 内　　　　　　　　　　容

コラム別
販売休止

一括解除

１ ５～
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８．リモコン

標準操作

● リモコンの操作項目

リモコン部のデータ表示 クリアキー

項目 データ・本・円・コラム 個別 一括

トータル(期間)売上額の確認 1 0 ～ 999,999円 ○

コラム別売上額の確認 2 1～n 0 ～ 999,999円 ○ ○(99)

グループ別売上額の確認 3 1～n 0 ～ 999,999円 ○ ○(99)

トータル(累計)売上額の確認 4 0 ～ 999,999円

キャッシュバック当たり合計金額の確認 5 0 ～ 999,999円 ○

割引合計金額の確認 6 0 ～ 　9,999円 ○

売 フリーベンド合計金額の確認 7 0 ～ 999,999円 ○

上 予約トータル売上額の確認 8 0 ～ 999,999円 ○

額 予約コラム別売上額の確認 9 1～n 0 ～ 999,999円 ○ ○(99)

現金トータル売上額の確認 11 0 ～ 999,999円

現金以外トータル売上額の確認 12 0 ～ 999,999円

現金グループ別売上額の確認 100 1～n 0 ～ 999,999円 ○ ○(99)

現金以外グループ別売上額の確認 101 1～n 0 ～ 999,999円 ○ ○(99)

現金価格別売上額の確認 102 1～n 0 ～ 999,999円 ○ ○(99)

現金以外価格別売上額の確認 103 1～n 0 ～ 999,999円 ○ ○(99)

トータル(期間)売上数の確認 1 0 ～ 999,999本 ○

コラム別売上数の確認 2 1～n 0 ～   9,999本 ○ ○(99)

グループ別売上数の確認 3 1～n 0 ～ 999,999本 ○ ○(99)

トータル(累計)売上数の確認 4 0 ～ 999,999本

キャッシュバック当たり合計数の確認 5 0 ～ 999,999本 ○

割引合計回数の確認 6 0 ～ 　  999回 ○

フリーベンド合計数の確認 7 0 ～ 999,999本 ○

予約トータル売上数の確認 8 0 ～ 999,999本 ○

予約コラム別売上数の確認 9 1～n 0 ～ 999,999本 ○ ○(99)

現金トータル売上数の確認 11 0 ～ 999,999本

売 現金以外トータル売上数の確認 12 0 ～ 999,999本

上 ポイント期間合計数の確認 13 0 ～ 999,999ﾎﾟｲﾝﾄ ○

数 ポイント累計合計数の確認 14 0 ～ 999,999ﾎﾟｲﾝﾄ

ポイントカード発行枚数の確認 15 0 ～ 999,999枚 ○

減算ポイント期間合計数の確認 16 0 ～ 999,999ﾎﾟｲﾝﾄ ○

減算ポイント累計合計数の確認 17 0 ～ 999,999ﾎﾟｲﾝﾄ

プライスカウンタ種別の設定 50 0 ～ 5

価格固定のプライスカウンタの設定 51 1～5 0 ～ 　9,999円

現金グループ別売上数の確認 100 1～n 0 ～ 999,999本 ○ ○(99)

現金以外グループ別売上数の確認 101 1～n 0 ～ 999,999本 ○ ○(99)

現金価格別売上数の確認 102 1～n 0 ～ 999,999本 ○ ○(99)

現金以外価格別売上数の確認 103 1～n 0 ～ 999,999本 ○ ○(99)

トータルキーカウンタ売上数の確認・クリア 104 0 ～ 999,999本 ○※

コラム別キーカウンタ売上数の確認・クリア 105 1～n 0 ～ 999,999本 ○ ○(99)

コラム別補給数の確認 1 1～n 0 ～     999本 ○ ○(99)

コラム別残数の確認 2 1～n 0 ～     999本 ○ ○(99)

補 コラム別満杯収容数の設定 3 1～n 0 ～     999本

給 4 0：表示なし

数 金額表示器への表示内容の設定 1：残数表示

2：補給数表示

3：販売価格表示

※ トータルのみ

キ
ー 内           容 ｺﾗﾑ･

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
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８．リモコン

標準操作

リモコン部のデータ表示 クリアキー

項目 データ・本・円・コラム 個別 一括

コラム別加温可能日数の設定 5 1～n 0：加温管理しない

全コラム同一加温可能日数の設定 1～99(日)

販売停止モードの設定 6 0：しない  1：する

プリンタ商品名の登録 50 1～n 0～999999

商品未搬出回数表示の設定・確認 54 0：外部表示しない

1：外部表示する

コラム別価格の設定 1 1～n 0 ～   9,999円

全コラム同一価格の設定 99 0 ～   9,999円

カード割引額の設定 3 0 ～     999円

コラム別カード価格の設定 4 1～n 0 ～   9,999円

全コラム同一カード価格の設定 99 0 ～   9,999円

インベントリー禁止時間帯の設定・確認 53 時：00～23

蛍光灯球切れ確認の設定・確認 54 0：しない  1：する

現在時刻の設定 1 時：00～23，分：00～59

現在月日の設定 2 月： 1～12，日：1～31

現在年の設定 3 年：1950～2049

蛍光灯節電時刻の設定 4 時：00～23

冷却機節電時刻の設定 5 時：00～23

加温節電時刻の設定 6 時：00～23

庫内ファンモータ遅延時間の設定 7 0：連続運転，1～30(分)

蛍光灯年間カレンダーの設定 8 0：しない（無効）

1：する　（有効）

販売時間帯の設定 10 1～7 時：00～23，分：00～59

設置時販売休止時間の設定 11 時：00～23，分：00～59

予約集計の開始（年）の設定 1 年：1950～2049

予約集計の開始（月日）の設定 12 2 月： 1～12，日：1～31

予約集計の終了（年）の設定 3 年：1950～2049

予約集計の終了（月日）の設定 4 月： 1～12，日：1～31

コラム別販売休止の設定 13 1～n 時：00～23，分：00～59

蛍光灯消灯条件の確認 14 設定範囲：0,1,2,3

※詳細はﾘﾓｺﾝ編

  (2007年度仕様)注参照

スクールタイマーの設定・確認 15 1～7,9 時：00～23，分：00～59

＋ ※詳細はﾘﾓｺﾝ編

1～7   (2007年度仕様)注参照

プロモーション期間の設定・確認 16 1,2 年月日(000101～991231)

プロモーション時間の設定・確認 17 時：00～23

プロモーション曜日の設定・確認 18 0～7(0～234567)

ポイントアップ期間の設定・確認 25 1,2 年月日(000101～991231)

(000000～000000は無効)

ポイントアップ時間の設定・確認 26 時：00～23

ポイントアップ曜日の設定･確認 27 0～7(0～234567)

選択ボタンイルミネーションパターン表示 28 時：00～23

時刻の設定・確認

蛍光灯設定  屋内・屋外モードの 29 0：蛍光灯屋外ﾓｰﾄﾞ

設定 1：蛍光灯屋内ﾓｰﾄﾞ

販売開始日時の設定・確認 30 1～3 時：00～23,分：00～59

1月1日から12月31日

キ
ー 内           容 ｺﾗﾑ･

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

タ
イ
マ
ー

補
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８．リモコン

標準操作

リモコン部のデータ表示 クリアキー

項目 データ・本・円・コラム 個別 一括

ビルバリデータ停止時刻の設定 52 時：00～23

省エネ(節電)モードの設定 54 00～31

※詳細はﾘﾓｺﾝ編

  (2007年度仕様)注参照

調光時間の設定 103 時：00～23

連続テスト制限 105 0：しない  1：する

選択ボタンイルミネーション表示速度の設定 111 01～99

選択ボタン先選択有効時間の設定・確認 112 0～255(秒)

蛍光灯年間カレンダーの基準月の確認 113 --：基準月なし

1～12(月)

販売期限の設定 114 期限1～3

年月日：(19)500101～

        (20)491231

モバイル再タッチ時間の設定 115 0～255(秒)

冷却停止時間帯の設定・確認 ★116 時：00～23,分：00～59

ﾊﾟﾀｰﾝ：1～3,回数：1～7

冷却停止曜日別パターンの設定・確認 ★117 設定0～3

※詳細はﾘﾓｺﾝ編

  (2007年度仕様)注参照

グループ集計の設定 1 1～10 1～ｎ ○(99)

交互販売の設定 2 1～30 1～ｎ ○(99)

割引販売対象本数の設定 3 0:割引しない,1～ 9(本)

割引販売対象コラムの設定 4 1～n 0:しない  1:する

割引販売割引金額の設定 5 0:割引しない,1～90(円)

まとめ買い本数の設定 6 0:無制限，1～ 9(本)

つり銭自動返却時間の設定 7 0:無制限，1～30(秒)

コラムと選択ボタンの設定 8 1～n

コラムと選択ボタンの設定 99 0：夏ﾓｰﾄﾞ

(一括モードの設定・確認) 1：冬ﾓｰﾄﾞ

2：春秋ﾓｰﾄﾞ

選 3：標準ﾓｰﾄﾞ

冷却温度の設定・確認 9 1～4 6

択 加温温度の設定・確認 10 1～4 52～58

商品温度管理の設定・確認 11 0：管理しない

1：管理する

コラム別ポイント数の設定・確認 12 1～n 0～99ﾎﾟｲﾝﾄ

全コラム同一ポイント数の設定・確認 99

コラム別商品払出しポイント数の設定・確認 13 1～n 0～999ﾎﾟｲﾝﾄ

全コラム同一払出しポイント数の設定・確認 99

加算ポイントアップ数の設定 14 0～99ﾎﾟｲﾝﾄ

ポイントアップ当たり確率の設定 15 0：ﾎﾟｲﾝﾄｱｯﾌﾟなし

1～100：当たり確率

　　　1/1～1/100

選択ボタンイルミネーション表示パターン 16 0,1,2,3

設定・確認

(注) ★印は，２００７年度追加仕様です。

キ
ー 内           容 ｺﾗﾑ･

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

タ
イ
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８．リモコン

標準操作

リモコン部のデータ表示 クリアキー

項目 データ・本・円・コラム 個別 一括

ＩＣボタン初期設定 17 1～n

ＩＣボタン設定確認 18

ＩＣボタン交換設定 19

センサの検出温度の確認 20 1～10 -19℃～79℃/各ｾﾝｻ

キャッシュバックの当たり確率の設定 30 0：ｷｬｯｼｭﾊﾞｯｸ動作なし

1～100：当たり確率

　　　1/1～1/100

キャッシュバックの当たり販売コラムの設定 31 0：当たり販売しない

1：当たり販売する

キャッシュバックの当たり販売コラム一括の 99 0：全ｺﾗﾑ当たり販売対象

設定・確認    外ｺﾗﾑに一括設定する

1：全ｺﾗﾑ当たり販売対象

   ｺﾗﾑに一括設定する

プレミアムプレゼント機能のコラム設定 32 0：景品の提供しない

1～ｎ：ｺﾗﾑ№

プロモーション切り換えの設定・確認 33 0：ｷｬｯｼｭﾊﾞｯｸ動作なし

1：当たり出力

 （当たりﾒﾀﾙ）

キャッシュバック金額の設定 34 0：投入金全額返金

10～990：ｷｬｯｼｭﾊﾞｯｸ金額

つり銭合わせの設定 35 1～4 0～99(枚) ○ ○(99)

選 11～14

つり銭枚数の設定 36 1～4 0～99(枚)

択 11～14 0～9,999(枚)

つり銭モードの設定 37

   せず

デジタルのフォト感度の設定 39 0：遅い     1：標準

2：早い

デジタルのブザー音量の設定 40 0：消す     1：小

2：大

売切１本販売の設定・確認 53 0：売切1本販売しない

1：売切1本販売する

蛍光灯省エネモードの設定 54 0～3

※詳細はﾘﾓｺﾝ編

  (2007年度仕様)注参照

出荷時データセット 108

出荷時データへのプリセット 109

通信速度の設定 110 1～4

偽造コイン対策の設定・確認 112 1～4 0：しない，1～99(枚)

構造モードの設定 113

消音モードの設定・確認 114 0:消音ﾓｰﾄﾞ設定をしない

1:消音ﾓｰﾄﾞ設定をする

逆転ファン制御する／しないの設定 116 0:逆転ﾌｧﾝ制御をしない

1:逆転ﾌｧﾝ制御をする

分割コラム対応の設定 117 0:分割しない

1:分割する

1：自動つり銭合わせﾓｰﾄﾞ

2：自動ﾁｭｰﾌﾞ残量ﾓｰﾄﾞ

キ
ー 内           容 ｺﾗﾑ･

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

0：つり銭合わせ機能使用
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８．リモコン

標準操作

リモコン部のデータ表示 クリアキー

項目 データ・本・円・コラム 個別 一括

選択ボタンイルミネーション番号の設定 118 1～ｎ

選択ボタン連動の設定 120 32ｸﾞﾙｰﾌﾟ

コンプレッサ稼動時間の確認・クリア 121 0～999999時間

庫内ファン稼動時間の確認・クリア 122 0～999999時間

コインメックの投入／排出枚数の確認･クリア 123 0～999,999枚

ビルバリデータの識別回数の確認・クリア 124 0～999,999回

ベンドメカ動作回数の確認・クリア 125 0～999,999回

デジタル表示器のスクリーンセーバの設定・ 128 0：実施しない

確認 1～4：ﾊﾟﾀｰﾝ

寒冷地仕様の設定・確認 129

   い

売切ランプ点灯原因の確認 130 1～n 0～99(原因№表示)

販売可能ランプ消灯原因の確認 131 1～n 0～99(原因№表示)

モバイル決済履歴のプリンタ印字の設定 132

グループ制御実行時間の設定･確認 133 0：ｸﾞﾙｰﾌﾟ制御を実施し

   ない

選 1～30：ｸﾞﾙｰﾌﾟ制御を

       実施する時間

択        (単位：時間)   

扉開時の省エネ解除の設定・確認 134 0：扉開時の省ｴﾈ解除を

   実施しない

1：扉開時の省ｴﾈ解除を

   実施する

ＷＡＷＢ制御時間の設定・確認 135 ＷＡ1：0～24(時間)

ＷＢ ：0～30(時間)

ＷＡＷＢ制御シフト量の設定・確認 136 0～5ﾚﾍﾞﾙｼﾌﾄ／各庫内毎

庫内別ファンコン指定の設定・確認 137 各運転モード毎／庫内別

0：ﾌｧﾝｺﾝﾄﾛｰﾙをしない

1：ﾌｧﾝｺﾝﾄﾛｰﾙをする

学習省エネ制御の設定・確認 140 0：学習省ｴﾈ時は通常の

   学習省ｴﾈを行なう

1：学習省ｴﾈ時は2本ｿﾞｰﾝ

   学習省ｴﾈを行なう

2：学習省ｴﾈを行なわない

累計売上の詳細印字切替の設定・確認 ★143 0：累計の詳細印字しない

1：累計の詳細印字する

ＶＡＣＳ精算連動による自動印字切替の設定 ★144 0：VACS精算に連動して

・確認    自動印字しない

1：VACS精算に連動して

   自動印字する

(注) ★印は，２００７年度追加仕様です。

ｺﾗﾑ･
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

0：寒冷地仕様を実施しな

1：寒冷地仕様を実施する

キ
ー 内           容
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８．リモコン

標準操作

リモコン部のデータ表示 クリアキー

項目 データ・本・円・コラム 個別 一括

シーモ動作切替の設定・確認 ★145 0：通常動作

1：ｼｰﾓ動作

除霜制御の設定・確認 ★146 除霜解除温度(T1～T4):

0～24(℃)

除霜解除時間(dT):

1～99(分)

冷却交互運転の設定・確認 ★147 冷却交互運転の切替間隔

0：冷却交互運転を行なわ

   ない

1～99：設定された時間

(分)毎に冷却する庫内を

切り替える

差温制御の設定・確認 ★148 各運転モード毎

0：差温制御を行なわない

0～10℃

同期制御の設定・確認 ★149 各運転モード毎

0：同期制御を行なわない

0～10℃

同期待ちファン制御の設定・確認 ★150 0：同期待ちﾌｧﾝ制御

   (K制御)しない

選 1：同期待ちﾌｧﾝ制御

   (K制御)する

択 蛍光灯消灯原因確認 ★151 0～99

ＶＡＣＳ精算連動によるモバイル精算切替の ★152 0：VACS精算に連動して

設定・確認    ﾓﾊﾞｲﾙ精算しない

1：VACS精算に連動して

   ﾓﾊﾞｲﾙ精算する

クリア印字起動 ★153

２段分割ラック動作モードの設定・確認 180 0：売上予測しない

1：売上予測する

   (簡易ﾓｰﾄﾞ)で動作

2：売上予測する

   (完全ﾓｰﾄﾞ)で動作

長期加温商品の売切表示の設定・確認 181 0：表示しない

1：表示する

商品補充方法の設定・確認 182 0：1本販売で1本落とす

1：売行きに応じて落とす

長期加温商品払出し機能の設定・確認 183 0：動作しない

1：選択ﾎﾞﾀﾝによる商品

   払出し(長期加温商品

   有りと表示されてい

   るﾎﾞﾀﾝのみ)

(注) ★印は，２００７年度追加仕様です。

ｺﾗﾑ･
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

1：前回ｸﾘｱ時のｸﾘｱ印字 

2：前々回ｸﾘｱ時のｸﾘｱ印字

キ
ー 内           容
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８．リモコン

標準操作

リモコン部のデータ表示 クリアキー

項目 データ・本・円・コラム 個別 一括

売行き状態，加温期間状態表示の設定・確認 184 0：表示しない

1：ﾄﾞｱ開示に選択ﾎﾞﾀﾝに

   加温期間状態表示)

2：ﾘﾓｺﾝ操作で選択ﾎﾞﾀﾝ

3：ﾘﾓｺﾝ操作で選択ﾎﾞﾀﾝ

   に表示する

   (売行き状態のみ)

売行き予測，加温期間状態表示の確認 185 経過日数：0～99(日)

本数：0～99(本)

商品満杯補充起動方法の設定・確認 186

   まで常に補充

選 1：扉開後(3秒間扉開)さ

   れたら一括補充を開始

択    する

2：ﾘﾓｺﾝ操作により貯蔵

   →加温ｿﾞｰﾝに補充を

   開始する

   (ｺﾗﾑ別／99；一括）

3：VACSで収集されたと

   きに自動的に貯蔵→

   加温ｿﾞｰﾝに一括で補

   充を開始する

加温ゾーン満杯本数の設定・確認 187 設定範囲：2～ 9(本)

商品加温期間の設定 188 加温期間：0～99(日)

加温冷却販売休止時間の設定 189 休止ﾊﾟﾀｰﾝ：1～3

休止時間：000～999(分)

商品満杯補充の起動の操作（選択ボタン） 190

商品満杯補充の起動の操作（リモコン）

加温ゾーン残数の確認 191 2～99(本)

単品テストの操作(選択ボタン) 1 99

単品テストの操作(リモコン) 1～n,99

連続テストの操作(選択ボタン) 2 99

連続テストの操作(リモコン) 1～n,99

全列単品順送りテストの操作（選択ボタン） 3

全列単品順送りテストの操作（リモコン）

全列フリーベンドの設定 4 0：しない(解除)

1：する(ﾌﾘｰﾍﾞﾝﾄﾞ)

プリント機械№登録の設定 20 0～999

カード・コイン同時使用切換の設定 21 0：同時使用しない

1：同時使用可能

   表示する(売行き状態,

   態,加温期間状態表示)

   に表示する(売行き状

0：加温ｿﾞｰﾝが満杯になる

キ
ー 内           容 ｺﾗﾑ･

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

テ
ス
ト
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８．リモコン

標準操作

リモコン部のデータ表示 クリアキー

項目 データ・本・円・コラム 個別 一括

０円カード処理の設定 22 0：排出　　1：取込み

部署別ＩＤカード発行年月の設定 23 年：0～99，月：1～12

テストＩＤカード登録の設定 24 1～n 101～110

無効部署別ＩＤカード登録の操作 25 1～n 1～110

コンプレッサ強制運転 26 1～4 0：しない　　1：する

コンデンサファン強制運転 27 0:停止  1:正転  2:逆転

庫内ファン強制運転 28 1～n 0：しない　　1：する

電磁バルブ強制運転 29 0：しない　　1：する

ヒータ強制運転 30 1～n 0：しない　　1：する

２本売り防止スイッチの設定 51 1～n 1～8

取出口の設定 52 1～n 1～6

コラム別フリーベンドの設定 120 1～n 0：ﾌﾘｰﾍﾞﾝﾄﾞしない

1：ﾌﾘｰﾍﾞﾝﾄﾞする

グループ別フリーベンドの設定 121 1～10 0：ﾌﾘｰﾍﾞﾝﾄﾞしない

1：ﾌﾘｰﾍﾞﾝﾄﾞする

取出口自動扉の強制運転 122 0：閉　　1：開

商品補充テスト(コラム別)の操作 150

商品補充テスト(一括)の操作 151

商品払出しテスト(コラム別)の操作 152

現在の故障の確認 1 故障コード表示 ○

過去の故障の確認 2 最大16項目記憶 ○

販売履歴の確認 3 １～10 10件

現在のワーニングの確認 ★ 4

過去のワーニングの確認 ★ 5 16件

オフライン交信履歴の確認 50 ：1950～2049 ○

：0101～1231

：0000～2359

交信ｺﾏﾝﾄﾞ：0000～9999

：0000～9999

：1～10

オフライン収集履歴の確認 51 ：1950～2049

：0101～1231

：0000～2359

：0000～9999

：1～10

取出口自動扉の故障発生日時の確認 52 ※詳細はﾘﾓｺﾝ編

  (2007年度仕様)注参照

ＩＣボタンの初期設定 0　　 選択ﾎﾞﾀﾝを押して設定

ＩＣボタンの設定確認 1　　 選択ﾎﾞﾀﾝを押して確認

ＩＣボタンの交換設定 2　　 選択ﾎﾞﾀﾝを押して設定

(注) ★印は，２００７年度追加仕様です。

キ
ー 内           容 ｺﾗﾑ･

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

交信時分

交信月日

交 信 年

履 歴 №

履 歴 №

ｴﾗ ｰ内容

収 集 年

収集月日

収集時分

収集内容

故
 
障

特
殊
設
定

テ
ス
ト
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８．リモコン

設定項目

メインコントロールボックス交換時は下記データの打ち込みが必要となります。

設定 設  定  項  目 専用キー 項目 故障コード 備       考
手順 (未設定時)

１ ＩＣ選択ボタンの初期設定 設    定 １２５０

順 送 り

２ 構造モード設定 選    択 １１３ ２３６２

３ コラムと選択ボタン設定 選    択   ８     ５４

４ 価  格 価    格   １     ５１

５ 現 在 年 タ イ マ   ３     ５０

６ 現 在 月 日 タ イ マ   ２     ５０

７ 現 在 時 刻 タ イ マ   １     ５０
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９.故障診断

故障コードの表示手順

この自動販売機が故障したときは，リモコン表示部に故障コード№故障内容が表示されます。

(1) 現在の故障の確認方法

◆ 現在故障している箇所が故障コードで表示されます。

操作
手順

１ ｺ ｲ ﾝ ﾒ ｯ ｸ ﾂ ｳ ｼ ﾝ 故障した時，待機状態で　Ｅ　を点滅表示する
ｲ ｼﾞ ｮ ｳ

とともにコード番号を表示します。
E ｺ ｰ ﾄﾞ 1 0

● ○
２

故 障 ｹﾞ ﾝ ｻﾞ ｲ ﾉ ｺ ｼ ｮ ｳ 故 障 キーを押すと，モニターランプが
ｺ ｲ ﾝ ﾒ ｯ ｸ ﾂ ｳ ｼ ﾝ

モニターラン ｲ ｼ ｮ゙ ｳ 点灯します。
プ点灯 ｺ ｳ ﾓ ｸ 1 ｺ ｰ ﾄﾞ 1 0 故障コードが表示されます。

３ ｹﾞ ﾝ ｻﾞ ｲ ﾉ ｺ ｼ ｮ ｳ キーを押すと，２個以上の故障が
ﾄ ｹ ｲ ﾃﾞ ｰ ﾀ ｲ ｼﾞ ｮ ｳ

ある場合，２番目のコードが表示されます。
ｺ ｳ ﾓ ｸ 1 ｺ ｰ ﾄﾞ 5 0

４ ｹﾞ ﾝ ｻﾞ ｲ ﾉ ｺ ｼ ｮ ｳ さらに キーを押すと，他に故障のな

い場合は，「ーー」表示となります。
ｺ ｳ ﾓ ｸ 1 ｺ ｰ ﾄﾞ ｰ ｰ

５ 終 了 ｺ ｲ ﾝ ﾒ ｯ ｸ ﾂ ｳ ｼ ﾝ 終 了 キーを押すことにより，待機状態
ｲ ｼﾞ ｮ ｳ

に戻ります。
E ｺ ｰ ﾄﾞ 1 0 この時モニターランプは消灯します。

キーの押し方 表   示   内   容 説　　　　　明

設　定

順送り

設　定

順送り

設　定

順送り

設　定

順送り
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 ９．故障診断

故障コードの表示手順

(2) 現在のワーニングの確認方法

◆ 現在発生しているワーニングを確認します。

操作
手順

１ ｶ ｶ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ 0 ｴ ﾝ 故障した時，待機状態で Ｗ を点滅表示すると
ともにコード番号を表示します。
※エラー故障がない場合のみ。

W ｺ ｰ ﾄﾞ 5 5

● ○
２ ｹﾞ ﾝ ｻﾞ ｲ ﾉ ｺ ｼ ｮ ｳ

故 障 故 障 キーを押すと，モニターランプが

モニターラン ｺ ｳ ﾓ ｸ 1 ｺ ｰ ﾄﾞ - - 点灯します。
プ点灯 現在の故障がないときは「－－」を表示します。

３ ４ ｹﾞ ﾝ ｻﾞ ｲ ﾉ ﾜ - ﾆ ﾝ ｸﾞ ４  の数字キーを押し，項目を４にします。
ｶ ｶ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ 0 ｴ ﾝ

現在のワーニングを表示します。
ｺ ｳ ﾓ ｸ 4 ｺ ｰ ﾄﾞ 5 5

４ ｹﾞ ﾝ ｻﾞ ｲ ﾉ ﾜ - ﾆ ﾝ ｸﾞ キーを押すと，２個以上のワーニ
ﾎ ｯ ﾄ / ｺ ｰ ﾙ ﾄﾞ
ｾ ｯ ﾃ ｲ ｲ ｼﾞ ｮ ｳ ングがある場合，２番目のコードが表示されま

ｺ ｳ ﾓ ｸ 4 ｺ ｰ ﾄﾞ 5 0 1 す。

５ ｹﾞ ﾝ ｻﾞ ｲ ﾉ ﾜ - ﾆ ﾝ ｸﾞ さらに キーを押すと，他にワーニング

のない場合は，「－－」表示となります。
ｺ ｳ ﾓ ｸ 4 ｺ ｰ ﾄﾞ - - ここで設定キーを押すと最初のワーニングコード

を表示します。

６ 終 了 ｶ ｶ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ 0 ｴ ﾝ 終 了 キーを押すと，表示部に Ｗ を

再び点滅表示します。
W ｺ ｰ ﾄﾞ 5 5 この時モニターランプは消灯します。

キーの押し方 表   示   内   容 説　　　　　明

設　定

順送り

設　定

順送り

設　定

順送り

設　定

順送り

９－０２

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



９．故障診断

故障コード一覧

故障モニタコード及び内容 ＜共通コード＞
故障

ｺｰﾄﾞ

10 ｺｲﾝﾒｯｸ通信異常 ･ｺｲﾝﾒｶとﾒｲﾝﾎﾞｯｸｽの接続ｺﾈｸﾀ ･ｺﾈｸﾀの接続 ･各種ｺｲﾝ投入し,正常ｶｳﾝﾄ

 点検 ･ｺｲﾝﾒｶ点検交換 ･各種ｺｲﾝ投入し,返却ｽｲｯﾁに

･ﾒｲﾝﾎﾞｯｸｽ基板のｺﾈｸﾀ抜け点検 ･ﾒｲﾝﾎﾞｯｸｽ点検交換  よる正常払い出し

11 ¥10ｺｲﾝ信号出放し ｺｲﾝｾﾚｸﾀｰ(検銭部)のｺｲﾝ詰まり ･ｺｲﾝｾﾚｸﾀｰ(検銭部) ･釣銭補充による釣切ﾗﾝﾌﾟの

12 ¥50ｺｲﾝ信号出放し  点検交換  動作確認

13 ¥100ｺｲﾝ信号出放し ･ｺｲﾝﾒｶ点検交換

14 ¥500ｺｲﾝ信号出放し

15 返却ｽｲｯﾁ異常 返却ｽｲｯﾁの押され放し ｺｲﾝﾒｶ点検交換

16 ｺｲﾝ払い出し不良 払い出し部のｺｲﾝ詰まり ･詰まったｺｲﾝ除去,

 電源ON-OFF

･ｺｲﾝﾒｶ点検交換

17 ｾｰﾌﾃｨ･ｽｲｯﾁ異常 ｶｾｯﾄﾁｭｰﾌﾞの装着状態点検 ･ｶｾｯﾄﾁｭｰﾌﾞ装着

･ｺｲﾝﾒｶ点検交換

18 ﾊﾟﾙｽ･ｽｲｯﾁ異常 払い出し部のｺｲﾝ詰まり ･詰まったｺｲﾝ除去

･ｺｲﾝﾒｶ点検交換

19 ｱｸｾﾌﾟﾀｰ異常 ｺｲﾝｾﾚｸﾀｰ(検銭部)の装着状態 ･ｺｲﾝｾﾚｸﾀｰ(検銭部)

点検  装着

･ｺｲﾝﾒｶ点検交換

20 ¥10ｴﾝﾌﾟﾃｨ･ｽｲｯﾁ異常 釣銭切れｾﾝｻの点検 ｺｲﾝﾒｶ点検交換

21 ¥50ｴﾝﾌﾟﾃｨ･ｽｲｯﾁ異常

22 ¥100ｴﾝﾌﾟﾃｨ･ｽｲｯﾁ異常

23 ¥500ｴﾝﾌﾟﾃｨ･ｽｲｯﾁ異常

24 金庫満杯信号出放し 金庫のｺｲﾝ状態点検 ｺｲﾝﾒｶ点検交換

25 ¥10ｷｬｯｼｭ／ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ 金庫側通路点検 ･詰まったｺｲﾝ除去

信号出放し ･ｺｲﾝﾒｶ点検交換

26 ¥50ｷｬｯｼｭ／ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

信号出放し

27 ¥100ｷｬｯｼｭ／ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

信号出放し

28 ¥500ｷｬｯｼｭ／ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

信号出放し

30 ｾﾚｸｼｮﾝﾘﾚｰONせず ﾘﾚｰﾎﾞｯｸｽ基板のｺﾈｸﾀ抜け確認 ﾘﾚｰﾎﾞｯｸｽの点検交換 該当ｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売

31 ﾍﾞﾝﾄﾞﾘﾚｰONせず ﾘﾚｰﾎﾞｯｸｽ基板のｺﾈｸﾀ抜け確認 ﾘﾚｰﾎﾞｯｸｽの点検交換 該当ｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売

32 ﾍﾞﾝﾄﾞﾘﾚｰ溶着(OFFせず) ﾍﾞﾝﾄﾞﾘﾚｰの状態 ﾘﾚｰﾎﾞｯｸｽの点検交換 該当ｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売

34 ｾﾚｸｼｮﾝｽｲｯﾁ不良 売切れ点灯ｾﾚｸｼｮﾝｽｲｯﾁの点検 ｾﾚｸｼｮﾝｽｲｯﾁの点検交 ･処理後,1分以上経過しても再

換  発しないこと

･処理したｾﾚｸｼｮﾝｽｲｯﾁでのﾃｽﾄ

 販売

35 販売口扉ｽｲｯﾁ不良 ･販売口扉の開き放し 販売口扉ｽｲｯﾁの点検 販売口扉ｽｲｯﾁ関連ｺﾗﾑのｺｲﾝ販

･ﾃｨｽﾌﾟﾚｲ基板ｺﾈｸﾀ点検 交換 売

36 販売口底ｽｲｯﾁ不良 販売口の商品有無 販売口底ｽｲｯﾁの点検 販売口底ｽｲｯﾁ関連ｺﾗﾑのｺｲﾝ販

交換 売

37 販売機構異常 ･売切れ点灯ｺﾗﾑの商品詰まり 詰まり商品除去後, 該当ｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売により,売切

･ｴﾚﾍﾞｰﾀ部の商品詰まり ﾃｽﾄ販売 れ,故障ｺｰﾄﾞ解除

処理後の確認

コ
イ
ン
メ
ッ
ク
関
連

販
売
系
関
連

区
分

故障内容 チェックポイント 処理方法
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９．故障診断

故障コード一覧

故障モニタコード及び内容 ＜共通コード＞
故障

ｺｰﾄﾞ

38 販売制御異常 ･売切れ点灯ｺﾗﾑの商品詰まり 詰まり商品除去後, 該当ｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売により,売切

･ｴﾚﾍﾞｰﾀ部の商品詰まり ﾃｽﾄ販売 れ,故障ｺｰﾄﾞ解除

39 ﾍﾞﾝﾄﾞｴﾝﾄﾞｽｲｯﾁ異常 販売口の商品有無 ﾍﾞﾝﾄﾞｴﾝﾄﾞｽｲｯﾁの点検 ﾍﾞﾝﾄﾞｴﾝﾄﾞｽｲｯﾁ関連ｺﾗﾑのｺｲﾝ

交換 販売

41 販売払い出しﾓｰﾀ異常 ･売切れ点灯ｺﾗﾑの商品詰まり 詰まり商品除去後, 該当ｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売により,売切

･払い出しﾓｰﾀ部の商品詰まり ﾃｽﾄ販売 れ,故障ｺｰﾄﾞ解除

42 低温食衛ｴﾗｰ ･庫内温度の状態 食衛ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ操作 ･ｺﾝﾌﾟﾚｯｻの運転状態

･ｺﾝﾌﾟﾚｯｻの運転状態 ･冷却性能

50 時計ﾃﾞｰﾀ異常 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞで現在時刻確認 現在時刻設定 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞにて現在時刻確認

51 ﾒﾓﾘｰﾃﾞｰﾀ異常 全ﾃﾞｰﾀ再設定 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞにて全ﾃﾞｰﾀ確認

52 ﾒｶ指定ｺｰﾄﾞ未設定 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞで全ｺﾗﾑのﾒｶ指定ｺｰﾄﾞ ﾒｶ指定ｺｰﾄﾞ再設定 ﾃｽﾄ販売にて,販売動作確認

確認

53 機種指定異常 ﾍﾞﾝﾄﾞ基板ｺﾈｸﾀ抜け確認 ･ｺﾈｸﾀ抜け確認 ﾃｽﾄ販売にて,ｾﾚｸｼｮﾝｽｲｯﾁとｺﾗﾑ

･ﾍﾞﾝﾄﾞ基板点検交換 の対応を確認

54 ｾﾚｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝの設定異常 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞにて,押しﾎﾞﾀﾝ,ｸﾛｽ配 押しﾎﾞﾀﾝ,ｸﾛｽ配線設

線確認 定

60 通信ﾗｲﾝｼｮｰﾄ ･通信ﾗｲﾝのﾊｰﾈｽ,ｺﾈｸﾀの確認 ｽﾚｰﾌﾞを1個ずつ切り ｺｲﾝにより,販売確認

･各ｽﾚｰﾌﾞ基板の確認 離し,原因基板の点検

交換

61 選択制御部通信異常 ･ｽﾚｰﾌﾞ基板のｺﾈｸﾀ抜け確認 ｽﾚｰﾌﾞ基板の点検交換 ･表示器,ｾﾚｸｼｮﾝの正常表示

･通信ﾗｲﾝの中継ｺﾈｸﾀ抜け確認  確認

62 搬出制御部通信異常 ･ｺｲﾝにより販売確認

63 ﾙｰﾚｯﾄ部通信異常 ･ｺｲﾝにより販売確認

64 ﾌﾟﾘﾝﾀｰ部通信異常 ･ﾙｰﾚｯﾄ表示部の正常表示

65 ﾃﾞｰﾀ入出力制御部通信 ･ｺｲﾝ販売により,ﾒﾛﾃﾞｨｰや当た

異常  り確率等の正常動作

66 ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ部通信 ･印字の正常動作確認

異常 ･ﾒｯｾｰｼﾞの正常表示確認

67 設定・確認制御部通信 ･ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ操作及び,正常表示

異常  確認

68 音声合成部通信異常 ･音声合成の正常動作確認

69 子機１通信異常 ･ｺｲﾝによる販売確認

70 子機２通信異常 ･ｺｲﾝによる販売確認

71 ﾋﾞﾙﾊﾞﾘ通信異常 ･紙幣の挿入,返却,販売

73 ｶｰﾄﾞR/W通信異常 ･ｶｰﾄﾞの挿入,返却,販売

74 IDｶｰﾄﾞ端末異常 ･ｶｰﾄﾞの挿入,返却

75 NICSｶｰﾄﾞ端末異常 ･ｶｰﾄﾞの挿入,返却

76 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ部通信異常 ･ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの正常動作確認

80 紙幣詰まり 紙幣詰まり確認 詰まり紙幣の除去 紙幣の挿入,返却

81 紙幣払い出し異常

82 紙幣金庫満杯 金庫により,紙幣を回収する 紙幣回収

83 ｽﾀｯｶｰ異常 裏ﾌﾞﾀの開閉状態確認 裏ﾌﾞﾀを閉める

84 識別部異常 紙幣詰まり確認 詰まり紙幣の除去

85 ｾｰﾌﾃｨ･ｽｲｯﾁ異常 識別部の開閉状態確認 識別部の裏ﾌﾞﾀを閉め

る

86 ﾋﾞﾙﾊﾞﾘ金庫開き放し 裏ﾌﾞﾀの開閉状態確認 裏ﾌﾞﾀを閉める

ビ
ル
バ
リ
関
連

処理後の確認

販
売
系
関
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関
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通
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関
連
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分

故障内容 チェックポイント 処理方法
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９．故障診断

故障コード一覧

故障モニタコード及び内容 ＜共通コード＞
故障

ｺｰﾄﾞ

1000 ｶｰﾄﾞ部異常 ｶｰﾄﾞによる販売動作確認 R/Wの点検交換 ｶｰﾄﾞによる販売動作確認

1001 ｶｰﾄﾞ詰まり ｶｰﾄﾞ詰まり確認 詰まりｶｰﾄﾞの除去 ｶｰﾄﾞの挿入,返却

1002 R/Wﾍｯﾄﾞ部異常 ﾘｰﾀﾞ/ﾗｲﾀのﾍｯﾄﾞ部確認 ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ/ﾗｲﾀの点検 ｶｰﾄﾞによる販売動作確認

交換

1003 B･B部ｾﾝﾀｰ指示による ｶｰﾄﾞ制御部確認 ｶｰﾄﾞ制御部の点検 ｶｰﾄﾞによる販売動作確認

ﾛｯｸ 交換

1004 ｶｰﾄﾞ返却ｽｲｯﾁ異常 返却ｽｲｯﾁの押され放し 返却ｽｲｯﾁの点検交換 ｶｰﾄﾞの挿入,返却

1005 ｶｰﾄﾞｽﾚｰﾌﾞよりの全販売 ｶｰﾄﾞ制御部確認 ｶｰﾄﾞ制御部の点検 ｶｰﾄﾞによる販売動作確認

中止 交換

1030 ﾌﾟﾘﾝﾀｰ部異常 印字動作の確認 ﾌﾟﾘﾝﾀｰの点検交換 ﾌﾟﾘﾝﾀｰの印字動作確認

1031 紙詰まり 紙詰まり確認 紙の除去

1032 ﾌﾟﾘﾝﾀｰ部紙切れ ﾌﾟﾘﾝﾀｰ用紙の有無確認 ﾌﾟﾘﾝﾀｰ用紙の補給

1033 ﾌﾟﾘﾝﾀｰ部温度異常 ﾌﾟﾘﾝﾀｰの温度確認 ﾌﾟﾘﾝﾀｰと温度ｾﾝｻの

点検交換

1040 VCCS関連販売停止要求

受信中

処理後の確認
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９．故障診断

故障コード一覧

故障モニタコード及び内容 ＜メーカ独自コード＞
故障

ｺｰﾄﾞ

55 価格設定0円 販売価格の設定状態 価格を0円以外に設定 売切ﾗﾝﾌﾟ消灯の確認

(W) することにより解除

77 冷却加温制御機構部の ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽと本体ｽﾚｰﾌﾞ 制御部の接続をﾁｪｯｸ, 故障ｺｰﾄﾞが解除されているか

通信異常 ﾎﾞｯｸｽの接続 または冷却加温制御 の確認

機構部を交換する

79 金額表示器通信異常 ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽと金額表示器 ISS信号ﾗｲﾝ(5Pｶﾌﾟﾗ) 故障ｺｰﾄﾞが解除されているか

の接続 と金額表示器の接続 の確認

をﾁｪｯｸまたは金額表

示器を交換する

87 紙幣引き抜き検知 ﾋﾞﾙﾊﾞﾘﾃﾞｰﾀの払い出しｾﾝｻ 電源を再投入する 故障ｺｰﾄﾞが解除されているか

の確認

90 冷却機構異常 ･ｻｰﾐｽﾀの検知温度 ･圧縮機,ﾌｧﾝﾓｰﾀの動 庫内が冷えているか確認

･圧縮機,ﾌｧﾝﾓｰﾀの動作  作を確認する

･ｻｰﾐｽﾀを交換する

91 加温機構異常 ･ｻｰﾐｽﾀの検知温度 ･ﾋｰﾀ,ﾌｧﾝﾓｰﾀの動作 庫内が温まっているか確認

･ﾋｰﾀ,ﾌｧﾝﾓｰﾀの動作  を交換する

･ｻｰﾐｽﾀを交換する

150 IC選択ﾎﾞﾀﾝ未設定 選択ﾎﾞﾀﾝの設定状態 IC選択ﾎﾞﾀﾝを設定 故障ｺｰﾄﾞが解除されているか

する の確認

151 IC選択ﾎﾞﾀﾝ通信異常 ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽと選択ﾎﾞﾀﾝの IC選択ﾎﾞﾀﾝを点検 選択ﾎﾞﾀﾝの設定を再度,行い,

接続 交換する ﾃｽﾄ等で正常に販売可能か確認

230 商品ﾘﾌﾀ 商品搬送ﾘﾌﾀの動作 ･詰まった商品を取り ﾃｽﾄ販売にて,正常に商品が搬

商品出ず(独立ｺﾗﾑ)  除き,電源を再投入 出されるかを確認

 して,扉を開閉する

231 商品ﾘﾌﾀ ･商品ﾘﾌﾀを点検交換

商品出ず(全停止)  する

232 商品ﾘﾌﾀﾛｯｸ 商品搬送ﾘﾌﾀの動作 ﾓｰﾀﾛｯｸの原因を取り ﾃｽﾄ販売にて,正常に商品が搬

除き,電源を再投入 出されるかを確認

して,扉を開閉する

※ Ｗは,ワーニング故障です。
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９．故障診断

故障コード一覧

故障モニタコード及び内容 ＜メーカ独自コード＞
故障

ｺｰﾄﾞ

501 HOT/COLD設定異常 HOT/COLDの設定状態 冷却/加温設定用切替 故障ｺｰﾄﾞが解除されているか

(W) ｽｲｯﾁを正しい組合せ の確認

で再設定する

506 ｺﾝﾃﾞﾝｻﾌｧﾝ異常 ｺﾝﾃﾞﾝｻﾌｧﾝの動作 室外ﾌｧﾝﾓｰﾀのﾛｯｸを 電源ON後,ｺﾝﾃﾞﾝｻﾌｧﾝが動作し

取り除く ﾌｧﾝが動作しているか確認

555 庫内1ｴﾊﾞｾﾝｻｰ1異常 左庫内のｴﾊﾞｾﾝｻの状態 ･左蒸発器の温度を 電源ONして1分後,ｴﾗｰ表示をし

（ｾﾝｻ-5異常）  確認する ないか確認

･左蒸発器の温度

 ｻｰﾐｽﾀを交換する

559 庫内1温度ｾﾝｻｰ異常 左庫内の温度ｾﾝｻの状態 ･左庫内の温度を確認 電源ONして1分後,ｴﾗｰ表示をし

（ｾﾝｻ-1異常）  する ないか確認

･左庫内の温度ｻｰﾐｽﾀ

 を交換する

560 庫内2ｴﾊﾞｾﾝｻｰ1異常 左から2番目の庫内のｴﾊﾞｾﾝｻ ･左から2番目の蒸発 電源ONして1分後,ｴﾗｰ表示をし

（ｾﾝｻ-6異常） の状態  器の温度を確認する ないか確認

･左から2番目の蒸発

 器の温度ｻｰﾐｽﾀを交

 換する

564 庫内2温度ｾﾝｻｰ異常 左から2番目の庫内の温度ｾﾝｻ ･左から2番目の庫内 電源ONして1分後,ｴﾗｰ表示をし

（ｾﾝｻ-2異常） の状態  の温度を確認する ないか確認

･左から2番目の庫内

 の温度ｻｰﾐｽﾀを交換

 する

565 庫内3ｴﾊﾞｾﾝｻｰ1異常 左から3番目の庫内のｴﾊﾞｾﾝｻ ･左から3番目の蒸発 電源ONして1分後,ｴﾗｰ表示をし

（ｾﾝｻ-7異常） の状態  器の温度を確認する ないか確認

･左から3番目の蒸発

 器の温度ｻｰﾐｽﾀを交

 換する

569 庫内3温度ｾﾝｻｰ異常 左から3番目の庫内の温度ｾﾝｻ ･左から3番目の庫内 電源ONして1分後,ｴﾗｰ表示をし

（ｾﾝｻ-3異常） の状態  の温度を確認する ないか確認

･左から3番目の庫内

 の温度ｻｰﾐｽﾀを交換

 する

570 庫内4ｴﾊﾞｾﾝｻｰ1異常 左から4番目の庫内のｴﾊﾞｾﾝｻ ･左から4番目の蒸発 電源ONして1分後,ｴﾗｰ表示をし

（ｾﾝｻ-8異常） の状態  器の温度を確認する ないか確認

･左から4番目の蒸発

 器の温度ｻｰﾐｽﾀを交

 換する

574 庫内4温度ｾﾝｻｰ異常 左から4番目の庫内の温度ｾﾝｻ ･左から4番目の庫内 電源ONして1分後,ｴﾗｰ表示をし

（ｾﾝｻ-4異常） の状態  の温度を確認する ないか確認

･左から4番目の庫内

 の温度ｻｰﾐｽﾀを交換

 する

※ Ｗは,ワーニング故障です。

冷
温
制
御
関
連

処理後の確認
区
分

故障内容 チェックポイント 処理方法

９－０７

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



９．故障診断

故障コード一覧

故障モニタコード及び内容 ＜メーカ独自コード＞
故障

ｺｰﾄﾞ

1006 ｶｰﾄﾞ引き抜き異常 ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの払い出しｾﾝｻ 電源を再投入する 故障ｺｰﾄﾞが解除されているか

の確認

1401 選択ｺﾗﾑのﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁ ･売切ｺﾗﾑのﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁ状態 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁの点検 該当ｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売により,売切

復帰不良 ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾚﾊﾞｰのｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ外れ 交換 れ,故障ｺｰﾄﾞ解除

1402 選択ｺﾗﾑのﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁ ･売切ｺﾗﾑのﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁ状態 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁの点検 該当ｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売により,売切

故障 ･ﾊｰﾈｽ及びｺﾈｸﾀ抜け確認 交換 れ,故障ｺｰﾄﾞ解除

1403 選択ｺﾗﾑのｷｬﾘｱｽｲｯﾁ故障 検知ﾚﾊﾞｰ状態とｷｬﾘｱｽｲｯﾁ状態 ｷｬﾘｱｽｲｯﾁの点検交換 ﾛﾎﾞｯﾄﾒｶ全ｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売により

売切れ,故障ｺｰﾄﾞ解除

1404 最下段のﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁ ･最下段ｺﾗﾑのﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁ状態 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁの点検 ﾛﾎﾞｯﾄﾒｶｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売により,

故障 ･ﾊｰﾈｽ及びｺﾈｸﾀ抜け確認 交換 売切れ,故障ｺｰﾄﾞ解除

1405 最下段(停止)ｽｲｯﾁ故障 ･最下段ｽｲｯﾁ状態 最下段ｽｲｯﾁの点検交 ﾛﾎﾞｯﾄﾒｶｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売により,

･ﾊｰﾈｽ及びｺﾈｸﾀ抜け確認 換 売切れ,故障ｺｰﾄﾞ解除

1406 選択ｺﾗﾑのｷｬﾘｱｽｲｯﾁ故障 検知ﾚﾊﾞｰ状態とｷｬﾘｱｽｲｯﾁ状態 ｷｬﾘｱｽｲｯﾁの点検交換 該当ｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売により,売切

れ,故障ｺｰﾄﾞ解除

1410 最上段のﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁ ･最上段ｺﾗﾑのﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁ状態 最上段ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁの ﾛﾎﾞｯﾄﾒｶｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売により,

故障 ･ﾊｰﾈｽ及びｺﾈｸﾀ抜け確認 点検交換 売切れ,故障ｺｰﾄﾞ解除

1411 最上段のﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁ 最上段ｺﾗﾑのﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁ状態 最上段ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｽｲｯﾁの ﾛﾎﾞｯﾄﾒｶｺﾗﾑのﾃｽﾄ販売により,

復帰不良 点検交換 売切れ,故障ｺｰﾄﾞ解除

2362 構造ﾓｰﾄﾞ異常 構造ﾓｰﾄﾞ番号の設定状態 ･正しい構造ﾓｰﾄﾞを設 故障ｺｰﾄﾞが解除されているか

 定する の確認

･入力方法はﾘﾓｺﾝ操作

 による

2449 上昇開始SW ONせず 商品搬送ﾘﾌﾀの上昇開始SWの 上昇開始ｽｲｯﾁ部を点 ﾃｽﾄ販売にて,正常に商品が搬

状態 検してください 出されるかを確認

2450 内扉ﾌﾗｯﾊﾟｰSW異常 商品搬送ﾘﾌﾀの内扉ﾌﾗｯﾊﾟSWの 内扉ﾌﾗｯﾊﾟｰｽｲｯﾁ部を ﾃｽﾄ販売にて,正常に商品が搬

状態 点検してください 出されるかを確認

2451 取出口位置SW ONせず 商品搬送ﾘﾌﾀの取出口位置SW 取出口位置ｽｲｯﾁ部を ﾃｽﾄ販売にて,正常に商品が搬

の状態 点検してください 出されるかを確認

2452 搬出検知SW ONせず 商品搬送ﾘﾌﾀの搬出検知SWの 搬出検知ｽｲｯﾁ部を点 ﾃｽﾄ販売にて,正常に商品が搬

状態 検してください 出されるかを確認
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現  象 No 確 認 内 容 確  認  箇  所 結  果 処置 確認ステップ

全庫内冷えない 1 コンプレッサ強制運転動作 リモコン：テスト－２６ 動作する 強制停止タイマ設定確認 10又は23へ

動作しない 配線及び電装ボックス確認 ２へ

2 配線確認 電装ボックス前面 ＭＣコネクタ（ＶＬ６Ｐ白）①からモータプロテクタ及び 導通有り 電装ボックス出力確認 ３へ

ＭＣコネクタ（ＶＬ６Ｐ白）⑤から起動コンデンサまで 導通なし 配線交換

3 電装ボックス出力確認 電装ボックス前面 ＭＣコネクタ（ＶＬ６Ｐ白）①－⑤間 出力有り コンプレッサ交換

①：ＡＣ１００Ｖ①番電源 ⑤：ＡＣ１００Ｖ②番電源 出力なし 電装ボックス交換

圧縮機少し起動して 4 故障確認 リモコン：故障 サーミスタ異常発生 庫内サーミスタ及び配線確認 ６へ

停止する サーミスタ異常（５５９，５６４，５６９，５７４），コンデンサンファン異常（５０６） 室外ファンロック異常 コンデンサファン動作確認 ５へ

5 コンデンサファン強制運転 リモコン：テスト－２７ 動作する ロック検知配線確認 ７へ

動作 動作しない 配線及び電装ボックス確認 ８へ

6 庫内サーミスタ確認 サーミスタ間の抵抗値確認（下記表参照） 抵抗値正常 省エネ及び温度等の設定確認 23へ

抵抗値異常 サーミスタ交換

7 ロック検知配線確認 電装ボックス前面 ＤＦコネクタ（ＨＬ１２Ｐ白）④からモータＧＦＭコネクタ（ＺＬ８Ｐ白）⑥ 導通有り 電装ボックス出力確認 ９へ

（回転数パルス信号） 導通なし 配線交換

8 配線確認 ＤＦ①からＺＬ①（モータ出力），ＤＦ②からＺＬ④（２４Ｖ） 導通有り 電装ボックス出力確認 ９へ

ＤＦ③からＺＬ③（正逆切換え），ＤＦ⑤からＺＬ②（ＧＮＤ） 導通なし 配線交換

9 電装ボックス出力確認 ＤＦ①－⑤間（２４Ｖ），ＤＦ②－⑤間（２４Ｖ），ＤＦ③－⑤間（２４Ｖ） 出力有り コンデンサファン交換

ＤＦ④－⑤間（約１１Ｖ） 出力なし 電装ボックス交換

圧縮機動作する 10 蒸発器への霜付き確認 蒸発器目視確認 霜は付く エバサーミスタ及び各種設定 23へ

霜は付かない ガス漏れ → ユニット交換

特定庫内冷えない 電磁弁動作しない 11 電磁弁強制開閉確認 リモコン：テスト－２９ 動作する 庫内サーミスタ及び庫内ファン確認 12又は15へ

動作しない 配線及び電装ボックス確認 13へ

12 庫内サーミスタ確認 サーミスタ間の抵抗値確認（下記表参照） 抵抗値正常 省エネ及び温度等の設定確認 23へ

抵抗値異常 サーミスタ交換

13 配線確認 電装ボックス 電磁弁左：ＭＣ②からバルブＬＳＶ①，電磁弁中：ＭＣ③からＣＳＶ①， 導通有り 電装ボックス出力確認 14へ

電磁弁右：ＭＣ④からＲＳＶ①，コモン：ＭＣ⑥からＬＳＶ②／ＣＳＶ②／ＲＳＶ② 導通なし 配線交換

14 電装ボックス出力確認 電装ボックス前面 電磁弁左：ＭＣ②－⑥間（ＡＣ１００Ｖ） 出力有り 電磁弁交換

電磁弁中：ＭＣ③－⑥間（ＡＣ１００Ｖ），電磁弁右：ＭＣ④－⑥間（ＡＣ１００Ｖ） 出力なし 電装ボックス交換

庫内ファン動作せず 15 庫内ファン強制運転確認 リモコン：テスト－２８ 動作する 省エネ及び温度等の設定確認 23へ

動作しない 配線及び電装ボックス確認 16へ

16 配線確認 電装ボックス内 ＲＫＣコネクタ（ＶＨ９Ｐピンク）⑤から庫内ファンＬＦコネクタ（ＶＬ２Ｐ白）①， 導通有り 電装ボックス出力確認 17へ

ＲＫＣ⑦からＣＦ①，ＲＫＣ⑨からＲＦ①，電装ボックス前面 ＢＫＡ②からＬＦ②／ＣＦ②／ＲＦ② 導通なし 配線交換

17 電装ボックス出力確認 電装ボックス内 ＲＫＣ⑤－ＢＫＡ②間（ＡＣ１００Ｖ），ＲＫＣ⑦－ＢＫＡ②間（ＡＣ１００Ｖ）， 出力有り 庫内ファン交換

ＲＫＣ⑨－ＢＫＡ②間（ＡＣ１００Ｖ） 出力なし 電装ボックス交換

特定庫内温まらず ヒータ動作せず 18 ヒータ強制運転確認 リモコン：テスト－３０ 動作する 省エネ及び温度等の設定確認 23へ

動作しない 配線及び電装ボックス確認 19へ

19 配線確認 電装ボックス内 ＲＫＡコネクタ（ＶＨ３Ｐ赤）③から左ヒータＬＨコネクタ（ＶＬ２Ｐ赤）①， 導通有り 電装ボックス出力確認 20へ

ＲＢ（ＶＨ３Ｐ緑）からＣＨ①，ＲＫＣ③からＲＨ①，ＢＫＡ①からＬＨ②／ＣＨ②／ＲＨ② 導通なし 配線交換

20 電装ボックス出力確認 ヒータ左：ＲＫＡ③－ＢＫＡ①（ＡＣ１００Ｖ），ヒータ中：ＲＫＢ③－ＢＫＡ①（ＡＣ１００Ｖ） 出力有り 過昇防止サーモ，温度サーモ確認 21へ

ヒータ右：ＲＫＣ③－ＢＫＡ①（ＡＣ１００Ｖ） 出力なし 電装ボックス交換

21 過昇防止サーモ， ヒータ組立て部で導通確認 導通有り 庫内サーミスタ確認 22へ

温度サーモ確認 導通なし 過昇防止サーモ，温度サーモ交換

22 庫内サーミスタ確認 サーミスタ間の抵抗値確認（下記表参照） 抵抗値正常 ヒータ交換

抵抗値異常 サーミスタ交換

23 各種設定確認 タイマ ５ 圧縮機節電時間帯確認 圧縮機停止 時間解除

タイマ ７ 庫内ファンコントロール ファン停止 ０：連続運転

選  択 ９･１０ 庫内温度レベル 温度設定 ＣＯＬＤ：３℃，ＨＯＴ：５５℃

全て問題なければ本体気密性確認

機      能 項  目 サーミスタ抵抗値（庫内温度と抵抗）

 コンプレッサ強制運転機能 テスト－２６   0℃ 時  17.0KΩ

 コンデンサファン強制運転機能 テスト－２７  10℃ 時  10.1KΩ

 庫内ファン強制運転機能 テスト－２８  20℃ 時   6.2KΩ

 電磁弁強制開閉機能 テスト－２９  30℃ 時   4.0KΩ

 ヒータ強制運転機能 テスト－３０  40℃ 時   2.6KΩ

 50℃ 時   1.8KΩ

 60℃ 時   1.2KΩ

圧縮機全く動作しない

故
障

解
析

(冷
え

ず
，

温
ま

ら
ず

)
９

．
故

障
診

断

９
－

０
９

●
 ３

室

９
－

０
９

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



９．故障診断

強制運転使用での故障診断

   目   的 確    認    項    目 処     置

１．全庫内冷えず

※

※

※

各種設定確認へ

圧縮機は全く動作していない

コンプレッサ強制
運転動作で動作するか？

テスト－２６

導通なし
配線導通確認

各種設定確認へ

電装ボックス前面
・ＭＣコネクタ(VL6P白)①からモータプロテクタ
・ＭＣコネクタ(VL6P白)⑤から起動コンデンサ
  までの配線確認

動作する

動作しない

配線交換

導通あり

電装ボックスＭＣ
出力確認

コンプレッサ交換

出力なし

電装ボックス交換

電装ボックス前面
ＭＣコネクタ(VL6P白)①－⑤間にて
AC100V出力確認
①：AC100V①番電源
⑤：AC100V②番電源

故障コード確認

動作するコンデンサファン
強制運転動作で動作するか？

テスト－２７

サーミスタ抵抗値
0℃ → 17.0KΩ
10℃→ 10.1KΩ
20℃→ 6.2KΩ
30℃→ 4.0KΩ
40℃→ 2.6KΩ
50℃→ 1.8KΩ
60℃→ 1.2KΩ

サーミスタ異常発生

コンデンサファン異常発生

動作しない

電装ボックス出力確認

出力あり

出力なし

電装ボックス前面
ＤＦコネクタ（HL12P白）④から
モータＧＭＦコネクタ（ZL8P白）⑥

リモコン：故障
・サーミスタ異常(559,564,569,574)
・コンデンサファン異常(506)

庫内サーミスタ確認

抵抗値異常

サーミスタ交換

抵抗値正常

ロック検知配線
（回転数パルス信号）

確認

導通なし
配線交換

導通あり

配線確認
導通なし

導通あり

電装ボックス交換

ＤＦ①－ＺＬ①（モータ出力）
ＤＦ②－ＺＬ④（24V）
ＤＦ③－ＺＬ③（正逆切換え）
ＤＦ⑤－ＺＬ②（GND）

ＤＦ①－⑤（24V）
ＤＦ②－⑤（24V）
ＤＦ③－⑤（24V）
ＤＦ④－⑤（約11V）

蒸発器への霜付き確認コンデンサファン交換

霜付かない

ガス漏れ→冷却ユニット交換

出力あり

配線交換

圧縮機動作する

各種設定確認へ

 タイマ ７ 庫内ファンコントロール

 タイマ ５ 圧縮機節電時間帯確認

 選  択 ９･１０ 庫内温度レベル

※ 各種設定確認

圧縮機少し起動して停止する
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９．故障診断

強制運転使用での故障診断

   目   的 確    認    項    目 処     置

２．特定庫内冷えず

※

※

電磁弁が動作しない

電磁弁強制開閉
動作で動作するか？

テスト－２９

導通なし
配線導通確認

庫内サーミスタ交換

電装ボックス
電磁弁左：ＭＣ②からバルブＬＳＶ①
電磁弁中：ＭＣ③からＣＳＶ①
電磁弁右：ＭＣ④カラＲＳＶ①
コ モ ン：ＭＣ⑥からＬＳＶ②/ＣＳＶ②/ＲＳＶ②

動作する

動作しない

  配線交換

導通あり

電装ボックス出力確認 電磁弁交換

出力なし

電装ボックス交換

電装ボックス前面
・電磁弁左：ＭＣ②－⑥間(AC100V)
・電磁弁中：ＭＣ③－⑥間(AC100V)
・電磁弁右：ＭＣ④－⑥間(AC100V)

抵抗値正常

  各種設定確認へ

出力あり

庫内サーミスタ及び
庫内ファン確認

抵抗値異常

庫内ファン強制運転
動作で動作するか？

テスト－２８

導通なし
配線導通確認

電装ボックス内
ＲＫＣコネクタ(VH9Pﾋﾟﾝｸ)⑤から庫内ファン
ＬＦコネクタ(VL2P白)①間，
ＲＫＣ⑦からＣＦ①，ＲＫＣ⑨からＲＦ①
電装ボックス前面
ＢＫＡ②からＬＦ②/ＣＦ②/ＲＦ②

動作しない

配線交換

導通あり

電装ボックス出力確認 庫内ファン交換

出力なし

電装ボックス交換

電装ボックス内
ＲＫＣ⑤－ＢＫＡ②(AC100V)
ＲＫＣ⑦－ＢＫＡ②(AC100V)
ＲＫＣ⑨－ＢＫＡ②(AC100V)

出力あり

動作する
各種設定確認へ

庫内ファン動作せず

 タイマ ７ 庫内ファンコントロール

 タイマ ５ 圧縮機節電時間帯確認

 選  択 ９･１０ 庫内温度レベル

※ 各種設定確認
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９．故障診断

強制運転使用での故障診断

   目   的 確    認    項    目 処     置

３．特定庫内温まらず

※

ヒータ動作せず

ヒータ強制運転動作
で動作するか？
テスト－３０

導通なし
配線導通確認

  各種設定確認へ

電装ボックス内
ＲＫＡコネクタ(VH3P赤)③から右ヒータＬＨコネクタ(VL2P赤)①間
ＲＫＢ(VH3P緑)③からＣＨ①，ＲＫＣ(VH9Pﾋﾟﾝｸ)③からＣＨ①
電源ボックス前面
ＢＫＡ①からＬＨ②/ＣＨ②/ＲＨ②

動作する

動作しない

  配線交換

導通あり

電装ボックスヒータ
出力確認

出力なし

電装ボックス交換

サーミスタ抵抗値
0℃ → 17.0KΩ
10℃→ 10.1KΩ
20℃→ 6.2KΩ
30℃→ 4.0KΩ
40℃→ 2.6KΩ
50℃→ 1.8KΩ
60℃→ 1.2KΩ

出力あり
過昇防止サーモ

温度サーモ

導通なし

過昇防止サーモ
温度サーモ交換

サーミスタ交換庫内サーミスタ確認

抵抗値正常

ヒータ交換

出力あり

ヒータ左：RKA③－BKA①(AC100V)
ヒータ中：RKB③－BKA①(AC100V)
ヒータ右：RKC③－BKA①(AC100V)

出力あり 出力あり

 タイマ ７ 庫内ファンコントロール

 タイマ ５ 圧縮機節電時間帯確認

 選  択 ９･１０ 庫内温度レベル

※ 各種設定確認
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現  象 No 確 認 内 容 確  認  箇  所 結  果 処置 確認ステップ

全庫内冷えない 1 コンプレッサ強制運転動作 リモコン：テスト－２６ 動作する 強制停止タイマ設定確認 10又は23へ

動作しない 配線及び電装ボックス確認 ２へ

2 配線確認 電装ボックス前面 ＭＣコネクタ（ＶＬ６Ｐ白）①からモータプロテクタ及び 導通有り 電装ボックス出力確認 ３へ

ＭＣコネクタ（ＶＬ６Ｐ白）⑤から起動コンデンサまで 導通なし 配線交換

3 電装ボックス出力確認 電装ボックス前面 ＭＣコネクタ（ＶＬ６Ｐ白）①－⑤間 出力有り コンプレッサ交換

①：ＡＣ１００Ｖ①番電源 ⑤：ＡＣ１００Ｖ②番電源 出力なし 電装ボックス交換

圧縮機少し起動して 4 故障確認 リモコン：故障 サーミスタ異常発生 庫内サーミスタ及び配線確認 ６へ

停止する サーミスタ異常（５５９，５６４，５６９，５７４），コンデンサンファン異常（５０６） 室外ファンロック異常 コンデンサファン動作確認 ５へ

5 コンデンサファン強制運転 リモコン：テスト－２７ 動作する ロック検知配線確認 ７へ

動作 動作しない 配線及び電装ボックス確認 ８へ

6 庫内サーミスタ確認 サーミスタ間の抵抗値確認（下記表参照） 抵抗値正常 省エネ及び温度等の設定確認 23へ

抵抗値異常 サーミスタ交換

7 ロック検知配線確認 電装ボックス前面 ＤＦコネクタ（ＨＬ１２Ｐ白）④からモータＧＦＭコネクタ（ＺＬ８Ｐ白）⑥ 導通有り 電装ボックス出力確認 ９へ

（回転数パルス信号） 導通なし 配線交換

8 配線確認 ＤＦ①からＺＬ①（モータ出力），ＤＦ②からＺＬ④（２４Ｖ） 導通有り 電装ボックス出力確認 ９へ

ＤＦ③からＺＬ③（正逆切換え），ＤＦ⑤からＺＬ②（ＧＮＤ） 導通なし 配線交換

9 電装ボックス出力確認 ＤＦ①－⑤間（２４Ｖ），ＤＦ②－⑤間（２４Ｖ），ＤＦ③－⑤間（２４Ｖ） 出力有り コンデンサファン交換

ＤＦ④－⑤間（約１１Ｖ） 出力なし 電装ボックス交換

圧縮機動作する 10 蒸発器への霜付き確認 蒸発器目視確認 霜は付く エバサーミスタ及び各種設定 23へ

霜は付かない ガス漏れ → ユニット交換

特定庫内冷えない 電磁弁動作しない 11 電磁弁強制開閉確認 リモコン：テスト－２９ 動作する 庫内サーミスタ及び庫内ファン確認 12又は15へ

動作しない 配線及び電装ボックス確認 13へ

12 庫内サーミスタ確認 サーミスタ間の抵抗値確認（下記表参照） 抵抗値正常 省エネ及び温度等の設定確認 23へ

抵抗値異常 サーミスタ交換

13 配線確認 電装ボックス 電磁弁左：ＭＣ②からバルブＬＳＶ①，電磁弁中：ＭＣ③からＣＳＶ①， 導通有り 電装ボックス出力確認 14へ

電磁弁右：ＭＣ④からＲＳＶ①，コモン：ＭＣ⑥からＬＳＶ②／ＣＳＶ②／ＲＳＶ② 導通なし 配線交換

14 電装ボックス出力確認 電装ボックス前面 電磁弁左：ＭＣ②－⑥間（ＡＣ１００Ｖ）， 出力有り 電磁弁交換

電磁弁中：ＭＣ③－⑥間（ＡＣ１００Ｖ），電磁弁右：ＭＣ④－⑥間（ＡＣ１００Ｖ） 出力なし 電装ボックス交換

庫内ファン動作せず 15 庫内ファン強制運転確認 リモコン：テスト－２８ 動作する 省エネ及び温度等の設定確認 23へ

動作しない 配線及び電装ボックス確認 16へ

16 配線確認 電装ボックス内 ＦＡＮコネクタ（ＶＨ５Ｐ赤）①から庫内ファンＬＦコネクタ（ＶＬ２Ｐ白）①間， 導通有り 電装ボックス出力確認 17へ

ＦＡＮ③からＣＦ①，ＦＡＮ⑤からＲＦ①，電装ボックス内Ｎ①からＬＦ②／ＣＦ②／ＲＦ② 導通なし 配線交換

17 電装ボックス出力確認 電装ボックス内 ＦＡＮ①－Ｎ①間（ＡＣ１００Ｖ）， 出力有り 庫内ファン交換

ＦＡＮ③－Ｎ①間（ＡＣ１００Ｖ），ＦＡＮ⑤－Ｎ①間（ＡＣ１００Ｖ） 出力なし 電装ボックス交換

特定庫内温まらず ヒータ動作せず 18 ヒータ強制運転確認 リモコン：テスト－３０ 動作する 省エネ及び温度等の設定確認 23へ

動作しない 配線及び電装ボックス確認 19へ

19 配線確認 電装ボックス内 ＨＥＴコネクタ（ＶＬ４Ｐ白）①から右ヒータＬＨコネクタ（ＶＬ２Ｐ赤）①， 導通有り 電装ボックス出力確認 20へ

ＨＥＴ②からＣＨ①，ＨＥＴ③からＲＨ①，ＨＥＴ④からＬＨ②／ＣＨ②／ＲＨ② 導通なし 配線交換

20 電装ボックス出力確認 ヒータ左：ＨＥＴ①－④（ＡＣ１００Ｖ），ヒータ中：ＨＥＴ②－④（ＡＣ１００Ｖ）， 出力有り 過昇防止サーモ，温度サーモ確認 21へ

ヒータ右：ＨＥＴ③－④（ＡＣ１００Ｖ） 出力なし 電装ボックス交換

21 過昇防止サーモ， ヒータ組立て部で導通確認 導通有り 庫内サーミスタ確認 22へ

温度サーモ確認 導通なし 過昇防止サーモ，温度サーモ交換

22 庫内サーミスタ確認 サーミスタ間の抵抗値確認（下記表参照） 抵抗値正常 ヒータ交換

抵抗値異常 サーミスタ交換

23 各種設定確認 タイマ ５ 圧縮機節電時間帯確認 圧縮機停止 時間解除

タイマ ７ 庫内ファンコントロール ファン停止 ０：連続運転

選  択 ９･１０ 庫内温度レベル 温度設定 ＣＯＬＤ：３℃，ＨＯＴ：５５℃

全て問題なければ本体気密性確認

機      能 項  目 サーミスタ抵抗値（庫内温度と抵抗）

 コンプレッサ強制運転機能 テスト－２６   0℃ 時  17.0KΩ

 コンデンサファン強制運転機能 テスト－２７  10℃ 時  10.1KΩ

 庫内ファン強制運転機能 テスト－２８  20℃ 時   6.2KΩ

 電磁弁強制開閉機能 テスト－２９  30℃ 時   4.0KΩ

 ヒータ強制運転機能 テスト－３０  40℃ 時   2.6KΩ

 50℃ 時   1.8KΩ

 60℃ 時   1.2KΩ

圧縮機全く動作しない
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９．故障診断

強制運転使用での故障診断

   目   的 確    認    項    目 処     置

１．全庫内冷えず

※

※

圧縮機は全く動作していない

コンプレッサ強制
運転動作で動作するか？

テスト－２６

導通なし
配線導通確認

各種設定確認へ

電装ボックス前面
・ＭＣコネクタ(VL6P白)①からモータプロテクタ
・ＭＣコネクタ(VL6P白)⑤から起動コンデンサ
  までの配線確認

動作する

動作しない

配線交換

導通あり

電装ボックスＭＣ
出力確認

コンプレッサ交換

出力なし

電装ボックス交換

電装ボックス前面
ＭＣコネクタ(VL6P白)①－⑤間にて
AC100V出力確認
①：AC100V①番電源
⑤：AC100V②番電源

故障コード確認

動作するコンデンサファン
強制運転動作で動作するか？

テスト－２７

サーミスタ抵抗値
0℃ → 17.0KΩ
10℃→ 10.1KΩ
20℃→ 6.2KΩ
30℃→ 4.0KΩ
40℃→ 2.6KΩ
50℃→ 1.8KΩ
60℃→ 1.2KΩ

サーミスタ異常発生

室外ファンロック異常発生

動作しない

電装ボックス出力確認

出力あり

出力なし

電装ボックス前面
ＤＦコネクタ（HL12P白）④から
モータＧＭＦコネクタ（ZL8P白）⑥

庫内サーミスタ確認

抵抗値異常

サーミスタ交換

抵抗値正常

  各種設定確認へ

ロック検知配線
（回転数パルス信号）

確認

導通なし
配線交換

導通あり

配線確認
導通なし

導通あり

電装ボックス交換

ＤＦ①－ＺＬ①（モータ出力）
ＤＦ②－ＺＬ④（24V）
ＤＦ③－ＺＬ③（正逆切換え）
ＤＦ⑤－ＺＬ②（GND）

ＤＦ①－⑤（24V）
ＤＦ②－⑤（24V）
ＤＦ③－⑤（24V）
ＤＦ④－⑤（約11V）

蒸発機への霜付き確認コンデンサファン交換

霜付かない

出力あり

圧縮機少し起動して停止する

配線交換

圧縮機動作する

各種設定確認へ

 タイマ ７ 庫内ファンコントロール

 タイマ ５ 圧縮機節電時間帯確認

 選  択 ９･１０ 庫内温度レベル

※ 各種設定確認

ガス漏れ→冷却ユニット交換

リモコン：故障
・サーミスタ異常(559,564,569,574)
・コンデンサファン異常(506)
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９．故障診断

強制運転使用での故障診断

   目   的 確    認    項    目 処     置

２．特定庫内冷えず

※

※

電磁弁が動作しない

電磁弁強制開閉
動作で動作するか？

テスト－２９

導通なし
配線導通確認

庫内サーミスタ交換

電装ボックス
電磁弁左：ＭＣ②からバルブＬＳＶ①
電磁弁中：ＭＣ③からＣＳＶ①
電磁弁右：ＭＣ④カラＲＳＶ①
コ モ ン：ＭＣ⑥からＬＳＶ②/ＣＳＶ②/ＲＳＶ②

動作する

動作しない

  配線交換

導通あり

電装ボックス出力確認 電磁弁交換

出力なし

電装ボックス交換

電装ボックス前面
・電磁弁左：ＭＣ②－⑥間(AC100V)
・電磁弁中：ＭＣ③－⑥間(AC100V)
・電磁弁右：ＭＣ④－⑥間(AC100V)

抵抗値正常

  各種設定確認へ

出力あり

庫内サーミスタ及び
庫内ファン確認

抵抗値異常

庫内ファン強制運転
動作で動作するか？

テスト－２８

導通なし
配線導通確認

電装ボックス内
ＦＡＮコネクタ(VH5P赤)①から庫内ファン
ＬＦコネクタ(VL2P白)①間，
ＦＡＮ③からＣＦ①，ＦＡＮ⑤からＲＦ①
電装ボックス内
Ｎ①からＬＦ②／ＣＦ②／ＲＦ②

動作しない

配線交換

導通あり

電装ボックス出力確認 庫内ファン交換

出力なし

電装ボックス交換

電装ボックス内
ＦＡＮ①－Ｎ①(AC100V)
ＦＡＮ③－Ｎ①(AC100V)
ＦＡＮ⑤－Ｎ①(AC100V)

出力あり

動作する
各種設定確認へ

庫内ファン動作せず

 タイマ ７ 庫内ファンコントロール

 タイマ ５ 圧縮機節電時間帯確認

 選  択 ９･１０ 庫内温度レベル

※ 各種設定確認
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９．故障診断

強制運転使用での故障診断

   目   的 確    認    項    目 処     置

３．特定庫内温まらず

※

ヒータ動作せず

ヒータ強制運転動作
で動作するか？
テスト－３０

導通なし
配線導通確認

  各種設定確認へ

電装ボックス内
ＨＥＴコネクタ(VL4P白)①から右ヒータＬＨコネクタ(VL2P赤)①間
ＨＥＴ②からＣＨ①，ＨＥＴ③からＲＨ①，ＨＥＴ④からＬＨ②／
ＣＨ②／ＲＨ②

動作する

動作しない

  配線交換

導通あり

電装ボックスヒータ
出力確認

出力なし

電装ボックス交換

サーミスタ抵抗値
0℃ → 17.0KΩ
10℃→ 10.1KΩ
20℃→ 6.2KΩ
30℃→ 4.0KΩ
40℃→ 2.6KΩ
50℃→ 1.8KΩ
60℃→ 1.2KΩ

出力あり
過昇防止サーモ

温度サーモ

導通なし

過昇防止サーモ
温度サーモ交換

サーミスタ交換庫内サーミスタ確認

抵抗値正常

ヒータ交換

出力あり 出力あり

ヒータ左：ＨＥＴ①－④(AC100V)
ヒータ中：ＨＥＴ②－④(AC100V)
ヒータ右：ＨＥＴ③－④(AC100V)

 タイマ ７ 庫内ファンコントロール

 タイマ ５ 圧縮機節電時間帯確認

 選  択 ９･１０ 庫内温度レベル

※ 各種設定確認
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現  象 No 確 認 内 容 確  認  箇  所 結  果 処置 確認ステップ

全庫内冷えない 1 コンプレッサ強制運転動作 リモコン：テスト－２６ 動作する 強制停止タイマ設定確認 10又は23へ

動作しない 配線及び電装ボックス確認 ２へ

2 配線確認 電装ボックス前面 ＭＣコネクタ（ＶＬ６Ｐ白）①からモータプロテクタ及び 導通有り 電装ボックス出力確認 ３へ

ＭＣコネクタ（ＶＬ６Ｐ白）⑤から起動コンデンサまで 導通なし 配線交換

3 電装ボックス出力確認 電装ボックス前面 ＭＣコネクタ（ＶＬ６Ｐ白）①－⑤間 出力有り コンプレッサ交換

①：ＡＣ１００Ｖ①番電源 ⑤：ＡＣ１００Ｖ②番電源 出力なし 電装ボックス交換

圧縮機少し起動して 4 故障確認 リモコン：故障 サーミスタ異常発生 庫内サーミスタ及び配線確認 ６へ

停止する サーミスタ異常（５５９，５６４，５６９，５７４），コンデンサンファン異常（５０６） 室外ファンロック異常 コンデンサファン動作確認 ５へ

5 コンデンサファン強制運転 リモコン：テスト－２７ 動作する ロック検知配線確認 ７へ

動作 動作しない 配線及び電装ボックス確認 ８へ

6 庫内サーミスタ確認 サーミスタ間の抵抗値確認（下記表参照） 抵抗値正常 省エネ及び温度等の設定確認 23へ

抵抗値異常 サーミスタ交換

7 ロック検知配線確認 電装ボックス前面 ＤＦコネクタ（ＨＬ１２Ｐ白）④からモータＧＦＭコネクタ（ＺＬ８Ｐ白）⑥ 導通有り 電装ボックス出力確認 ９へ

（回転数パルス信号） 導通なし 配線交換

8 配線確認 ＤＦ①からＺＬ①（モータ出力），ＤＦ②からＺＬ④（２４Ｖ） 導通有り 電装ボックス出力確認 ９へ

ＤＦ③からＺＬ③（正逆切換え），ＤＦ⑤からＺＬ②（ＧＮＤ） 導通なし 配線交換

9 電装ボックス出力確認 ＤＦ①－⑤間（２４Ｖ），ＤＦ②－⑤間（２４Ｖ），ＤＦ③－⑤間（２４Ｖ） 出力有り コンデンサファン交換

ＤＦ④－⑤間（約１１Ｖ） 出力なし 電装ボックス交換

圧縮機動作する 10 蒸発器への霜付き確認 蒸発器目視確認 霜は付く エバサーミスタ及び各種設定 23へ

霜は付かない ガス漏れ → ユニット交換

特定庫内冷えない 電磁弁動作しない 11 電磁弁強制開閉確認 リモコン：テスト－２９ 動作する 庫内サーミスタ及び庫内ファン確認 12又は15へ

動作しない 配線及び電装ボックス確認 13へ

12 庫内サーミスタ確認 サーミスタ間の抵抗値確認（下記表参照） 抵抗値正常 省エネ及び温度等の設定確認 23へ

抵抗値異常 サーミスタ交換

13 配線確認 電装ボックス 電磁弁左：MC②からバルブLSV①，電磁弁中左：MC③からCLSV①，電磁弁中右：MC④から 導通有り 電装ボックス出力確認 14へ

CRSV①，電磁弁右：BYC②からRSV①，BYC④からRSV②，コモン：MC⑥からLSV②／CLSV②／CRSV② 導通なし 配線交換

14 電装ボックス出力確認 電装ボックス前面 電磁弁左：ＭＣ②－⑥間（AC100V），電磁弁中左：ＭＣ③－⑥間（AC100V）， 出力有り 電磁弁交換

電磁弁中右：ＭＣ④－⑥間（AC100V），電磁弁右：ＢＹＣ②－④間（AC100V） 出力なし 電装ボックス交換

庫内ファン動作せず 15 庫内ファン強制運転確認 リモコン：テスト－２８ 動作する 省エネ及び温度等の設定確認 23へ

動作しない 配線及び電装ボックス確認 16へ

16 配線確認 電装ボックス内 RKCｺﾈｸﾀ(VH9Pﾋﾟﾝｸ)③から庫内ファンLFｺﾈｸﾀ(VL2P白)①，RKC③からCLF①， 導通有り 電装ボックス出力確認 17へ

RKC⑤からCRF①，RKC⑨からRF①，電装ボックス前面 BKA②からLF②／CLF②／RLF②／RF② 導通なし 配線交換

17 電装ボックス出力確認 電装ボックス内 ＲＫＣ③－ＢＫＡ②間（AC100V），ＲＫＣ⑨－ＢＫＡ②間（AC100V）， 出力有り 庫内ファン交換

ＲＫＣ⑤－ＢＫＡ②間（AC100V），ＲＫＣ⑦－ＢＫＡ②間（AC100V） 出力なし 電装ボックス交換

特定庫内温まらず ヒータ動作せず 18 ヒータ強制運転確認 リモコン：テスト－３０ 動作する 省エネ及び温度等の設定確認 23へ

動作しない 配線及び電装ボックス確認 19へ

19 配線確認 電装ボックス内 RKAｺﾈｸﾀ(VH3P赤)③から左ヒータLHｺﾈｸﾀ(VL2P赤)①，RKD(VH3Pﾋﾟﾝｸ)からCLH①， 導通有り 電装ボックス出力確認 20へ

RKB③からCRH①，RKB⑤からRH①，BKA①からLH②／CLH②／CRH②／RH② 導通なし 配線交換

20 電装ボックス出力確認 ヒータ左：ＲＫＡ③－ＢＫＡ①（AC100V），ヒータ中左：ＲＫＤ③－ＢＫＡ①（AC100V） 出力有り 過昇防止サーモ，温度サーモ確認 21へ

ヒータ中右：ＲＫＢ③－ＢＫＡ①（AC100V），ヒータ右：ＲＫＢ⑤－ＢＫＡ①（AC100V） 出力なし 電装ボックス交換

21 過昇防止サーモ， ヒータ組立て部で導通確認 導通有り 庫内サーミスタ確認 22へ

温度サーモ確認 導通なし 過昇防止サーモ，温度サーモ交換

22 庫内サーミスタ確認 サーミスタ間の抵抗値確認（下記表参照） 抵抗値正常 ヒータ交換

抵抗値異常 サーミスタ交換

23 各種設定確認 タイマ ５ 圧縮機節電時間帯確認 圧縮機停止 時間解除

タイマ ７ 庫内ファンコントロール ファン停止 ０：連続運転

選  択 ９･１０ 庫内温度レベル 温度設定 ＣＯＬＤ：３℃，ＨＯＴ：５５℃

全て問題なければ本体気密性確認

機      能 項  目 サーミスタ抵抗値（庫内温度と抵抗）

 コンプレッサ強制運転機能 テスト－２６   0℃ 時  17.0KΩ

 コンデンサファン強制運転機能 テスト－２７  10℃ 時  10.1KΩ

 庫内ファン強制運転機能 テスト－２８  20℃ 時   6.2KΩ

 電磁弁強制開閉機能 テスト－２９  30℃ 時   4.0KΩ

 ヒータ強制運転機能 テスト－３０  40℃ 時   2.6KΩ

 50℃ 時   1.8KΩ

 60℃ 時   1.2KΩ

圧縮機全く動作しない

故
障

解
析

(冷
え

ず
，

温
ま

ら
ず

)

９
．

故
障

診
断

９
－

１
７

●
 ４

室

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



９．故障診断

強制運転使用での故障診断

   目   的 確    認    項    目 処     置

１．全庫内冷えず

※

 ※

※

圧縮機は全く動作していない

コンプレッサ強制
運転動作で動作するか？

テスト－２６

導通なし
配線導通確認

各種設定確認へ

電装ボックス前面
・ＭＣコネクタ(VL6P白)①からモータプロテクタ
・ＭＣコネクタ(VL6P白)⑤から起動コンデンサ
  までの配線確認

動作する

動作しない

配線交換

導通あり

電装ボックスＭＣ
出力確認

コンプレッサ交換

出力なし

電装ボックス交換

電装ボックス前面
ＭＣコネクタ(VL6P白)①－⑤間にて
AC100V出力確認
①：AC100V①番電源
⑤：AC100V②番電源

故障コード確認

動作するコンデンサファン
強制運転動作で動作するか？

テスト－２７

サーミスタ抵抗値
0℃ → 17.0KΩ
10℃→ 10.1KΩ
20℃→ 6.2KΩ
30℃→ 4.0KΩ
40℃→ 2.6KΩ
50℃→ 1.8KΩ
60℃→ 1.2KΩ

サーミスタ異常発生

室外ファンロック異常発生

動作しない

電装ボックス出力確認

出力あり

出力なし

電装ボックス前面
ＤＦコネクタ（HL12P白）④から
モータＧＭＦコネクタ（ZL8P白）⑥

庫内サーミスタ確認

抵抗値異常

サーミスタ交換

抵抗値正常

  各種設定確認へ

ロック検知配線
（回転数パルス信号）

確認

導通なし
配線交換

導通あり

配線確認
導通なし

導通あり

電装ボックス交換

ＤＦ①－ＺＬ①（モータ出力）
ＤＦ②－ＺＬ④（24V）
ＤＦ③－ＺＬ③（正逆切換え）
ＤＦ⑤－ＺＬ②（GND）

ＤＦ①－⑤（24V）
ＤＦ②－⑤（24V）
ＤＦ③－⑤（24V）
ＤＦ④－⑤（約11V）

蒸発機への霜付き確認コンデンサファン交換

霜付かない

出力あり

圧縮機少し起動して停止する

配線交換

圧縮機動作する

各種設定確認へ

 タイマ ７ 庫内ファンコントロール

 タイマ ５ 圧縮機節電時間帯確認

 選  択 ９･１０ 庫内温度レベル

※ 各種設定確認

ガス漏れ→冷却ユニット交換

リモコン：故障
・サーミスタ異常(559,564,569,574)
・コンデンサファン異常(506)
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９．故障診断

強制運転使用での故障診断

   目   的 確    認    項    目 処     置

２．特定庫内冷えず

※

※

電磁弁が動作しない

電磁弁強制開閉
動作で動作するか？

テスト－２９

導通なし
配線導通確認

庫内サーミスタ交換

電装ボックス
電磁弁左  ：ＭＣ②からバルブＬＳＶ①
電磁弁中左：ＭＣ③からＣＬＳＶ①
電磁弁中右：ＭＣ④からＣＲＳＶ①
電磁弁右  ：ＢＹＣ②からＲＳＶ①，ＢＹＣ④からＲＳＶ②
コ モ ン  ：ＭＣ⑥からＬＳＶ②／ＣＬＳＶ②／ＣＲＳＶ②

動作する

動作しない

  配線交換

導通あり

電装ボックス出力確認 電磁弁交換

出力なし

電装ボックス交換

電装ボックス全面
電磁弁左  ：ＭＣ②－⑥間(AC100V)
電磁弁中左：ＭＣ③－⑥間(AC100V)
電磁弁中右：ＭＣ④－⑥間(AC100V)
電磁弁右  ：ＢＹＣ②－④間(AC100V)

抵抗値正常

  各種設定確認へ

出力あり

庫内サーミスタ及び
庫内ファン確認

抵抗値異常

庫内ファン強制運転
動作で動作するか？

テスト－２８

導通なし
配線導通確認

電装ボックス内
ＲＫＣコネクタ(VH9Pﾋﾟﾝｸ)③から庫内ファンＬＦコネクタ(VL2P白)①間，
ＲＫＣ③からＣＬＦ①，ＲＫＣ⑤からＣＲＦ①，ＲＫＣ⑨からＲＦ①，
電装ボックス全面 ＢＫＡ②からＬＦ②／ＣＬＦ②／ＲＬＦ②／ＲＦ②

動作しない

配線交換

導通あり

電装ボックス出力確認 庫内ファン交換

出力なし

電装ボックス交換

電装ボックス内
ＲＫＣ③－ＢＫＡ②(AC100V)
ＲＫＣ⑨－ＢＫＡ②(AC100V)
ＲＫＣ⑤－ＢＫＡ②(AC100V)
ＲＫＣ⑦－ＢＫＡ②(AC100V)

出力あり

動作する
各種設定確認へ

庫内ファン動作せず

 タイマ ７ 庫内ファンコントロール

 タイマ ５ 圧縮機節電時間帯確認

 選  択 ９･１０ 庫内温度レベル

※ 各種設定確認

９－１９
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９．故障診断

強制運転使用での故障診断

   目   的 確    認    項    目 処     置

３．特定庫内温まらず

※

ヒータ動作せず

ヒータ強制運転動作
で動作するか？
テスト－３０

導通なし
配線導通確認

  各種設定確認へ

電装ボックス内
ＲＫＡコネクタ(VH3P赤)③から左ヒータＬＨコネクタ(VL2P赤)①，
ＲＫＤ(VH3Pﾋﾟﾝｸ)からＣＬＨ①，ＲＫＢ③からＣＲＨ①，ＲＫＢ⑤
からＲＨ①，ＢＫＡ①からＬＨ②／ＣＬＨ②／ＣＲＨ②／ＲＨ②

動作する

動作しない

  配線交換

導通あり

電装ボックスヒータ
出力確認

出力なし

電装ボックス交換

サーミスタ抵抗値
0℃ → 17.0KΩ
10℃→ 10.1KΩ
20℃→ 6.2KΩ
30℃→ 4.0KΩ
40℃→ 2.6KΩ
50℃→ 1.8KΩ
60℃→ 1.2KΩ

出力あり
過昇防止サーモ

温度サーモ

導通なし

過昇防止サーモ
温度サーモ交換

サーミスタ交換庫内サーミスタ確認

抵抗値正常

ヒータ交換

出力あり 出力あり

ヒータ左  ：RKA③－BKA①(AC100V)
ヒータ中左：RKD③－BKA①(AC100V)
ヒータ中右：RKB③－BKA①(AC100V)
ヒータ右  ：RKB⑤－BKA①(AC100V)

 タイマ ７ 庫内ファンコントロール

 タイマ ５ 圧縮機節電時間帯確認

 選  択 ９･１０ 庫内温度レベル

※ 各種設定確認
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10. 電気回路図

端子早見表

(１) メインコントロールボックス(1/2) ＤＲＥ５１Ｘ４５７０７  Ｃ０１,Ｃ１１

ＤＲＥ５１Ｘ４５７０７  Ｃ０２,Ｃ１２

１０－０１

TPK Ven
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tio
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o.,
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d.



10. 電気回路図

端子早見表

(１) メインコントロールボックス(2/2) ＤＲＥ５１Ｘ４５７０７  Ｃ０１,Ｃ１１

ＤＲＥ５１Ｘ４５７０７  Ｃ０２,Ｃ１２

１０－０２

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,
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d.



10． 電気回路図

端子早見表

(２) 電装ボックス(1/5) ＤＲＥ５１Ｘ３４２３５  Ｃ００

形名：F7CRU3537NBSC3/F7CRU42W7PBSC3

１０－０３
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tio
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o.,
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10． 電気回路図

端子早見表

(２) 電装ボックス(2/5) ＤＲＥ５１Ｘ３４２３５  Ｃ００

形名：F7CRU3537NBSC3/F7CRU42W7PBSC3

１０－０４

TPK Ven
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tio
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o.,
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d.



10． 電気回路図

端子早見表

(２) 電装ボックス(3/5) ＤＲＥ５１Ｘ３４２３５  Ｃ００

形名：F7CRU3537NBSC3/F7CRU42W7PBSC3

１０－０５
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tio
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o.,
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d.



10． 電気回路図

端子早見表

(２) 電装ボックス(4/5) ＤＲＥ５１Ｘ３４２３５  Ｃ００

形名：F7CRU3537NBSC3/F7CRU42W7PBSC3

１０－０６

TPK Ven
din
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tio
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o.,
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d.



10． 電気回路図

端子早見表

(２) 電装ボックス(5/5) ＤＲＥ５１Ｘ３４２３５  Ｃ００

形名：F7CRU3537NBSC3/F7CRU42W7PBSC3

１０－０７
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g C
orp

ora
tio
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d.



1 0 . 電気回路図

端子早見表

(２) 電装ボックス(1/7) ＤＲＥ５１Ｘ３４３６９  Ｃ００

形名：F7CRU4237NBS(T)C4/F7CRU49F7NBSC3

１０－０８

TPK Ven
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1 0 . 電気回路図

端子早見表

(２) 電装ボックス(2/7) ＤＲＥ５１Ｘ３４３６９  Ｃ００

形名：F7CRU4237NBS(T)C4/F7CRU49F7NBSC3

１０－０９

TPK Ven
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tio
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1 0 . 電気回路図

端子早見表

(２) 電装ボックス(3/7) ＤＲＥ５１Ｘ３４３６９  Ｃ００

形名：F7CRU4237NBS(T)C4/F7CRU49F7NBSC3

１０－１０

TPK Ven
din

g C
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ora
tio

n C
o.,
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d.



1 0 . 電気回路図

端子早見表

(２) 電装ボックス(4/7) ＤＲＥ５１Ｘ３４３６９  Ｃ００

形名：F7CRU4237NBS(T)C4/F7CRU49F7NBSC3

１０－１１
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tio
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o.,
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1 0 . 電気回路図

端子早見表

(２) 電装ボックス(5/7) ＤＲＥ５１Ｘ３４３６９  Ｃ００

形名：F7CRU4237NBS(T)C4/F7CRU49F7NBSC3

１０－１２

TPK Ven
din

g C
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ora
tio
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o.,
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d.



1 0 . 電気回路図

端子早見表

(２) 電装ボックス(6/7) ＤＲＥ５１Ｘ３４３６９  Ｃ００

形名：F7CRU4237NBS(T)C4/F7CRU49F7NBSC3

１０－１３

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,
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d.



1 0 . 電気回路図

端子早見表

(２) 電装ボックス(7/7) ＤＲＥ５１Ｘ３４３６９  Ｃ００

形名：F7CRU4237NBS(T)C4/F7CRU49F7NBSC3

１０－１４
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tio
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1 0 . 電気回路図

端子早見表

(３) 三相リレーボックス ＤＲＥ５１Ｘ２５６９４  Ｃ０１

形名：F7CRU4237NBTC4

１０－１５

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



10 . 電気回路図

端子早見表

(４) 電源ボックス ＹＤＡ５１Ｘ２４８０２  Ｃ００

１０－１６

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



10. 電気回路図

端子早見表

(５) インバータ ＹＤＡ５１Ｘ３４８３１  Ｃ０１

形名：F7CRU3537NBSC3/F7CRU42W7PBSC3/F7CRU4237NBS(T)C4

形名：F7CRU49F7NBSC3 ＹＤＡ５１Ｘ３２４５２  Ｃ０１

１０－１７

TPK Ven
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g C
orp

ora
tio
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10．電気回路図

端子早見表

(６) 選択ボタン

４連：ＹＤＡ０４Ｘ３５２２９  Ｃ０１

６連：ＹＤＡ０４Ｘ３５２３０  Ｃ０１

CN1 CN2 CN3 CN4

CN1 CN2 CN3 CN4 CN5 CN6

１０－１８
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10．電気回路図

回路図（電気回路図）
形名 Ｆ７ＣＲＵ３５３７ＮＢＳＣ３／Ｆ７ＣＲＵ４２Ｗ７ＰＢＳＣ３ ＹＤＡ５５Ｚ２６２０３  Ｃ０１

１０－１９

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,
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d.



10．電気回路図

回路図（電気回路図）
形名 Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＳ（Ｔ）Ｃ４ ＹＤＡ５５Ｚ２６２１４  Ｃ０１

１０－２０

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,
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d.



10．電気回路図

回路図（電気回路図）
形名 Ｆ７ＣＲＵ４９Ｆ７ＮＢＳＣ３ ＹＤＡ５５Ｚ２５３４４ａ Ｃ０１

１０－２１

TPK Ven
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g C
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tio

n C
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d.



10．電気回路図

回路図（冷却系）
形名 Ｆ７ＣＲＵ３５３７ＮＢＳＣ３／Ｆ７ＣＲＵ４２Ｗ７ＰＢＳＣ３ ＹＤＡ５５Ｚ２６２０６　Ｃ０１

１０－２２

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



10．電気回路図

回路図（冷却系）
形名 Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＳ（Ｔ）Ｃ４／Ｆ７ＣＲＵ４９Ｆ７ＮＢＳＣ３ ＹＤＡ５５Ｚ２６２０７  Ｃ０１

１０－２３

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



10．電気回路図

結線図（ラベル・販売系）
形名 Ｆ７ＣＲＵ３５３７ＮＢＳＣ３ ＹＤＡ５５Ｈ２６８９８ａ Ｃ０１

１０－２４

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



10．電気回路図

結線図（ラベル・販売系）
形名 Ｆ７ＣＲＵ４２Ｗ７ＰＢＳＣ３ ＹＤＡ５５Ｈ２６６００ａ Ｃ０１

１０－２５

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
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10．電気回路図

結線図（ラベル・販売系）
形名 Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＳ（Ｔ）Ｃ４ ＹＤＡ５５Ｈ２６５５７ａ Ｃ０１

１０－２６

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



10．電気回路図

結線図（ラベル・販売系）
形名 Ｆ７ＣＲＵ４９Ｆ７ＮＢＳＣ３ ＹＤＡ５５Ｈ２６６４９ｂ Ｃ０１

１０－２７

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio
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o.,
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d.



10．電気回路図 10．電気回路図

結線図（ラベル・冷却系・単相） 結線図（ラベル・冷却系・単相）
形名 Ｆ７ＣＲＵ３５３７ＮＢＳＣ３／Ｆ７ＣＲＵ４２Ｗ７ＰＢＳＣ３ ＹＤＡ５５Ｈ３６０７３  Ｃ０１ 形名 Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＳＣ４ ＹＤＡ５５Ｈ３６１６１  Ｃ０１

１０－２８

TPK Ven
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g C
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ora
tio

n C
o.,
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d.



10．電気回路図 10．電気回路図

結線図（ラベル・冷却系・単相） 結線図（ラベル・冷却系・三相）
形名 Ｆ７ＣＲＵ４９Ｆ７ＮＢＳＣ３ ＹＤＡ５５Ｈ３６６５０  Ｃ０１ 形名 Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＴＣ４ ＹＤＡ５５Ｈ３６１６２ａ Ｃ０１

１０－２９

TPK Ven
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g C
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ora
tio

n C
o.,

 Lt
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10.電気回路図

結線図（蛍光灯）
形名 Ｆ７ＣＲＵ３５３７ＮＢＳＣ３／Ｆ７ＣＲＵ４２Ｗ７ＰＢＳＣ３ ＹＤＡ１０Ｈ２２７５８  Ｃ０１

Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＳ（Ｔ）Ｃ４／Ｆ７ＣＲＵ４９Ｆ７ＮＢＳＣ３

１０－３０

TPK Ven
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g C
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tio

n C
o.,

 Lt
d.



10．電気回路図

配線系統図
形名 Ｆ７ＣＲＵ３５３７ＮＢＳＣ３ ＹＤＡ５５Ｚ２６８９７　 Ｃ０１

１０－３１

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



10．電気回路図

配線系統図
形名 Ｆ７ＣＲＵ４２Ｗ７ＰＢＳＣ３ ＹＤＡ５５Ｚ２６５９９ａ Ｃ０１

１０－３２

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



10．電気回路図

配線系統図
形名 Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＳ（Ｔ）Ｃ４ ＹＤＡ５５Ｚ２６５５５　 Ｃ０１

１０－３３

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



10．電気回路図

配線系統図
形名 Ｆ７ＣＲＵ４９Ｆ７ＮＢＳＣ３ ＹＤＡ５５Ｚ２６６４８　 Ｃ０１

１０－３４

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



10．電気回路図

配線クランプ図
形名 Ｆ７ＣＲＵ３５３７ＮＢＳＣ３／Ｆ７ＣＲＵ４２Ｗ７ＰＢＳＣ３ ＹＤＡ５５Ｘ２６２６９ｂ Ｃ０１

１０－３５

TPK Ven
din

g C
orp

ora
tio

n C
o.,

 Lt
d.



10．電気回路図

配線クランプ図
形名 Ｆ７ＣＲＵ４２３７ＮＢＳ（Ｔ）Ｃ４ ＹＤＡ５５Ｘ２６１５７ｅ Ｃ０１
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商品企画本部第一商品企画統括部 商品技術部
東京都千代田区外神田 6-15-12

● １版発行／印刷     2007-3

● 仕 様 等 の 変 更 に よ り 本 資 料 の 内 容 が 機 械 と 一 致

し な い 場 合 が あ り ま す の で ご 了 承 く だ さ い 。

● お 問 い 合 わ せ ， ご 相 談 は 裏 表 紙 の 全 国 サ ー ビ ス

ネ ッ ト へ お 願 い い た し ま す 。

● 本 資 料 を 無 断 で 複 製 転 載 す る こ と を 禁 じ ま す 。 
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自動化機器事業本部　全国サービス網住所

修理受付のご用命は全国共通ナビ・ダイヤル　℡０５７０－０５６０２２　へご連絡下さい。

  ﾛｼﾞ･ﾃｯｸ北海道㈱ 〒065-0042 北海道札幌市東区本町ニ条 10-1-6 ℡ 011-782-2722
　(北海道ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ)
　東北ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 〒984-0011 宮城県仙台市若林区六丁の目西町 7-33 ℡ 0120-112479
　東京ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 〒101-8625 東京都千代田区外神田 6-15-12 ℡ 03-5818-2371
　神奈川ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-20-8 （ﾍﾞﾈｯｸｽS-3ﾋﾞﾙ5階） ℡ 045-474-2275
　中部ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 〒453-0041 愛知県名古屋市中村区本陣通 3-55 ℡ 052-481-7341
　関西ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 〒533-0031 大阪府大阪市東淀川区西淡路 6-4-111 延原倉庫㈱42号倉庫 ℡ 06-6324-2019
　中国ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 〒733-0003 広島県広島市西区三篠町 1-3-15 ℡ 082-537-0001
　四国ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 〒760-9978 香川県高松市今里町1-28-10 ℡ 087-862-2179
　九州ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 〒813-0023 福岡県福岡市東区蒲田 2-39-47 ℡ 092-663-2141
　　沖縄ｻｰﾋﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ 〒900-0005 沖縄県那覇市銘苅 2-4-51 （ｼﾞｪｲ･ﾂｰﾋﾞﾙ3階） ℡ 098-863-1220

自動化機器事業本部　全国支社・営業所網住所

北海道支社 〒003-0029 北海道札幌市白石区平和通2丁目北 5-16 ℡ 011-861-1411
東北支社 〒980-0011 宮城県仙台市青葉区上杉 3-3-30 （東北富士電機ﾋﾞﾙ2階） ℡ 022-261-1616
　青森営業所 〒030-0812 青森県青森市堤町 2-1-7 （TAP堤町ﾋﾞﾙ） ℡ 017-775-8071
  盛岡営業所 〒020-0823 岩手県盛岡市門 2-22-34 ℡ 019-626-0157
　福島営業所 〒963-0111 福島県郡山市安積町荒井字六角田 9-1 ℡ 024-945-8947
東京支社 〒101-8625 東京都千代田区外神田 6-15-12 ℡ 03-3832-7171
　長野支店 〒399-0033 長野県松本市大字笹賀 7941 大久保工業団地内 ℡ 0263-25-4040
　関東支店 〒330-0843 埼玉県さいたま市大宮区吉敷町 4-261-1 （ｷｬﾋﾟﾀﾙﾋﾞﾙ4階） ℡ 048-600-3655
　千葉支店 〒260-0032 千葉市中央区登戸 1-26-1 （朝日生命千葉登戸ﾋﾞﾙ10階） ℡ 043-301-7575
　新潟営業所 〒950-0965 新潟県新潟市中央区新光町 16-4 （荏原新潟ﾋﾞﾙ6階） ℡ 025-283-1265
神奈川支社 〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-20-8 （ﾍﾞﾈｯｸｽS-3ﾋﾞﾙ5階） ℡ 045-474-2271
　静岡支店 〒422-8036 静岡市駿河区敷地 2-9-10 ℡ 054-238-7620
  山梨営業所 〒400-0032 山梨県甲府市中央 2-9-21 （富士火災甲府ﾋﾞﾙ5階） ℡ 055-235-3711
中部支社 〒453-0041 愛知県名古屋市中村区本陣通 3-55 ℡ 052-481-7301
北陸支社 〒920-8203 石川県金沢市鞍月 5-181 （AUBE3階） ℡ 076-237-7544
関西支社 〒531-0071 大阪府大阪市北区中津 5-2-14 ℡ 06-6458-1951
中国支社 〒733-0003 広島県広島市西区三篠町 1-3-15 ℡ 082-230-5561
　岡山営業所 〒700-0921 岡山県岡山市東古松 1-3-20 ℡ 086-224-8088
　山陰営業所 〒690-0003 島根県松江市朝日町 480-8 （松江SKYﾋﾞﾙ3階） ℡ 0852-22-0700
四国支社 〒760-0078 香川県高松市今里町 1-28-10 ℡ 087-862-2176
　松山営業所 〒791-8044 愛媛県松山市西垣生町 801-1 ℡ 089-972-3671
九州支社 〒812-0024 福岡県福岡市博多区綱場町 8-23 （朝日生命福岡昭和通りﾋﾞﾙ8階） ℡ 092-283-6111
　熊本営業所 〒862-0976 熊本県熊本市九品寺 2-1-24 （住友生命熊本九品寺ﾋﾞﾙ6階) ℡ 096-375-6155
　鹿児島営業所 〒892-0824 鹿児島県鹿児島市堀江町 12-12 ℡ 099-225-8266
　沖縄営業所 〒900-0005 沖縄県那覇市銘苅 2-4-51 （ｼﾞｪｲ･ﾂｰﾋﾞﾙ3階） ℡ 098-867-3999
三重部品ｾﾝﾀｰ 〒510-0013 三重県四日市市富士町 1-27 （ﾅﾋﾞ･ﾀﾞｲﾔﾙ） ℡ 0570-011022

℡ 059-330-0170
埼玉部品ｾﾝﾀｰ 〒369-0198 埼玉県鴻巣市前砂 160-1 （ﾅﾋﾞ･ﾀﾞｲﾔﾙ） ℡ 0570-077022

℡ 048-547-1481

本社 〒101-8625 東京都千代田区外神田 6-15-12 〔大代表〕 ℡ 03-3832-1251
〔自動化機器事業本部メンテナンス営業本部 カスタマーサービス部〕 ℡ 03-5818-2071

〔自動化機器事業本部 商品企画本部 商品技術部〕 ℡ 03-5818-2067
 '07．07．05現在
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